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はじめに 

 

現在、我が国には６５歳以上の高齢者が約２，８１９万人おり、実に人口比率で２２.１％となっ

ております。一段と高齢化が進み、４.５人に１人が６５歳以上と言う状況であります。数年のうち

には団塊の世代が高齢者の仲間入りをする等、高齢化はますます進み、少子化と相俟って２０５５

年には６５歳以上の高齢者が４１％を占めることになると予測されております。ほぼ二人に一人が

高齢者という時代がやってくるということになります。 

 

 こうした高齢社会にあって、旧通商産業省はかつて長寿社会対策及び情報化施策である「メ

ロウ・ソサエティ構想」を提唱し、高齢者が情報技術（ＩＴ）を活用して、いつまでも生き生

きとした生活を送るとともに社会のために活躍できる『高齢者自立型・参加型情報化社会』の

実現を目指して参りました。 

 当協会は、かかる「メロウ・ソサエティ構想」を実現するため、長年にわたって様々な事業

に取り組んで参りましたが、この「シニアネットフォーラム２１」は「シニア情報生活アドバ

イザー養成事業」等と共に、同構想実現のための当協会が取り組んでいる主要事業であります。 

 高齢者が数の上でメジャーとなる時代、かつて団塊の世代がそうであったように、高齢者のパワ

ーが社会を変えていく、と言っても過言ではありません。これまでは「新しい文化を創る」のは若

者の特権のように考えられて参りましたが、高齢化がますます進む今後は、まさに「高齢者こそ新

しい文化を創り」、社会の主役として様々な形で社会を牽引していくことが求められて参ります。 

世の中が急激に、かつ大きく変わろうとしている今こそ、高齢者の方々も、ご自身の意識や生活

様式等自らの生き方を見つめ、自ら変革していく中、まさに「新しい文化を形成していく」ことが

肝要です。 

 

そうした中、自己実現の場を求め得意のＩＴを駆使して社会のお役に立ちたいとする高齢者

同士が集い、高齢者へのＩＴ講習はじめ様々な社会参加活動を活発に展開している「シニアネ

ット」が全国諸地域で活動しております。その高い理念や活動実績等を見るにつけ、「シニア

ネット」こそ、まさに「メロウ・ソサエティ構想」実現の担い手であり、高齢者の新しい生き

方や新しい文化創出を具現化する担い手であると確信致しております。 

シニアネットは、高齢者に“地域デビュー”を促し、多くの仲間と共に実り豊かなシニアラ

イフを送るとともに、これまで培ってきた知識・技術・経験等を活かして再び社会に参加出来

る機会をもたらしております。また自治体等との協働（コラボレーション）も積極的に展開し、

地域の情報化促進や街づくり、地域振興等に欠かすことの出来ない強力なパートナーとなって

おります。高齢者にとって、地域社会にとってなくてはならない、極めて意義深いものであり

ます。 

 

当協会はこうした「シニアネット」が全国津々浦々にあってシニアが生き生きと活躍してい

る姿を創出していくことが急務と考え、経済産業省や財団法人ＪＫＡ、全国のシニアネット諸

団体のご協力を得て「シニアネットフォーラム２１」を開催して参りました。 

そこで通算第１０回目となる「シニアネットフォーラム２１ in 東京 ２００９」を東京・神

宮外苑の地で開催し、シニアネットの一層の普及と更なる活動の飛躍を図りました。 
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統一テーマ「シニアが変わる、地域が変わる、シニアネットの更なる飛躍～シニアパワーで新し

い文化を～」のもとに、基調講演、特別講演、パネルディスカッション、ワークショップ、シニ

アネット交流広場の五本柱の構成とし、激しく変化する社会にあって、高齢者の生き方、シニ

アネットのあるべき姿そしてシニアネットの更なる飛躍と普及拡大について参加者全員で考

える場と致しました。 

 

定員を上回る多くの方々のご参加を得、熱心な議論と深い交流がなされるなど、お陰様で大

変有意義なものとすることが出来たものと思っております。 

 この事業の成果を皆が共有し、広く活用し、シニアネットの普及、発展に貢献できることを

願っております。そして、かかる活動を通して地域の振興に貢献できれば幸いであります。 

 

 平成２１年３月 

                     財団法人ニューメディア開発協会 
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１．開催の主旨 

＜高齢化社会の到来＞ 

 現在我が国は６５歳以上の高齢者が約2,819万人、人口比率で２２．１％となっている。ま

た一段と高齢化が進み、４．５人に１人が６５歳以上と言うことになる。 

 高齢者が数の上でメジャーとなる時代には、高齢者のパワーが社会を変えていくと言っても

過言ではない。今後、高齢者が社会の主役として、新しい文化形成の担い手としてさまざまな

形で活躍することがますます重要となってくる。そこでは、高齢者が自身の意識や生活様式等

自らの生き方を変えていくことが大切になっていく。 

 

＜シニアネットの活躍＞ 

そうしたなか、「シニアネット」が各地にあって、高齢者へのＩＴ講習会の開催、長年培っ

てきた知見やノウハウ等にＩＴを駆使して地域に根差したさまざまな活動を展開している。 

 シニアネットは、高齢者に地域デビューの機会をもたらし、シニアライフを豊かで楽しいも

のにするなど、高齢者の生きがいの創出に大きな役割を果たしている。高齢者の持つ豊かな知

識・技術・経験等は、自治体等と協働（コラボレーション）することで、地域の情報化促進は

もとより、街づくり、地域振興等に大きく貢献するものである。このようにシニアネットは、

高齢者にとっては勿論、自治体・企業にとっても大変重要な組織であると言える。 

 

＜「メロウ・ソサエティ構想」の実現を目指す＞ 

 当協会は、旧通商産業省（現経済産業省）が提唱された「メロウ・ソサエティ構想」の実現

を目指すにあたり、こうしたシニアネットの活動こそ極めて重要で、欠くべからざるものと認

識し、シニアネットを強力なパートナーと位置づけ、連携を強化してきた。 

こうした経緯から当協会は、シニアネットが全国津々浦々、至る所にあって、高齢者が生き

生きと活躍している、そのような姿を創出していくことが急務と考えている。その為、シニア

ネットの普及・拡充を図るべく、これまで経済産業省や財団法人日本自転車振興会（現財団法

人ＪＫＡ）のご指導ご支援を得て、シニアネット諸団体等と協力しあって「シニアネットフォ

ーラム２１」を全国で開催してきた。 

 

＜「シニアネットフォーラム２１」を東京で開催＞ 

 この度は「シニアネットフォーラム２１ ｉｎ 東京 ２００９」を東京で開催することとし、

「シニアが変わる、地域が変わる、シニアネットで更なる飛躍！～シニアパワーで新しい文化

を～」と題し、シニアネットのより一層の普及と活性化を図ることにした。 

 

＜シニアライフや豊かな高齢社会の構築に貢献することを期待する＞ 

既にシニアネットに加わって活動されている方々は勿論、「地域デビューをしてみたい…」、

「シニアネットに参加したい…」、「何か地域のために活動してみたい…」等々を考えている

高齢者や団塊世代の方に参加していただいた。また、「高齢者と協働して施策や事業に取り組

みたいが…」とお考えの自治体や企業の関係者の方など、幅広い分野の方々にもご参加頂き、

熱い議論と深い交流を通して、シニアネットのあり方を考え、活力ある高齢社会の創出につな

がる有意義なものにしていきたい。そして、参加された皆様の今後のご発展につなげて頂きた
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いと思う。 

 このフォーラムがきっかけとなって、シニアネットの普及・拡充が一層加速され、高齢者の

充実したシニアライフや豊かな高齢社会の構築に貢献できることを期待する。 

 

２．実施要綱 

（１）日時 

１日目：平成２１年２月２６日（木）１０：３０～１７：４５  

２日目：平成２１年２月２７日（金）１０：００～１５：４０ 

（２）会場 ：日本青年館 

          〒160-0013 東京都新宿区霞ヶ丘町７番１号 

（３）主催：財団法人ニューメディア開発協会 

（４）後援：経済産業省 

（５）協力：（五十音順 ） 

株式会社ジャストシステム 

トレンドマイクロ株式会社 

ニフティ株式会社 

マイクロソフト株式会社     

（６）定員：約 ２００ 名 

（７）参加費：無料 

（８）参加対象： 

・シニアネットへの参加や新規設立等シニアネットに関心のある方 

・シニアネットのメンバーの方 

・団塊の世代の方 

・シニア情報生活アドバイザーの方 

・自治体で高齢者問題やコミュニティ･ビジネス、ＮＰＯ活動推進をご担当の方 

・企業で社会貢献、シニアマーケティング、バリアフリーなどシニア向け商品・サービス  

などの企画開発等に携わっておられる方 

・コミュニティ･ビジネスやＮＰＯ活動に取り組んでおられる方 等々  

 

３．プログラム構成のポイント  

開催の趣旨に即し「シニアが変わる、地域が変わる、シニアネットの更なる飛躍～シニアパ

ワーで新しい文化を～」というキャッチフレーズのもとに、プログラムを、基調講演、特別講

演、パネルディスカッション、ワークショップ、シニアネット交流広場の五本立てとし、高齢

者の、そしてシニアネットの一層の飛躍を図る内容とした。 

（１）基調講演 Ⅰ 

テーマ：『高齢社会に於けるアクティブシニアの新しい生き方－社会の主役に－』 

講師：島田 晴雄氏（千葉商科大学 学長） 

我が国の高齢化は急速に進み、2055年には総人口の４１％が６５歳以上になると見込まれて

いる。シニアが数の上でもメジャーとなる時代、まさにシニアがこれからの社会を変えていく、

と言っても過言ではない。「活老なくして繁栄なし」と言われている通り、高齢者が主役にな

って社会で活躍することがますます重要となってくる。 
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そうした中、多くのシニアが「シニアネット」に集い、得意のＩＴを駆使しながら元気に、

楽しみながら、ＩＴ講習などをはじめボランティア活動に邁進し、豊かで充実したシニアライ

フを目指している。シニアネットはシニアの生きがいづくり、地域の振興にと重要な役割を果

たしている大変有意義な組織であり、シニアが主役で活躍するのに、その普及拡大が急務であ

る。 

 かつてメロウ・ソサエティ構想推進に関わったこともある、我が国を代表するエコノミスト

で、小泉内閣の内閣府の特命顧問を務めた学識経験者より、吹き荒れる世界同時不況にシニア

も否応なく呑み込まれようとしている厳しい局面にあることも考慮したとき、シニアは今後、

どう生きるべきか、シニアの社会参加・市民活動の意義等について言及し、その生き様につい

て語って頂いた。 

 

（２）基調講演 Ⅱ 

テーマ：『ＩＴと暮らすシニアの安心と安全－ＩＴはシニアの強い味方－』 

講師：黒木 直樹氏（トレンドマイクロ株式会社 上級セキュリティエキスパート） 

高度情報化社会が進展する中、ＩＴはますますシニアの生活に深く関わってきている。ＩＴ

と暮らすシニアにとって、電子メールやインターネットの利活用は今やシニアライフを実り豊

かにするものとして日常生活に欠かせない存在になってきているが、そこには様々な“危険”

が待ちかまえている。今後、日進月歩を続けるＩＴがシニアの生活にいかなる影響をもたらす

のか、そしてシニアライフにいかなる夢や安らぎをもたらすのか、シニアならずとも大きな関

心事である。近未来のＩＴはシニアに優しいものとなり、社会参加を支援する。 

そこで、日々、パソコンやインターネットの安心と安全に取り組んでいる専門家から、今後

の技術動向を踏まえながら、ユビキタス時代を生きるシニアのＩＴライフがどうなるか、展望

してもらった。 

 

（３）特別講演 

テーマ：『新しい時代のシニアネットとは－２０１０年代に向けて更なる飛躍を－』 

講師：吉田 敦也氏（徳島大学・総合科学部 教授、地域創生センター長） 

我が国にシニアネットが誕生してから１０年余りが経過し、０８年は古くからある老舗のシ

ニアネットが続々と創立１０周年を迎えた。この間、シニアへのＩＴ普及等地域の情報化や活

性化に大きな成果を挙げてきた。少子高齢社会にあって、シニアパワーが社会を牽引し、変え

ていくことが期待されている中、このような「シニアネット」こそ、その牽引役を担うことが

期待される。 

団塊の世代が続々定年を迎え、６５歳以上の人口が急増する２０１０年代を間近に控え、こ

れからの社会に相対するにシニアネットもまた進化することが求められている。 

 そこで、シニアネット等市民活動に大変造詣が深く、自らもシニアネットの責任者としてそ

の設立や運営に関わるなど実証的な研究活動も行い、この分野の第一人者である学識経験者よ

り、新しい時代に相応しいシニアネットのあり方について展望してもらった。 

 

（４）パネルディスカッション 

テーマ：『シニアが変わる、地域が変わる、シニアネットの更なる飛躍』 
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我が国にシニアネットが誕生して以来、１０年余が過ぎ、この間多くのシニアネットが全国

に誕生し、各地でシニアの情報リテラシー向上を通してその活性化や地域の情報化促進等有意

義な活動を展開し、大きな成果を収めてきている。少子高齢社会だからこそ、シニアが主役と

なって地域を盛り立てて行くことが求められている中、多くのシニアが集う「シニアネット」

が、その牽引役を担うことが期待されている。 

 団塊の世代がシニアの仲間に加わろうとしている等、新しい局面を迎えようとしている今

日、２０１０年代の新しい時代におけるシニアネットのあり方について議論することは極め

て意義のある重要なことである。 

 そこで、各地で活躍中のシニアネットの代表者にお集まりいただき、これまでの経緯を振り

返る中、次の１０年に向けて、シニアは、そしてシニアネットはどう変わり、どう進化すべき

か大いに論じてもらった。 

 

（５）ワークショップ 

ワークショップは、以下の通り、テーマ１（生きがい）、テーマ２（コミュニティ・ビジネ

ス）、テーマ３（ＩＴ普及）、テーマ４（行政とのコラボレーション）、テーマ５（シニアネッ

トの運営）の５つのテーマで構成した。 

 

テーマ－１ 「シニアの生き甲斐を創出、魅力あるシニアネットとは」 

高齢社会において、シニアが地域でこそ最大の社会的資源である言われているが、とりわけ

シニアネットは、その活動実績等を通してシニアの良き拠り所、資源の源泉として大きく期待

されている。多くのシニアの方々は、自ら“地域デビュー”を果たし、シニアライフを豊かで

実りあるものにしたいと切望されているが、それを実現する場としてシニアネットは大きく期

待され、実際、その役割を果たしてきた。高齢化がますます進む中で、このようなシニアネッ

トが全国津々浦々にあって、シニアが地域で生き生きと暮らしている、そうした姿を創出して

いくためにより一層の普及と拡充を図る必要がある。 

これまでの活動を踏まえ、ますます多くのシニアがシニアネットに参加し、生き生きと活動

できる魅力あるシニアネット像を皆で考え、実現させていくことは大変意義深いことである。 

 そこで、我が国のシニアネットの老舗中の老舗であり全国ネットで活動を続けている「メロ

ウ倶楽部」と山口県全域のシニアのためにと目して活動している「ＮＰＯ法人シニアネット光」

よりお話しいただき、シニアが喜んで参加する魅力あるシニアネットとはどのようなものか、

団塊の世代の参加を視野に入れながら、今後の姿を探った。 

 

テーマ－２ 「シニアの豊かな経験を地域に活かす、事業型シニアネットのすすめ」 

永年培ってきた知識・経験・ノウハウや知恵を生かして社会の役に立ちたい、出来る限り生

涯現役でいたいという意欲を持ったシニアは多い。そうしたシニアの強い意向を反映して、コ

ミュニティ・ビジネスを主な活動とする「事業型」のシニアネットが増えつつある。まさに「人

材の宝庫」であるシニアネットだからこそできる活動であると言える。厳しい世の中を迎えて、

こうした「事業型」シニアネットへの関心はますます高まっている。 

 そこで、「事業型」シニアネットの草分け的存在で我が国を代表する「ＮＰＯ法人シニアＳ

ＯＨＯ普及サロン・三鷹」とコミュニティ・ビジネスを提唱し、その活動のサポートをしてい
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る専門家よりの具体的な実践に向けた課題や提言に基づき討議した。 

 

テーマ－３ 「シニアへのＩＴ普及活動の更なる飛躍に向けて」 

シニアネットは、その本業とも言える「ＩＴ講習」をベースに地域社会の情報化、とりわ

けシニアの情報リテラシー向上を促進し、社会に活力をもたらしている。シニアネットなら

ではのきめ細かな教え方や仲間同士で楽しく、気楽に学び合える雰囲気がシニアに喜ばれ、

ＩＴ普及に今や必要不可欠な存在と言っても過言ではない。自治体との協働も進み、地域Ｉ

Ｔリーダーとして地域への貢献も大きなものがある。 

これまでの様々な活動によりシニアのＩＴ人口は年々増加しているとは言うものの未だ

シニア全体の十数パーセントに留まっている。今後は、まだパソコンに触ったこともないと

いったシニアへの普及が課題となるなど、新しい状況に対応していく必要がある 

そこで、鳥取県米子市や北海道室蘭市を核に活躍している「シニアネット米子」や「ＮＰ

Ｏ法人シニアネットいぶり」の活動を通して、シニアへのＩＴ普及はこれからどうすればい

いか、より良いＩＴ講習の方法等も含めた課題や提言に基づき討議した。 

 

テーマ－４ 「社会貢献はシニアネットの使命、行政との協働を促進」 

多くのシニアネットは自ら持てる力をシニアのために、地域のために役に立ちたいと熱い想

いを抱き、活動を展開している。シニアネットがその活動を通して社会に貢献しようとすると

き、関係自治体や企業等と協働（コラボレ－ション）して事業を展開することは極めて重要で

ある。 

一方、少子高齢化と高度情報化が同時進行する社会にあって、自治体にとっても、電子自治

体や地域の情報化促進等の諸政策を進める上で、シニアネットやシニアの豊富な経験や優れた

ノウハウを活用することは重要な要素となってきている。シニアネットの提案を政策として実

現するなど、両者の協働（コラボレーション）は必須である。 

 そこで提案型で県との協働事業を展開するなど行政との連携を通して地域社会に貢献して

いる「ＮＰＯ法人あいてぃ塾ぐんま」や県の情報化を促進するための人材育成として地域ＩＴ

リーダー養成をシニアネットと協働で進めている「徳島県」から課題を提供していただき、コ

ラボレーションを一層促進するための方策等についての課題や提言に基づき討議した。 

 

テーマ－５ 「シニアネットの運営を究める」 

シニアネットの活動がシニアを元気にし、地域に活力をもたらすものとして各地で大きく評

価されてきており、今後もますますその活動が注目されていく。その為にシニアネットが常に

進化し続け、いつまでも元気に活動を続けていくことが肝要となる。これまでの活動の実態を

踏まえ、組織・活動形態・資金・会員規模等々シニアネットの運営のあり方について、抱えて

いる課題についての問題提起に基づいて今後の運営のあるべき方向について皆で議論するこ

とは極めて重要である。 

 そこで、全国でも草分けのシニアネットで、自由な雰囲気の中で楽しく活動している東京の

「いちえ会」や県内各地にサロンと称する支部を設け、本部の統制の元、地域に根差した活動

を展開している「熊本シニアネット」からの課題提供をもとに、シニアネットのより良い運営

のあり方について討議した。 
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（５）シニアネット交流広場 

全国各地で活躍しているシニアネットの活動状況を展示しあい、参加者同士がフェース・ツ

ー・フェースで意見交換し相互交流を深め、お互いの活動の向上に役立てる場とした。また、

これまで多くの参加者から大変好評を得ている協力企業のお役立ちコーナーも設けた。参加者

に今後の活動の参考になることを期待したい。 

 

プログラム 

２月２６日（木） 日本青年館 国際ホール（３階） 

10：00～10：30 受付  

10：30～10：45 開会 

オープニング 

セッション 

 

・主催者挨拶 

岡部 武尚（財団法人ニューメディア開発協会 理事長） 

・来賓挨拶 

野口 聡氏 

（経済産業省 商務情報政策局 情報政策課 

情報プロジェクト室長） 

10：45～12：00 基調講演１ 「高齢社会に於けるアクティブシニアの新しい生き方 

－社会の主役に－」 

島田 晴雄氏 （千葉商科大学 学長） 

12：00～13：00 休憩（昼食）  

13：00～14：00 基調講演２ 「ＩＴと暮らすシニアの安心と安全－IT はシニアの強い味方－」 

黒木 直樹氏 

（トレンドマイクロ株式会社 上級セキュリティエキスパート） 

14：00～15：00 特別講演 「新しい時代のシニアネットとは 

－２０１０年代に向けて更なる飛躍を－」 

吉田 敦也氏（徳島大学・総合科学部 教授、地域創生センター長） 

15：10～17：45 

 

パネル 

ディスカッション 

 

「シニアが変わる、地域が変わる、シニアネットの更なる飛躍」 

・コーディネーター 

吉田 敦也氏（徳島大学・総合科学部 教授、地域創生センター長） 

・パネリスト（五十音順） 

斎藤 富士夫氏（ＮＰＯ法人湖南ネットしが 理事長） 

塩見 信雄氏（ＮＰＯ法人シニアネットひろしま 理事長） 

砂川 正男氏（ＮＰＯ法人沖縄ハイサイネット 会長） 

中西 建策氏（ＮＰＯ法人おおさかシニアネット 副理事長） 

柳原 正年氏（富山社会人大楽塾 代表） 
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２月２７日（金） 日本青年館 国際ホール（３階） 会議室（３階 ５階） 

9：30～10：00 受付  

10：00～13：00 ワークショップ 【テーマ１】 

「シニアの生き甲斐を創出、魅力あるシニアネットとは」 

課題提供者： 

福森 宏昌氏（ＮＰＯ法人シニアネット光 代表理事） 

小池 達子氏（メロウ倶楽部） 

【テーマ２】 

「シニアの豊かな経験を地域に活かす、事業型シニアネットのすすめ」 

課題提供者： 

堀池 喜一郎氏 

（ＮＰＯ法人シニアＳＯＨＯ普及サロン・三鷹 顧問） 

細内 信孝氏 

（コミュニティ・ビジネス・ネットワーク 理事長/ 

コミュニティビジネス総合研究所 代表取締役所長） 

【テーマ３】 

「シニアへのＩＴ普及活動の更なる飛躍に向けて」 

課題提供者： 

山崎 憲一氏（シニアネット米子 理事長） 

秋山 幸彦氏（ＮＰＯ法人シニアネットいぶり 理事長） 

【テーマ４】 

「社会貢献はシニアネットの使命、行政との協働を促進」 

課題提供者： 

小笠原 章氏 

（徳島県 県民環境部地域振興局 地域情報政策課 課長） 

中司 和雄氏（ＮＰＯ法人あいてぃ塾ぐんま 理事長） 

【テーマ５】 

「シニアネットの運営を究める」 

課題提供者： 

大林 依子氏（いちえ会 主宰） 

中島 敬也氏（熊本シニアネット 代表） 

13：00～14：30 シニアネット 

交流広場 

休憩（昼食） 

シニアネットの成果展示による相互交流の場 

 

14：30～15：30 ワークショップ 

発表 

各テーマの討議内容発表（発表者：各コーディネータ） 

15：30～15：40 クロージング 

セッション 

閉会 

「総括」 

生部 圭助氏（ＮＰＯ法人自立化支援ネットワーク 理事長） 
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４．実施状況 
（１）参加者 
２日間で延べ約３２０名もの参加があり、定員を大きく上回る結果となり、盛況裡に終える

ことが出来た。参加者の熱心かつ活発な意見交換や質疑応答がなされるなど、大変有意義なも

のとすることができた。 
参加者の年齢

構成は例年同様

６１歳以上の方

が７１％と主力

を占めた。これま

では６１歳から

６５歳前までの

方が最大数を占

めてきたが、今回

は６６歳から７

０歳までの方が

最多の３２％を

占めた。本フォー

ラムの高齢化が

進んだというこ

とかと思うが、反

面、定年を迎えて

いる団塊の世代

の参加が課題と

言えるかも知れない。ただ、６０歳以下の方の参加が２４％あったことは、若い世代にもシニ

アネットへの関心が高まってきていると見ることができる。 
また、今回も自治体関係者の参加は７％程度と、ほぼ例年通りであったが、少子高齢化がま

すます進む中、更なる増大が課題と言える。 
なお、男女比率は男性７９％、女性２１％で、女性の参加が例年に比べ数ポイント増加した。 

 
（２）プログラムの実施概要 
今回は、基調講演Ⅰ、同Ⅱ、特別講演、パネルディスカッション、ワークショップ（５つの

テーマについて、５つの分科会に別れて実施）、シニアネット交流広場の５本柱で行った。 
我が国でシニアネットが誕生し約１０年が経過したこと、団塊の世代が数年後には６５歳以

上になってシニアの仲間入りを控えシニアの人口が急増すると見込まれること、１００年に一

度の大きな不況と言った激動の時代に遭遇していること等々を鑑み、これからのシニアネット

はどうあるべきか、シニアの生き様はどうあるべきかを中心に、皆で考え、議論出来るよう、

全員参加型の内容で実施した。 
各プログラムの内容については、その骨子を別項に記すこととする。 

５．まとめ 

県 別 参 加 者 割 合

3%

3%

2%

1%

1%
3.5%

45%

14%

13%

8%

東京（45％）

千葉（14％）

神奈川（13％）

埼玉（8％）

群馬（3％）

徳島（3％）

熊本（2％）

山口（2％）

栃木（1％）

茨城（1％）

和歌山（1％）

滋賀（1％）

鳥取（1％）

北海道（1％）

愛知（0.5％）

大阪（0.5％）

沖縄（0.5％）

無記名（3.5％）
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①大変盛況のうちに活発な議論や質疑応答が行われた 
当初計画を上回る多くの参加者を得、大変盛況のうちに終えることが出来た。我が国でシニ

アネットが誕生し約１０年が経過したこと、団塊の世代が数年後には６５歳以上になってシニ

アの仲間入りを控えシニアの人口が急増すると見込まれること等新しい節目を迎えつつある

今日、これからの時代に合ったシニアの生き方やシニアネットのあり方はどうあるべきか、を

中心に日頃抱えている共通する諸問題等について参加者全員が一緒になって考え、議論出来る

よう、全員参加型の内容で実施したが、二日間に亘り熱の籠もった活発な議論や質疑応答が行

われ、更に深い交流がなされるなど、参加者の積極的な参画により充実したものとすることが

出来た。 
 
②シニアネットは「生甲斐」であり「もっとも頼りになる存在」 
十数年前にシニアネットが我が国に誕生して以来、年々各地で増え続けてきている。そこで、

今回初めての試みとしてシニアにとって、シニアネットが如何なる存在になってきているか、

を尋ねてみた。 
「自分の居場所」、「生活に必須なシステム」であると日常生活の中に深く関わってきており、

「自己実現」、「楽しい仲間づくり」、「社会参加、社会貢献の具体的な方策」といった重要な存

在となってきていることが伺えた。まさに「生甲斐」となって「もっとも頼りになる存在」と

して定着してきているようである。 

 こうした現状を知るにつけ、今後の普及、拡大がますます重要であるとあらためて認識した。 
 
③フォーラムに参加した参加者の意識が高まった 
アンケート結果に見られるように、参加した動機として「シニアネットの活動に生かしたい」、

「シニアネットの参加に役立てたい」と答えた方が８４％であったが、参加した結果、その比

率が９８％に大きく伸びた。これは参加する前は「シニアネットというものを詳しく知りたい」

と答えた方が、参加後には「参加したい」に意識が変わったことが大きく影響していると言え

る。また、参加する前は「シニアネットの設立」を考えている人は１％であったが、参加後は

３％に上昇した。 
 このフォーラムをきっかけにして、参加者の意識が高まったと見ることが出来、大きな成果

を挙げることが出来た。この意識の高まりは、必ずやシニアネットの普及や拡充につながるも

のと確信している。これからが大変楽しみである。 
 
④行政とのコラボレーションへの期待が大きい 
少子高齢化が一層進む中、シニアネットと行政とのコラボレーション（協働）は地域振興の

ために、地域の円滑な運営のために、これから益々必要不可欠になっていくものと思われる。 
 シニアネットの活動はすぐれて社会性を帯びたものであり、シニアネットが地域を支える側

に立つことは、高齢社会の必然性とも言える。自治体等行政側も、諸施策の企画・遂行に当た

りシニアの豊富な知見やノウハウ等を必要としてきている。 
 今回も、フォーラムに参加された自治体等の方にアンケートで問うたところ「協働したい」、

「出来れば協働してきたい」と回答された方が８４％であった。一昨年の結果よりもやや低い

比率となったが、「是非協働したい」が３６％と、一昨年の２倍程に増大していることは、一
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つの切実感の現れかとも思われる。「協働を全く考えていない」との回答の中でも温度差はあ

るものの、「相談相手になっていただきたい」との意見も見受けられた。  
 全国的な事例を見ても、シニアネットと自治体等との協働はいろいろな形でなされてきてお

り、それぞれ成果を挙げてきている。行政側の良きパートナーとしての地位を築いてきており、

これを一つの契機として、全国的に協働の大きな渦が起こることを切に願うものである。 
 
⑤シニアネット交流広場へ過去最大の出展 
シニアネット交流広場の出展数が過去最大の２０ブースになった。１９ものシニアネットや

協力企業の参画を得て行ったが、「それぞれのブースにみな活気があり、展示も工夫され良く

特徴が出ていて充実していた」と好評であった。「全国のシニアネットの活動を実際に見るこ

とが出来、大変参考になった」といった感想を多く頂くなど高い評価を頂いた。「自分がシニ

アになったとき、こんなに元気でいられるだろうかと思った」と率直な感想も頂いた。「良い

企画」であり「２日目だけでなく１日目も交流広場を」とのご要望も頂いた。 
また、これまで会場が狭くご迷惑をおかけしてきたので少しでも広くするよう努めたが「今

年は特に場所も広く内容も良かった」と評価を頂いたのは幸いであった。今後とも、より充実

した深い交流が出来るよう事務局として一層の向上を図っていきたいと考えている。 
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 皆様おはようございます。「シニアネットフ

ォーラム２１ in 東京 2009」を開催しました

ところ北海道から沖縄まで、全国から大勢の

方々にご出席いただき、まことにありがとう

ございます。 

 さて、今や日本の少子高齢化が世界最速で

進んでおり、６５歳以上の人口が 2,819万人、

全人口の２２．１％を占めるまでになりまし

た。４．５人に一人が６５歳以上ということです。これが 2055 年にはなんと４１％を占める

という状況と推測されております。しかも最近では団塊世代の第１陣の方が定年を迎えまして

シニアの仲間入りをしております。シニアが以前にもまして増加しています。いままさに大き

く環境が変わり始める 2010年代を迎えるという節目の年ではないかと考えられます。 

また、少子高齢化が進んでいますが、それとともに労働力減少傾向が続いておりまして今後

の経済成長を支えるという意味から非常に心配をしています。そういう中でシニアがまだまだ

第１線で働き活躍することが必要ではないかというふうに思われています。さらにシニア自身

でも価値観の多様化が進んでおり、ご自身の意識や自らの生き方を見つめなおして自らが変革

していくことも肝要ではないかというふうに思います。今後、シニアが新しい文化を作る。社

会の主役となり、社会を牽引していく、社会を変えていくといっても過言ではないと思います。

このような社会の問題を考えまして経済産業省と当協会とは平成２年度からメロウソサイエ

ティ構想を提唱いたしまして、現在推進しているところです。シニアが情報技術を活用しいつ

までも円熟した生きがいのある豊かな老後を送れるというまた、社会に貢献できるような高齢

者自立参加型の情報化社会を作ろうという構想です。 

今日ここに開催しておりますシニアネットフォーラムもメロウソサイエティ構想の一環で

ございます。平成２年度に立ち上げまして今年で丁度１０年目を迎えたわけです。現在では１

１５団体がシニアネットの活動をしております。またシニアネットで養成しているシニア情報

生活アドバイザーの人数も2,950名を超えており、まもなく3,000名の大台に到達する状況で

す。いよいよシニアネットも第２フェーズを迎えたというふうに考えられます。これからのシ

ニアネットのあり方を考えることが、今現在、重要ではないかと思います。 

シニアネットの役割は、一つはシニアが自己実現の場を求めて得意のＩＴを駆使して社会の

お役に立ちたいというシニア同士が集まり、さまざまな社会活動を活発に展開して高齢化社会

発展の牽引役になるということ。もう一つは、最近特に高齢者のふるさと帰りという傾向が進

んでいますが、再び皆様が地域でデビューを果たし、地域コミュニティの活性化等の地方分権

の時代にふさわしい貢献をしていくこと。そのために自治体とか地域の企業等々との協働（コ

■オープニング・セッション 

主催者挨拶（要旨）   

岡部 武尚 

（財団法人 ニューメディア開発協会 理事長） 
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ラボレーション）を推

進することが肝要では

ないかと考えます。 

今や高齢者がメジャ

ーな時代になったとい

われています。シニア

の方々がこれまで培っ

てきた知識・技術・経

験を十分に活用して社

会に再び参加し貢献し

ていただきたい。そし

て、シニアライフを楽

しく豊かに生きがいの

ある人生作りをすると

ともに新たなチャレンジをすることが必要だと思っています。 

今回のシニアネットフォーラムでは「シニアが変わる、地域が変わる、シニアネットの更な

る飛躍～シニアパワーで新しい文化を～」をスローガンに開催しています。 

お忙しい中、各界の指導的立場におられる方々にご出演いただきました。どうぞ２日間、ご

出席の皆様方にはぜひとも多くの方々と交流を深めていただきますようお願いをいたしまし

て、開会の挨拶といたします。 
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現在、我が国での高齢化は、欧米先進国に例を見ないこ

とでございまして、今後ともその流れは変わらないという

ことです。その中で高齢者の方々が社会の中でどのような

活動をされるかということは日本国、我が国にとって大き

な影響を与えることでございます。高齢者の方々の元気が

なくなると日本全体も元気がなくなります。高齢者の方々

が病気をせずにいきいきと活動され、積極的な消費活動を

され、高齢者の方々がお持ちの有用な経験や知識・ノウハ

ウなどを若い方々に伝承されるということは地域社会・経

済産業の発展につながっていくと考えられます。 

 本日のテーマは「シニアが変わる、地域が変わる、シニアネットの更なる飛躍～シニアパワ

ーで新しい文化を～」ということでございますが、現下の経済情勢の中で地域の活性化という

のは政府全体の政策として重要性を増しているものでございまして、経済産業省も農水省と協

力をいたしまして農商工連携事業などに取り組んでいるところでございます。地域とか農業と

いう分野におきましてシニアの方々の活動は特に重要性が高いと思われます。 

徳島県の上勝町というところに彩（いろどり）という会社がございまして地域の女性や高齢

者が山で紅葉とか葉っぱを拾いまして日本料理のつまものとして出荷する事業を行っており

ます。それはＩＴを活用して非常に成果を挙げているものでございます。高齢者の方々が出荷

の管理などでパソコンを駆使されて、月末にそれぞれの個人の方々の売上を競い合ってすごく

活き活きと活動されているということが報告されています。 

「天は自ら助くるものを助く」という言葉もございます。皆様がシニアネットなどを通じて

得られたＩＴの知見を積極的に使われまして、新しいことにどんどんチャレンジされることに

よりまして皆様個人個人が元気になるとともに皆様の世代が元気になる、それがひいては日本

全体が元気になることにもつながるというふうに考えています。経済産業省といたしましても

ニューメディア開発協会を通じまして皆様の活動をご支援させていただきたいなというふう

に考えています。 

最後になりましたがご来場の皆様の今後の更なるご発展ご活躍を祈念いたしまして私の挨

拶と代えさせていただきます。 

■オープニング・セッション 

来賓挨拶 

野口 聡氏  

（経済産業省商務情報政策局情報政策課 情報プロジェクト室長） 
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はじめに 

 シニアの皆様の熱意ときらきらした目と力を感じて

おります。今日、日本ではシニアが一番元気で、我々が

頑張らなければいけないなと思います。 

私も今年６６歳でございます。私は６０を過ぎて初め

てゴルフを始めました。大自然の中でおおいに楽しむこ

とはいいな、と思ってやってみたらはまりまして、ゴル

フは救国のスポーツと言っています。ゴルフは教育に役

立つと思います。友を大切にし、信頼を大切にし、そし

て穴を開けたら砂をかけておくという自然を愛するこ

と。この三つだけあれば教育は足りるわけです。 

 

私はシニアに近くなってきてから、人生楽しいなと思うようになりました。それまでスキー

を少しやっていたのですが、本格的にスキーをやるようになりました。来週は北海道のルスツ

というところへ行って３日間やります。スキューバダイビングもいよいよ本格的にやることに

なって、秋には沖縄へ行ってきました。 

 

私は今、千葉商科大学の学長をやっています。いま少子化ですからどんどん学生さんの数が

減っていて大学の収容人数のほうが学生さんの数より多くなっています。これは何を意味する

かというと駄目な大学は潰れるということです。このような業界に身を置いてしまったもので

すから、こうなったら勝つ以外にないとこう思って頑張っているところです。 

なにやら６０を過ぎて、６５を過ぎてますますやることが多いなというのが人生でございま

す。おそらく皆様も同じような人生をおくっておられるように思います。 

 

本日は、エコノミストとして、最近の経済の変化についてお話し、今後の見通しなど私の感

想などを申し上げてみたいと思います。皆さんの日頃の活動と、将来の展開を考える上でご参

考になれば幸いです。 

 

１．アメリカ発金融危機と世界同時不況 

【サブプライムローン問題とは何だったのか】 

今回の発端は米国のサブプライムローンです。サブプライムローンというのは貸したら返せ

ないだろうという階層に住宅金融をしたということです。普通は所得の３倍か４倍でないと危

ないのですが、１万ドルの所得の人に１０万ドルのローンをつけていたわけです。アメリカは

■基調講演 Ⅰ 

「高齢化社会に於けるアクティブシニアの新しい生き方―社会の主役に―」 

 

島田 晴雄氏 

（千葉商科大学 学長 慶應大学名誉教授） 
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実はこの２０年間、ドンドン成長するからいいのだよと、希望のある生活をしてきました。 

私は去年の夏に、地中海クルーズに家内を連れ出しました。大きい船に乗ってみたらほとん

どアメリカ人です。アメリカ人の消費というのは無茶苦茶です。アメリカでは、貯蓄率はマイ

ナスで、ドンドン消費している。それを２０年間続けていたから大丈夫だという感覚があった

のだと思います。 

ここに危うさがひそんでいました。我々がバブル崩壊とかデフレの時に味わったようなこと

ではないものが今回のサブプライムローンにはあります。 

我々がバブル崩壊のときに悩んだときには、経済成長するというので、業者が土地を買って

建物を建ててなにかやりたいというのに銀行が貸しました。わが国の不良債権問題では、誰に

貸してどうなっているか、１対１対応でわかりました。 

しかし、アメリカでは金融技術が非常に発達していて、我々がバブル崩壊のときに悩んだよ

うな問題のようになりませんでした。サブプライムローンの仕組みは全然わかりません。金融

技術が発達したものだから、本当はやってはいけないことをやっているので、ハイリターンだ

けれどハイリスクになってしまいます。 

ハイリターン、ハイリスクは皆気をつけますが、いろんなほかの商品を混ぜ合わせて数学的

にはヘッジが利いてきてリスクが下がり、そうすることにより格付け会社は評価を上げてしま

いました。だから、サブプライムローンの入った商品がトリプルＡとかいうのがたくさんあっ

たわけです。そうなればものすごいハイリターンでローリスクに見えるので飛びつくように売

れていったわけです。 

【金融工学の発達】 

ただ、これは作った人しか分らないぐらい難しい仕組みになっています。これは金融技術と

いうか金融工学といいますけど。この１０年間ものすごく発達してきました。工学部の人が皆

金融に行ったとすら言われています。デリバティブといって、日本で言う先物のお化けですね。

例えば今から何年間かのある国とほかの国との為替レートの変動リスクを取引するという、そ

うなると何を言っているか分らない世界です。だけど一応それを商品として取引するものです

から、決済したりするのでお金に似た流動性を持つのです。 

【投資銀行】 

今、世界で３００の国があって全部足してもＧＤＰは大体7,000兆円ぐらいしかありません。

日本が大体５００兆円あって、アメリカが1,400兆円あります。彼らが作ったこのデリバティ

ブスのお化けは全部足すと６京円になるのだそうです。我々のお金の概念ではありません。

我々持っているお金はポケットに入っているお金と銀行に入れている預金です。これはＭ２と

いいますが一番流通性が高いものです。 

７０年前の大不況の時に信頼が崩れて取り付け騒ぎになって、これではいけないと言うこと

でアメリカが法律を作りました。預金保険機構などを作って銀行はそういうことがあってはい

けないから自己資本８％以上持たなければいけないとか、預金者の1,000万円くらいの預金は

守るとかとい制度を作りました。これはＭ１、Ｍ２の世界ですが、今回は、Ｍいくつだか知り

ませんけどその何十倍も作ってしまったのです。これは作った人しか分らない、我々には分ら

ないという世界です。毎日、何千兆円という取引が行われていたのです。 

そういうのを一番激しくやっていたのがアメリカの投資銀行というところでゴールドマン

サックスとかソロモンブラザーズとか５～６社あったのです。これが飛ぶ鳥を落す勢いという
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か肩で風を切るという格好でやっていたのです。また、経営者とかスタープレーヤーはものす

ごい高給を取っています。作った人しか分らない世界で我々の通貨の何１０倍という付加価値

を作って、会社に何百億円の何千億円の利益をもたらし、成果が上がると成果報酬を得ていま

した。 

香港にＨＭＢＣ（香港上海バンク）のディーラーが自分のところで 1,000億円くらいのサブ

プライムローン含みの商品を買っていたが、おかしいと思い、売り戻そうとしたのですが、い

ろいろやって結局６００億円くらいで落ち着いた。その噂が専門家の間ですぐに行き渡って、

サブプライムローンは危ないかもしれないというのが一昨年の暮れごろから急に広まったの

です。 

そうなると、サブプライムローンというのは我々のバブル崩壊とかデフレの話と違って１対

１対応ではなく、まぶしていてそれを転売していますから責任の関係が分りません。非常に分

りやすく言うと毒入り餃子という感じですかね。毒入り餃子は見ても分らないでしょう。食べ

て初めてしまった痛いということになるわけですね。 

【金融危機から経済危機へ】 

インターバンクローンという銀行間市場というのがあります。実は業者間で非常に低利で毎

日毎日融通しあって金融市場は動いています。ちょっと低利で貸してほしいと言ったときに、

あなたのところは何か買っているらしいから駄目だって言い、金利１０倍にしても危ないから

いやだというようなことが起きました。こういうのをクレジットクランチといいます。流動性

というのは信用だけですから、信用崩れたら全部金融システムというのは崩れてしまうのです。

信用が止まるからローンとかが出来なくなるので、企業が投資したいというのに貸してくれる

人がいなくなってしまった。というので経済が止まるわけです。 

それが去年の春に起きたのです。それでアメリカのベアスタンズという日本で言うと日興証

券ぐらいの会社が潰れたのです。だけどそれはＪＰモルガンという会社が買ってくれて、良い

かなと思われましたが、半年たったらリーマンが潰れました。リーマンが潰れたら野村證券が

潰れるような騒ぎですから。アメリカが壊滅だという雰囲気になって世界中が一気に衝撃が走

って経済が逆回転始めたのです。 

【ＡＩＧ問題】 

リーマンが相当危ないというので、ポールソン財務長官が、ニューヨークへ集まろうといっ

てバーナンキさんとかいろんな人が集まりました。ポールソンさんは一晩話してくれれば終わ

るよ、と言って下着１枚しか持って行かなかったという説がありますが、もっとひどい話とし

てＡＩＧの問題が浮上していました。 

ＡＩＧという保険会社は世界中に３００から４００の会社が傘下にあり、日本でも３つか４

つＡＩＧの会社があります。ＡＩＧの何で危ないことになったかといいますと、ＣＤＳという

デリバティブの一種の保険商品の元締めをやっていたことにあります。クレジット・デフォル

ト・スワップといいます。それなりのリターンがありそうだから５００億貸して、潰れたら困

るから２億円くらいの保険かける。相互に保険を掛け合い、それが３重、４重になって、残高

がいくらになったか分らない状態になっています。コントロールする機関がなくて膨れ上がり、

ＡＩＧがどこかでこの仕組みが破綻するというのが見えてきて、専門家が推計したらどうも６

千兆円くらいになるそうです。大体世界のＧＤＰと同じくらいの額をＡＩＧがそういう訳の分

らないデリバティブ保険でやっていたということになります。 
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ＡＩＧが崩壊したら世界の保険は全部止まりますから、そしたら世界経済の心臓が止まりま

すので、アメリカ政府はそこへ猛烈に梃入れして何とかＡＩＧは保ったのです。 

このようにして、金融が傷ついたら、今度はリアルの経済に跳ね返ってきて、トヨタみたい

なことになって、一番真面目にやっていた日本が落ちていくという事態が起こったのです。 

 

２．実体経済の収縮と世界不況の進化 

今、世界はとんでもないことになっているわけで

すね。１００年に一度の危機だとかいわれています。

グリ－ンスパンという人が１００年に一度の津波

だといったのです。（現在は、バーナンキという人

がアメリカ連邦準備制度の議長で、それは日本で言

うと日銀総裁です） 

グリ－ンスパンは２０年近く中央銀行の総裁を

やっていて金融の神様といわれていた人です。今に

なって、あれは神様でもなんでもないのではなかと

いう批判が起きています。 

【アメリカにとって１００年に一度の大きなつまずき】 

たしかにアメリカからみたら１００年に一度かもしれません。アメリカ経済はもともとコロ

ンブスがアメリカ大陸を発見して、だんだんと西部を開拓して産業資本主義が起きて金融資本

主義になって、２度の戦争でも戦地にならずに無傷でどんどん育ちました。最近はＩＴとか情

報とか物凄い成長をしてきたわけです。アメリカが悩んだのは独立戦争ぐらいです。その後ア

メリカは大丈夫だったのです。その後初めての大きなつまずきだから、１００年に一度という

ことなのでしょう。 

【日本では１００年に一度の経済危機とは言わないようにしよう】 

皆様にぜひひとつはっきり提言申し上げたい。１００年に一度の経済危機だなどということ

は言わないようにしていただきたい。生産が１０何パーセント落ちたというのは、日本は何度

も経験しているのです。 

終戦直後を見て下さい。焼け野原の中から奥さん達はタンスの中に焼け残った着物を田舎へ

持っていって芋と取り替えて赤ん坊を育てました。戦後の状況に比べたら今日の状況はまだ良

いのです。 

オイルショックの後で日本が大変な不況になった。あの時のほうが今より落差が大きいので

４０年ぶりと言っているわけで、何が１００年に一度だと、そう思います。 

【わが国の人口構成の変化と需要の縮小】 

トヨタの生産が大幅に落ちました。どうしてかというと、トヨタはあまりにも優秀な会社だ

からです。トヨタは１０年前まで世界販売は５割でした。去年の世界販売は７５％になりまし

た。これは日本の人口構成が変わっているから、そういうことをやっているのです。 

日本はいま１億２千７百何十万人です。あと４０年すると９千万人を切るかも知れないとい

われています。３千８百万人ぐらいの人口が消えるといわれています。お隣の韓国ぐらいの人

口が１世代で消えてしまうのです。これは人類史始まって以来の人口現象です。そのおかげで

高齢化現象が生じ、我々の世代の比が増加します。 
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人口現象が一番先に見える業界は紙パルプの産業です。紙の一番大きな消費は二つで、トイ

レットペーパーと新聞です。これは人口の関数なのです。人口が減っていけば消費は減るので

す。 

紙の次は食品です。人口が減ると口が減るのですから、食品の消費量も減るに決まっていま

す。年取ってくれば若いときほど食べなくなるのでどんどん減るのです。もう食品業界では、

合併・吸収・再編と大騒ぎです。今度それがコンビニまで来たということです。 

そして自動車も減っているのです。自動車はちょっと前までは、日本列島の上を7,000万台

走っていましたが、もう５００万台ぐらい減りました。 

人口は、私どもの年代は一歳刻みで２２０万人います。私が教えている大学生諸君は一歳で

１５０万人、小学生は大体１１０万人です。つまり我々の年齢層に比べると小学生は半分しか

いない、逆ピラミッドなのです。これから自動車を買う人たちはその人たちなのですから、も

っともっと減少することはわかりきっています。 

【世界人口予測と需要】 

世界はどうなっているかというと、今、世界の人口は６７億人というのが国連の推計です。

今から４０年経つと９３億人になるというのです。まだ２６億人増えるという予想です。そこ

しか伸びる道はないからトヨタは世界へ出て行った。そのようなときにアメリカとヨーロッパ

も同様に津波で縮んだわけです。しかし、その他の国はどんどんいま伸びています。 

今から６年前にゴールドマンサックスという証券会社の研究所がこれからＢＲＩＣＳ（ブリ

ックス）の時代になるといった。ＢＲＩＣＳとは何かというと、ブラジル・ロシア・インディ

ア・チャイナ、これらの国は人口も多いし成長率も高いです。 

中国は１０％以上の成長を続けてきました。インドは９％くらいです、ロシアの人口は１億

４千万人ですが８％の成長をしてきました。アメリカ・日本・ヨーロッパに比べると成長率が

高い。この２０年間アメリカは平均３．５％の成長、これもたいしたものなのです。これは高

度成長時代なのです。失われた１５年とか言って、世界でゼロ成長の近辺でウロウロしていた

のは、日本だけなのです。世界はこの２０年間は大成長時代だったのです。 

【日本の落ち込みが大きかった】 

そこへトヨタがどんどん売り込んでいったわけですが、気がついたらリーマンショックの後

でアメリカの株価は３５％しか落ちないのに日本は５割落ちてしまった。中国は６割も株価が

落ち、インドは７割も落ちてしまった。アイスランドにいたっては９５％も株価が下がったの

です。アイスランドは世界の金融立国と言って最新の金融立国と言って頑張ったのだけれども、

手漕ぎの漁船の小さい島に戻ってしまった。 

先進国も新興国も全部同時にやられたので、トヨタは全部に販売網を作っていたので逃げ道

がどこにもなく、トヨタの販売は３０％落ちてしまいました。３０％落ちて在庫がたまり始め

たので、生産を４割下げ在庫吸収しなければいけない。トヨタは６割操業と決めて頑張ってい

ます。 

何故日本が一番縮んでしまったかというと、日本が一番優秀だったからです。日本の世界に

冠たる一番誇れるものは、輸出関連大企業を支える関連中小企業群なのです。 

これはたとえば鉄、石炭、原油を輸入して、それがいろんな生産工程を経て最後に自動車に

なったり電気機械になったりする。１０段階ぐらい生産工程を過ぎる。各段階で生産性を倍増

するということを日本の経営者も日本の勤労者もやれます。そうすると理屈だけで言うと各段
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階で倍になれば１０工程あれば生産性は２０倍になるわけです。１００工程あれば１００倍に

なるわけです。 

ということがあって、日本の生産性向上というのは実はトヨタとかパナソニックがやってい

るのではなくて、それはごく一部で、全てを下が支えていたのです。トヨタは６万５千人が正

規従業員ですけど、協豊会、共栄会という下請けを合わせて１６万人雇っています。それはま

だ２次下請けくらいまでで、その下にも下請けがあります。最後の下請けになると電気産業の

下請けと混じってしまいます。自動車の半分はコンピュータですから。分りやすく言うと日本

中全てが毛細血管のように輸出産業を支える構造になる。そこまでそんな体質を作ったのが日

本です。 

今回みたいなときには最後の売り手のトヨタが不調になるとすべてが影響を受けます。です

からグラフを見ると、崖が落ちているようなグラフばっかり出てくるということになりました。

これはアメリカがとんでもないことをやってくれたというのが原因です。 

中国でも韓国でも日本のような仕組みが欲しい。韓国経済がちょっと脆ういのは、日本はこ

れを３０年から４０年かけて構築したものを韓国は持っていないからです。いま、インドでも

アメリカでもロシアでも韓国でも皆それを欲しい。これは中小企業なのです。 

 

３．何をすればよいのか 

【資産価値の回復には時間を】 

皆様方や私の世代のシニアが

どうすればいいのかということ

について、私がいつも申し上げ

ていることをご披露します。 

一昨年まで、日本は戦後最長

の景気回復と言って、株価も上

がっていました。しかし現在は、

株価 8,000 円になって、もう底

だと思ったら 7,000円になるという低迷が続いています。冗談じゃありませんね。皆さんの場

合には老後がかかっているから。堅実に生活をやってきて、政府が貯蓄から投資だということ

もあって、投資をしてみたら、今日の悲惨な状況です。 

一昨年の夏から秋口までに株を買った人は忘れてください。だけど本当に忘れてはいけませ

ん。ぜひ、こうして下さい。まず早寝、早起き、３度の食事は決まった時間にきっちり食べる。

それから出来るだけしっかり噛む。それから森光子さんに負けないだけスクワットをする。森

光子さんは１００回やっています。放浪記ででんぐり返しするもとになっています。あの人は

９０近くです。それからゴルフの好きな人は安いゴルフ場へ行って毎週やる。女性の方は１週

間に３日くらい宝塚行って下さい。 

このようにして３年は寿命を延ばして、池に落ちた財産も上がってきますから、それをさっ

と拾う。そうするとそんなに損しないですみます。ぜひそうやって下さい。 

投資をし遅れた人、今現金持っている人にとっては、今買い時です。責任は取りませんが、

今日買ってもいい。みんな底値を打ったらと思っていますが、今が買い時です。機関投資家が

底値らしいと思って買いを入れると１時間後に株価は上昇します。それ底値だと新聞で見て買
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ったら大損です。 

【今は好機：バフェットルール】 

ビル・ゲイツも世界一の大金持ちといわれています。マイクロソフトには、日本で作ってい

る１台のパソコンに対して知的財産権だか利用権として１００ドル払っています。ビル・ゲイ

ツはこのやり方で財を成しています。 

アメリカにはこういう考え方があります。 

とにかく早く実業家になって  

Earn as much as you can. 稼ぎましょう、出来るだけ 

Save as much as you can. 出来るだけ貯めましょう 

そうして功成り名遂げたら 

Give as much as you can. 恵まれない人に分けてあげなさい 

彼はビル＆メリンダ（奥さんがメリンダ）財団という世界最大の財団を作りました。アフリ

カからＨＩＶを消すことと人々を癌の苦痛から救うことにものすごいお金を注ぎ込んでいま

す。自分だけでお金出すのではなく、あらゆる企業や財団からかき集めています。アフリカに

１０年間で５０兆円注ぎ込むという計画です。アメリカも日本もそれには対抗できないぐらい

になります。 

アメリカには、素人みたいな買い方をして大金持ちになったバフェットさんと言う男がいま

す。そこにバフェットさんがビル・ゲイツの財団に３兆円も提供しています。 

【バフェットルール】 

このバフェットさんのルールを紹介しましょう。今日はこれだけ聞いて帰ったら島田の話は

良かったということになりますよ。ただ、英語で言います。 

Be greedy when people are fearful. 

人々が恐れおののいていたら欲張りになりなさい 

Be fearful when people are greedy. 

人々がいけるぞと思っているときは恐れおののきなさい 

日本語で意訳すると 

人々が悲しんでいるときは買いなさい 

人々が得意になり始めたら売りなさい 

ということなのです。 

このルールを守っていれば２年前の夏に株を売っていた筈なのです。今恐れおののいている

から買いということになります。今、買えばまた数年後には数倍になりますから。このルール

では、底値なんか見ないで、人々が悲しみ出したら買う。得意になりはじめたら売る、これで

良いのです。まだまだこれから皆さん２０～３０年ぐらい生きられるから十分ですよ。それを

今日は覚えて帰って下さい。 

【回復するときの風景が違う】 

それで、これからどうしたらいいのでしょう。景気は必ず回復します。経済には自動反転メ

カニズムというのが組み込まれているからです。物とかサービスの値段が十分に下がれば反転

するのです。たとえば２００億円で作ったゴルフ場でこれだと 3,000人ぐらいのお客がいつも

来てくれないといけませんが、５億円ぐらいで買いますと５００人もお客が来れば黒字は出る。

だから、十分下がれば必ず回復します。世界経済でも同じようなことが起きます。 
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しかし、回復するときの風景が全然違います。今の経済が回復するかといったら全然違いま

す。これだけは覚えておいた方が良いですよ。 

【第２期パックスアメリカーナの終焉 アメリカが普通の国になる】 

違いはアメリカが全く変わってしまうということです。イギリスの時代が１５０年続きまし

たが、第２次大戦後イギリスがくたびれて、ポンドの世界をドルの世界に譲ったのです。パッ

クスブリタニカがパックスアメリカーナに変わりました。 

パックスアメリカーナは１９４５年にはじまり、１９７１年までは第１期パックスアメリカ

ーナのときはドルが金といつでも交換できました。１９７１年に金の兌換をしませんと言い出

し、パックスアメリカーナ第２期に入りました。軍事力などで圧倒的に強いアメリカは基軸通

貨であることを良いことにしてドンドン財政赤字を増やしてきました。中国、日本、台湾など

黒字の国がアメリカの財務省証券を買ってきました。 

アメリカの旺盛な消費にむけて、日本、中国、インド、ロシアの輸出が続き２０年間の高度

成長が続きました。その流れの中で、デリバティブスを中心にした変なお金が何１０倍も増え

てしまって今回の騒ぎになっています。それでパックスアメリカーナ第２期は去年に終了を告

げました。 

【オバマの大型の景気対策】 

アメリカの大型の景気対策は７２兆円といわれていますが、やがて１００兆円を超えていく

と思います。そうすると財政赤字１００兆円、貿易赤字１００兆円でこの財政赤字の１００兆

円を自分で賄えることが出来なくなります。国際貿易はゼロサムゲームですから、黒字を持っ

ている国が買い支えてくれればいいですが、そうは行きません。アメリカの力は落ちています

し、経済支出も不安定でアメリカは消化できないから金利が上がってしまいます。金利が上が

ると財政支出は雪だるま式に増え、アメリカが転げ落ちてくる心配があります。それをさせて

はならないからオバマさんは一気にアメリカの改革をしなければならない。必死なのです。 

【日本のアジェンダ】 

世界を仕切るかというと仕切る国がなくなります。運転手のいない世界になるということで

す。そういう中で、日本人は非常に珍しく、まだアメリカ、アメリカと言っています。アメリ

カは一番重要な国であることは変わりませんが、目を瞑ってアメリカお願いしますでは通りま

せん。自分の足で立って自分の頭で考えて自分で構築する必要があります。世界の経済は良く

なるのだからその時何とかしようでは駄目で、自分から良くしようという構造でないとやって

いけない歴史段階に入ってきました。 

【世界が変わるときの３つのメガトレンド】 

最後に、この世界が変わるときの３つメガトレンドについて述べてみたいと思います。一つ

は人口、もう一つは環境、３つめはエネルギーです。 

①人口について 

人口については二つのことがあります。一つは、人口爆発による食糧と水です。世界は水が

大変な問題になります。食糧も足りません。これをどうするのか。日本は技術を持っているの

にあまりにも無策でした。 

人口が減って皆高齢化になると重要視されるのは健康です。日本人は本当に健康に熱心で、

健康になれるのであれば死んでも良いという人が５百万人いる、と言う専門家がいます。日本

は国民皆医療、皆保険ですが、それ以上を期待する人は自分のお金で医療を買うというのを解
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禁するという混合診療にすれば、医療は大産業になる期待がもてます。 

②環境について 

環境はよく皆さんご存知のように恐ろしい問題があります。空気中のＣＯ２が毎年０．０２

ｐｐｍづつ上がっています。０．１ｐｐｍ上がると温度が１度上がりますから、あと２０年ぐ

らいすると２度か３度か上がります。そうすると生態系が全部変わってしまいます。北海道で

お米が作れるようになるというか、お米の主産地が北海道だけになってしまう可能性がある。

これ言い出すと私５時間ぐらい喋りますが・・・・。環境をどうするか大きな問題です。 

③エネルギーについて： 

太陽経済の時代が来る  

１９世紀は石炭を使ってイギリスが大帝国

になりました。２０世紀は石油を使ってアメ

リカがパックスアメリカーナをやりました。

１バレル１ドルだったのがオイルショックで

１０ドルになって、最近１００ドル超えまし

た。今は少し下がりましたが、やっぱり次の

エネルギーを考える必要があります。 

最近世界でも注目されている原子力（日

本：４０％、フランス：６０％）は多少危険

があります。長期的にみて一番良いのは太陽

経済だと思います。太陽光をそのままエネル

ギーにする技術をはじめて人類が手にしまし

た。石炭や石油は微生物の化石です。だから

５億年待たなければエネルギーになりません

でした。太陽光はそのままエネルギーにする

ことが可能です。太陽光発電、それを蓄積し

ておく電池、リチウム電池、摩擦なく電気を

送る超伝導、電気自動車などの要素技術は日

本が世界で一番なのです。世界経済を引っ張

るために、政治家にも太陽エネルギーの推進

について考えてもらいたいものです。 

 

終わりに 

本日は、エコノミストとして、サブプライムローンに端を発した世界不況の始まり、世界と

わが国に何が起こっているか、今後の見通し、そのために何をするか、等について最近感じて

いることを申し上げました。皆さんも是非、最近の経済状況についても関心を持ってください。

そして、本日お話いたしましたことが、シニアネットの活動において、皆さんのご参考になれ

ばうれしく思います。 

冒頭にも申しましたように、シニアのひとりとして私もがんばりますので、ぜひ、皆さんも健

康で頑張っていただきたいと思います。本日はありがとうございました。 
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１． シニアの暮らしとＩＴ 

１）最近はＩＣＴ（Information and Communication 

Technology：ネットワーク通信による情報・知識の

共有を意味する）とも云われますが、シニアにとっ

てもパソコンはなくてはならないものとなってき

ています。ＩＴが今後どう変化していき、どのよう

な危険があり、どう使えば安全なのかについてお話

をします。 

２）パソコンの使い方も変化しています。ゲーム・テ

レビ電話・ショッピング・デジカメの活用・オンラ

インバンキング等々、様々な使い方ができるように

なり、多くのシニアが利用しています。 

 

２． パソコンの歴史と未来像 

１）1980年（昭和５５年）から広い意味でのコンピュータが一般向けに提供され始め、パー

ソナルワープロ機、アップルのマッキントッシュ、ＩＢＭのＰＣ/ＡＴ機などが販売されま

した。マイクロソフトの Windows もこの時代に出てきました。ゲーム機としてファミコン

も販売されるなどコンピュータが身近な存在になってきた時代でした。 

２）９０年代には、ＷＷＷ（World Wide Web）プロジェクトが推進され、インターネットが

始まりました。ＧＵＩ化された Windows が販売され、家庭でも使いやすくなり、インター

ネットを経由してメールを送るなど遠隔地の他者とも簡単にコミュニケーションができる

ようになりました。 

３）2000 年代は通信速度の速い光（ＦＴＴＨ）も普及、最近は「Skype」などによるテレビ

電話やチャットも一般的になり、「iPhone」など、より小型なコンピュータも求めやすくな

って来ています。 

４）このように、１０年間ごとに区切ってみると劇的な変化を遂げていることがわかります。

今では、オンラインショッピング、オンラインゲームなどインターネットを介して便利さ

や楽しみを得ることができます。 

５）では、今後どのように発展するのでしょう？ 予測するのは難しいことですが、白物家

電のネットワーク化、より高速なネットワーク、交通情報や医療システムのネットワーク

化、防犯防災情報やロボットの活用など、高度な IT利用が発展していくと考えられます。

政府も民間のＩＣＴ促進を下支えする体制を整えており、ますます便利になると同時に、

生活の安全のためにもＩＴが欠かせないものとなるでしょう。 

■基調講演 Ⅱ 

 

「ＩＴと暮らすシニアの安心と安全～ＩＴはシニアの強い味方～」 

黒木 直樹氏 

（トレンドマイクロ株式会社 上級セキュリティエキスパート） 
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３．最近のウイルスの特徴 
１）インターネットの世界も現実社会と同じように危険もあります。ただ、漠然と危ないと

いうことではなく、何が危険で、どうすれば大丈夫か？ということを理解していただきた

いと思います。 

２）ウイルスの数は右肩上がりで増加しています。以前はファイルやプログラムが壊れた、

パソコンが動かなくなったといった被害でしたが、現在は被害者から加害者になることも

ありえます。振り込め詐欺のように金銭をだまし取られる恐れもあり、インターネットの

裏側ではお金や情報を盗むことが動機となっています。 

 ３）ウイルス脅威の変遷は図の通りです。 

 

４）最近のウイルスは悪戯から金銭詐取を目的にしています。 

・図に見られるように犯罪者は金銭

を得ることが目的であり、お金に

ならないことはしません。標的も

特定の人に絞り込み（例えば特定

の銀行の顧客のみを対象とする）

脅威の情報が広がらないようにし

ています。作者は組織的かつ分業

（ツールを作る人、使う人）して

おり、見つからない工夫をしてい

ます。 

・日本では、身元が分からない携帯

電話、口座名義・メールアドレ

ス・オークションＩＤ・詐欺サイ

トを構築するツールなどの売買が行われています。 

・セキュリティ対策会社のサポートセンタへの問い合わせ件数は波があるが、ウイルスの見え
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ない化が進んでいると思われます。ウイルスは１日５００件程度新しいものが発見されてお

り、対策が１日遅れると５００件の脅威に曝されることになります。 

５）Ｗｅｂからの脅威 

・Ｗｅｂを悪用して攻撃を仕掛ける脅威が多くあります。連鎖的な攻撃手法が特徴です。ある

ウイルスに感染すると、そのウイルスが別のウイルスを次々と呼び込みます。このため、短

い間に数多くのウイルスに感染します（１か月に5,000種のウイルスに感染した例もありま

す）。このように対策を怠ると多重感染に陥り、パソコンが使い物にならなくなることや、復

旧に長時間を要することになるのが現状です。 

・どのように情報が盗まれるのか？ ウイルスに感染し、乗っ取られた状態のパソコンでは、

犯罪者に情報が筒抜けになってしまいます。例えば、こうしたパソコンを使用してオンライ

ンバンキングを利用した場合、銀行名、口座名、パスワードなどが盗まれ、犯罪者にお金を

奪い取られます。さらに、新たなウイルスを送り込まれ、リモート操作で新たな脅威に曝さ

れることもあります。 

 

６）ＵＳＢワーム 

最近、最も感染報告が多いのが“Ｕ

ＳＢメモリ経由のウイルス”です。 

ＵＳＢワームは図に示されるよ

うに、Autorun機能を悪用して、Ｕ

ＳＢメモリを接続しただけでウイ

ルスが自動的に実行されます。Ｕ

ＳＢワームに感染するとネットワ

ークで感染を広げ、Ｗｅｂサイト

から別のウイルスを呼び込みます。 

 

７）偽のセキュリティ ソフトの横行 

スパムメールで時事ネタや有名

人のゴシップなど興味がある情報

が届くことがあります。メールに

書かれたＵＲＬをクリックすると

不正Ｗｅｂサイトから偽のセキュ

リティ ソフトが仕込まれてしま

い、図のように偽の警告が表示さ

れます。 

偽の「ウイルス検索と除去」画

面であり、このソフトの購入が勧

められます。購入画面では、氏名

やクレジットカード番号など個人

情報の入力を求められます。購入してもソフトにセキュリティ機能はないため、詐欺ソフト

とも呼ばれます。 
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４．ウイルスの脅威からの守り方 

１）個人で出来る対策（必ず実行すること） 

セキュリティホールの修正 Windowsや Microsoft Officeのセキュリティパッチは、出

来る限り早く適用する 

コンピュータの安全な設定 ・外部メディアの自動実行無効化 

・隠しファイルの表示 

・パスワードの設定（共有パソコンは必須） 

重要データの管理 漏えいが致命的になる重要ファイルは暗号化（パスワード

ロック）を施す（IDやパスワードなどの個人情報） 

総合セキュリティ・ソフト 

の使用 

ウイルス対策、URL フィルタリング、パーソナルファイア

ウォールなど総合的な機能を持ったソフトを使用する 

 

２）広告のポップアップのブロック 

広告のポップアップウインドウ

が、何度も表示される場合は、

Internet  Explorer を起動⇒「ツ

ール」メニューから「インターネ

ット オプション」を選択⇒「プラ

イバシー」タブの「ポップアップ  

ブロックを有効にする」にチェッ

クを入れる⇒「ＯＫ」をクリック

することで表示されなくなります。

それでも表示される場合には、ウ

イルス感染の疑いがあります。 

 

３）ＵＳＢウイルスの感染を防ぐに

は下記の設定を行う必要がある。 

・Windows の Default 設定では、Ｃ

Ｄなどのメディアの自動再生機能

（Autorun）が有効になっています。このため、メモリの自動再生を無効にする。 

≪方法≫マイコンピュータからＵＳＢのアイコンをクリックし、「プロパティ」をクリック⇒

「自動再生」タブをクリック⇒それぞれのフィルタ タイプごとに「何もしない」を選択する 

・隠しファイルを表示するように設定を変更する。 

≪方法≫任意のフォルダを開く⇒「ツール」⇒「フォルダ オプション」を選択⇒「表示」タ

ブを選択⇒「すべてのファイルとフォルダを表示する」にチェック 

・ＵＳＢメモリのファイルを開く前にウイルスチェックする。 

≪方法≫マイコンピュータからＵＳＢのアイコンをクリックし、「ウイルス検索の実行」をク

リック⇒選択したＵＳＢメモリのウイルス検索が開始される 

・セキュリティ ソフトや暗号化ソフトが備えられたＵＳＢメモリを使用する 
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４）有害サイトの規制 

総合セキュリティ ソフトが持つ「有害サイト規制機能」を有効にすることで、子どもに見

せたくないＷｅｂサイトやインターネットの利用時間を規制できます（ペアレンタルコント

ロール）。また、見ようとするＷｅｂサイトが安全か／危険かを表示する機能やＩＤやパスワ

ードの入力情報を暗号化する機能の利用もおすすめします。 

さらに、迷惑メールからウイルスに感染する危険性が大きいので、迷惑メールを捨てるだ

けでなく受け取らない措置も重要となっています。 

 

３． 持ち帰り、利用可能な情報 

１）役立つ情報一覧 

z インターネット・セキュリティ、ナレッジ・セキュリティ学習サイト 

http://is702.jp 

z Pollution Tracker：脅威をリアルタイムにレポート 

http://jp.trendmicro.com/jp/threat/trend_watch/pollution_tracker 

z ニュース チェッカー 

http://jp.trendmicro.com/jp/threat/tools/news-checker/index.html 

z トレンドマイクロ セキュリティブログ 

http://blog.trendmicro.co.jp/ 

z セキュリティ情報Ｗｅｂ 

http://jp.trendmicro.com/jp/threat/ 

※メールマガジン「Security Report」は上記から登録できます 

z ウイルスバスター2009 ３０日無料体験版 

http://jp.trendmicro.com/jp/products/personal/vb2009/trial/index.html 

z オンラインスキャン 

http://www.trendflexsecurity.jp/free_security_tools/housecall_free_scan.php 

 

特に、「インターネット・セキュリティ、ナレッジ・セキュリティ学習サイト」は、トレン

ドマイクロが運営する啓発サイトであり、インターネットライフを支えるための重要で基本的

な情報を記載しています。ＵＲＬも http://is702.jp と簡単ですから是非ご覧いただき、周

囲の方にもお勧めください。その他のWebでも有用な情報を提供していますのでご覧になって

ください。 

本日は、非常に盛り沢山の内容を駆け足で説明しましたが、重要なことは正しく理解すれば

インターネットは必ずしも怖いものではないということです。脅威を正しく理解し、適切に対

処することでインターネットを安全に楽しくご利用ください。 

ご清聴ありがとうございました。 

 

質疑応答 

会場よりの質問 

ウイルスバスター2009のアップデート中に「危険にさらされている」というコメント（警告）

が出るが、何故ですか？ 
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黒木氏（代理）の回答 

アップデート後など再起動す

るときにウイルスバスターが

短時間停止することがありま

す。そのときWindowsが、ウイ

ルス対策ソフトが停止してい

ることに対して警告を出しま

すが、ウイルスバスターが動

き出せばコメントは消えるの

で問題はありません。 

会場よりの質問 

「サイバークリーンセンター

（ＣＣＣ）」のボット駆除ツールをウイルスバスターに搭載する予定は？ 

黒木氏の回答 

「ＣＣＣのボット駆除ツール」の構築にはトレンドマイクロが協力しており、ここで得た情報

はウイルスバスターにも反映させているので、ウイルスバスターを使っていればボット対策も

含まれています。ＣＣＣのツールは、ボット対策、セキュリティ対策をされていない方には有

効なツールです。 
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今日は小話、中話、大話の３つをお話しします。 

 

まずは小話です 

こういうものを買ってきました。皆さん知っていますか。

デジタルペンと呼んでいます。ちょっと実演してみましょう。

デジタルペンは紙に書いた手書きの文字を、書いたそのまま

の状態とともに、編集可能なワープロ文書として保存してく

れます。 

 紙に書いた文字を読み取る技術をＯＣＲと呼んでいます。

郵便局では、葉書や封書の郵便番号の自動読み取りに使って

います。オフィスや家庭では、印刷物からデータファイルを

作成する際に使われています。その技術が発達して、今や、

こんなに小さく、しかも万円以下の簡単な装置で、手書きの

メモをデジタル保存できるようになっています。 

 テクノロジーが私たちの暮らしや仕事を助けてくれることは言うまでもありません。それが、

今、さらなる進歩・深化によって、私たちのアナログ行為を助けてくれるようになり、人の可

能性のさらなる拡大、そして、大きな社会変革が起こしています。 

 

次は中話です 

バラク・オバマ氏がアメリカ合衆国の第４４代大統領に就任しました。このことは私たちシ

ニアネットにも関係ある話題性を持っています。それはオバマ大統領がホワイトハウスに入っ

て真っ先にしたこと、それがホームページの改修だと言われているからです。 

事実、ホワイトハウスのホームページは大きくかわりました。各国首脳と議論するオバマ大

統領の緊張感溢れる姿、ファーストレディや娘さんのホワイトハウス生活などがトップページ

の新着情報欄に並び、ライブ感に溢れ、読みごたえがあり、かつ、親しみやすく、魅力的です。 

そして、何よりすばらしいコンテンツは、次々に送られてくるオバマ大統領から国民へのメ

ッセージです。毎日更新するとのことですが、それどころか、１日に何回も更新され、大統領

がどういう政策を打ち出したのか、誰と何を会見したのかなどを次々公開・発信しています。 

報道によると、バラク・オバマ氏の大統領就任式には２００万人が会場に訪れました。加え

て、その日のＣＮＮインターネットサイトには１３０万アクセスがあったとのことです。就任

式の様子はインターネットの動画サイト”ユーチューブ”にアップされました。その日の午後、

2,130 万の人がそれを視聴しました。この数字は大統領選挙当日の動画試聴数５３０万をはる

かに超えています。 

つまり、ネットを国民との対話チャンネルとしたオバマ大統領の政治と人気は、選挙を境に

■特別講演 

「新しい時代のシニアネットとは 

      ～２０１０年代に向けて更なる飛躍を～」 

吉田 敦也氏（徳島大学 総合科学部教授、地域創生センター長） 
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「あ～ぁ、終わった」ではなく、右肩上がりだということです。 

こうしたオバマ政権を「ユーチューブ政権」と呼ぶ人がいます。その根底にあるのがバラク・

オバマ氏の動画戦略。彼は選挙キャンペーンのときから動画を使っていましたが、大統領就任

後も”週刊動画メッセージ”を配信しています。それがユーチューブのホワイトハウスチャン

ネルです。再生回数１００万回を超えるコンテンツがどんどん出ているそうです。こうなると

世論調査などいりません。ユーチューブ動画のアクセス数をみれば彼の人気や政策への支持が

どのような状態かわかってしまいます。 

日本でも、文部科学省などがユーチューブを使った広報を行っています。ＮＨＫもユーチュ

ーブを使ったサービスを始めるとしています。 

ホワイトハウスはじめ世界の主要機関がこういう形で現場の情報、政治の今をリアルタイム

で発信しはじめているというわけですが、話はそれにとどまりません。 

フリーライター歌田明弘氏の『地球村の事件簿』によると、バラク・オバマ氏は、当選まで

が 1.0。当選して 2.0 になりました。なぜかと言うと、大統領選挙運動専用サイト「バラク・

オバマ・ドットコム」を通じて 1,300 万人がサイン・アップ。メールアドレス、住所、電話、

クレジットカード番号を登録しました。オバマ大統領の発言に反応するアクティブ支援者は２

００万人。オンライン調査をすると５０万人が返事を返してくるという史上最大の草の根ネッ

トワークが誕生しているのです。しかも、オバマ大統領は、「このネットワークをどう使うか

は私ではなくあなたたちだ」として、運営を自立させています。 

大統領就任式のオンライン生中継を見ることができなかった人が多かったことから、オバマ

大統領はブロードバンド アクセスの支援に力を入れるともしており、より良い社会の形成に

インターネットなどテクノロジーの利活用がいかに大切かを認識し実践しています。 

 

最後に大話です 

【生誕１０周年】 

日本のシニアネットは１０歳となりました。誕生から１０年を経て、今なぜシニアネットな

のか？ これからどうしていくのか？あるべき姿とは何か？あらためて考えてみたいと思っ

ています。こうした問いかけが、豊かで持続力ある地域社会形成の鍵になると考えています。 

もちろん、すでに答えがあるわけではありません。私ひとりで答えをだせることでもありま

せん。皆さんと共に考え、より良い答えを出していきたいと思っています。 

そのため、パソコン、インターネットはじめＩＣＴというものがどう使われているのか。イ

ンターネット社会では、何ができるのか？ どういう方向に向かおうとしているのかの正しい

理解、現状認識が必要です。そこで小話、中話をしました。そして「オバマ方式」をご紹介し

ました。 

オバマ大統領はウェブサイトの冒頭で「新しい責任の時代」というメッセージを送っていま

す。就任演説では、今までだと解けないような困難な課題に立ち向かい、それを越えていくこ

とが私たちの新しい責任になる、と言っていました。是非、このＳＮＦ２１をきっかけに、皆

で考える場を設け、シニアネットの新しい段階を作って行きましょう。盛り上がるよう期待し

ています。 

 こうしたことの先がけとして、昨年、財団法人ニューメディア開発協会は、シニアネット構

築推進委員会を設置しました。将来に対する熱意ある取り組みです。「シニアネット設立・運
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営ガイド～１０年の成果とシニアネット2.0をめざして～」の検討を目標として、堀池喜一郎

さん、越谷信弘さん、そして私の３人が委員に就任し、日本のシニアネットがこれまでどのよ

うな活動をしてきたのか、地域の中でどのような役割を果たしてきたのかについて、１年間デ

ィスカッションしました。今日はその成果報告書に基づいてお話ししようと思います。 

 

【時代は今】 

いまなぜシニアネットなのか？ひとつの答えは、「時代」です。そこには５つの側面があり

ます。 

①社会の少子高齢化、②知識基盤社会の到来、③変わる労働と雇用のスタイル、④変わるシ

ニアのライフスタイル、⑤ＩＣＴの飛躍的進化。プラスワンとして、この報告書作成時には全

く予想もしていなかったことですが、百年に一度の経済危機ということも当然ここに加わって

くるでしょう。 

 少子高齢社会は、支える者がいない社会の到来を意味します。団塊世代の退職を含めて大き

な問題になっていますが、そこでのテーマはシニアの自立です。そもそもシニアネットはこう

した少子高齢社会の到来を見据えて発想されました。 

 知識基盤社会とは、政治･経済･文化などあらゆる人間活動において、知識･情報･技術が基盤

となる社会のことです。性･年齢等にかかわりない社会参画が促進され、経験豊かで、数値や

言葉にしづらい暗黙的な知恵・知識を身につけたなシニアの活躍が期待されています。 

一方、知識は日進月歩。時代感覚、柔軟な思考力に基づく判断が一層重要になり、学びの場

と家庭/仕事場との絶え間ない往復が始まると予想されています。そのため、学歴社会が終わ

り、学習歴社会へと向かいます。そして“キーコンピテンシー”が重要になると言われていま

す。 

ＯＥＣＤの定義によると、キーコンピテンシーとは「人生の成功と良好に機能する社会の形

成を目標に、知識・技能・態度を含む多様な資源を活用・動員し、複雑な需要やニーズに応え

る力」のことです。具体的には、自己啓発力（展望力、計画力、表現力）、人間関係力（対話

力、協働力、解決力）、道具活用力（言語力、科学的思考、技能/技術）などから成ります。一

歩を踏み出し、自立的に活動・課題解決できる鍵がここにあります。日本ではこうした視点で

の教育は十分なされてきませんでしたが、シニアの経験や知恵はまさに「生きる力」。そうし

た知的資産を形式化し、隣人や異世代に伝え、地域の活動や活性化に役立てて行くことが社会

の課題となっています。 

労働と雇用のスタイルも変わろうとしています。大量生産・大量消費という一方通行な高度

経済成長時代が終わり、協働型社会などあたらしい社会のあり方が議論されるようになってき

ました。政策は保護から自立支援へと移りつつあります。ひとりひとりのニーズも多様化して

います。地域のなかで生きること、アクティブライフの実現が重視されるようになり、個と社

会の両面でバランスのとれた仕事や就労が望まれるようになってきました。ＳＯＨＯやコミュ

ニティ・ビジネスなど社会的起業、ＩＣＴによる在宅ワークなどが注目されるのもそのひとつ。

シニアネットはこうした労働と雇用の新スタイルを実現する地域プラットフォーム、あるいは、

マッチングシステムとして期待されています。 

変わるシニアライフスタイルというのは、「元気な高齢者」社会という現状からくる問題で

す。シニアというとなんだかひ弱な感じがしないでもありませんが、医療や健康科学の発達に
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より、寝たきりとかその予備軍といった人の割合はわずか１０数％です。それ以外は、元気な

高齢者です。したがって、今までは弱った人たちのための医療保険型社会観だけでよかったの

ですが、これからは元気な人たちの為に税金を循環させていこうという考えにも立つ必要が生

じています。その基盤としてコミュニティがクローズアップされ、タテ社会からヨコ社会へと

いう考え方が出てきました。 

 ＩＣＴの飛躍的進化により、何百万円もするコンピュータでしかできなかったことが、１０

万円以下の安価なパソコンでできるようになりました。周辺機器は何千円という価格になりま

した。ＳＮＳやブログはポータルサイトで無料サービスされています。その結果、“自分メデ

ィア”の時代が訪れました。シニアネットなど情報の発信と共有を不可欠とする市民活動が加

速しました。 

オバマ大統領はこうした時代の潮流を見逃さず、全米の誰でもが参加でき、そして、顔が見

えるインターネット空間を作り、そこで政策を語り、対話し、かつ、選挙後にも有効な支持者

のネットワークを形成したのです。そして成功の第一歩を踏み出しました。 

百年に一度の経済危機と言われるように、今、世界的にたいへんな状況ですが、そうしたこ

とを背景に出てきたのが「副業化」という考え方です。例えば、建設業に携わり公共事業を専

門にしていた人が景気の悪化で仕事がなくなったとします。その場合、その人たちの道路を造

ったり橋をかけたりする技術・技能を活用して、土日だけ、あるいは、仕事のない日に、手が

足りない山村の農業・林業の土木的作業を手伝います。あるいは、関連ＮＰＯ活動をします。

そして本業よりは少ないかもしれないが、代価をもらいます。もちろん本業もします。そんな

ワークスタイルです。 

考えてみれば日本のシニアネットの中にはすでにこれに似たワークスタイルを実践してい

るものがあります。つまり、シニアネットは時代を先取る「副業支援組織」であり、新しい社

会資本となりえます。見合った代価が支払われるかどうかについては、現在のところ十分な見

通しがあるわけではありませんが、それは社会の仕組みとしての位置づけの問題であり、どう

積極活用していくかは今後の課題です。そのためにもシニアネット活動に注目し、これまでの

１０年から、利点・課題を明確にすることを急いだ方がよいのではないかと考えています。 

 

【自分が輝く・仲間と楽しく】 

日本のシニアネットを定義しておきましょう。１０年の活動から帰結されるものです。また、

ここで言うシニアとは、準備期間を含めて概ね５０歳～６５歳以上のことです。明確な区切り

はありませんが、一般的に５５歳前後。定年退職や医療制度など種々の社会制度等から妥当な

線と考えています。 

シニアネットとは、『ＩＣＴ活用を基盤として、「自分が輝く」「仲間と楽しく」を前提に、

自己実現・地域課題解決のための個人活動、交流、社会貢献活動、事業展開へと接近すること。

あるいは、実際の活動に取り組むこと。そのための支援・推進システム、もしくは、ネットワ

ーク形成』。 

この元になるのは米国のシニアネットseniornet.orgの定義です。米国では「５０歳以上の

シニアが、生活をより豊かにし、長い人生の中で築き上げた知や知識を広く社会の中で共有で

きるようにするためのコンピュータ技術活用教育を提供する機関である」としています。 

米国におけるシニアネットの定義と、日本のシニアネットの定義は、共通の部分を持ちなが
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らも異なります。相違点は、「自分が輝く」こと、「仲間と楽しく」やること。そして、「地域

課題解決」を目指した活動という部分です。 

 

【シニアネットの機能】 

日本のシニアネットの機能には大きく３つの側面があることがわかってきました。存在感、

支援力、事業力です。 

存在感をつくる具体的事例としては「場の提供」があります。「会社」を軸としてきた日本

人にとって、定年退職後、会社以外の場所で、自分の置きどころを新しくつくることは非常に

大きな問題です。人とのつながりをつくり、社会のために働くことも簡単ではありません。研

鑽、自己実現、ゆとりなど様々な意味で、模索し、やってみる場が必要となります。明確な目

的をもたずとも参加でき、「居る」ことが心地よい場が不可欠となります。 

シニアネットがこうした問題の解決場所となっていることが１０年の活動から明らかとな

ってきました。サロン活動、フォーラム活動、クラブ活動などの形で活発に行われてきました。 

支援力としては、ＩＣＴ利活用学習の提供があります。人材の発掘・養成という目的のもと、

パソコン・インターネットの基礎や、情報の受発信・共有の仕方を学ぶことができます。 

事業力については、シニアネットのコミュニティ・プラットフォーム機能が注目されていま

す。シニアベンチャー、コミュニティ・ビジネスにおける事業化、事業受託、事業実践に関し

て、そこに行けば何かしら答えが貰える、きっかけが貰えるという中間支援機能を発揮してき

ました。 

こうしたシニアネットへの参加により、①地域社会との気楽な帰属ができた、②構えずに、

パソコンやインターネットなどＩＣＴへ近づき、知らぬ間に技能をあげ、社会に参加し、ネッ

トワークの輪に入れた、③その結果、自然な形で、コミュニティ・ビジネスといった「事業化」

を達成することができたというシニアが増えています。 

 

【日本のシニアネットの源流】 

日本のシニアネットは、1990年ごろ通産省（現経済産業省）が「メロウ・ソサエティ構想」

を提唱したことに始まります。1992 年～1997 年頃までを日本のシニアネット聡明期と呼びま

しょう。その後、1998年頃から全国各地に続々シニアネットが誕生しました。 

その源流はおおよそ３つです。①「メローフォーラム」（現在、メロウ倶楽部）、②「生涯現

役つなしま会」、「生涯現役ときわ会」、「ＮＥＴ・陽だまり」、③「いちえ会」。 

メロウ倶楽部はパソコン通信による会議室活動で日本のシニアネットの草分けとなりまし

た。忘れられない存在です。シニアのＩＴ講習に特化した「いちえ会」の活動は重要なシニア

ネットモデルを提供しました。今なお大きな存在です。両者とも長く立派に活動継続されるこ

とが期待されます。 

シニアネットの連携や支援については、現在、財団法人ニューメディア開発協会が「メロウ・

福祉情報化」という名称で事業継承しています。 

 

【社会資本化するシニアネット】 

 「教育のトレンド」という本があります。その中に、「シチズンシップと国」という章があ

り、次のような論述があります。「ボランティア活動がたくさんある国であればある程ボラン
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ティア活動は増える、少ない国ではボランティア活動は減る」。「ボランティア活動がたくさん

ある国では国民の間での信頼感の形成がより効果的に行われている。そうでない国は信頼感を

喪失した人間関係に陥りやすい」。 

欧米のボランティア活動と比較できるようなデータは日本にはありませんが、日本のシニア

ネットはこうした世界的傾向を支持する成果をあげており、シニアネット活動の数値化に取り

組むことが重要と考えています。地域の活性化にも有用な資料となるはずです。 

 

【米国のシニアネット】 

米国のシニアネットは何をしているのかというと、ニューズレター発行、ＰＣ情報と割引制

度、学習センターの開設、オンラインサービス、全国大会というようなことを行っています。

これはニューメディア開

発協会が主催するシニア

ネットフォーラムやシニ

ア情報生活アドバイザー

制度と方向性を同じくす

るものです。一方で、シ

ニア情報生活アドバイザ

ー制度は、米国とは異な

る日本の独自性を形成す

るものとして非常に重要

な位置を占めています。 

右の図はシニア情報生

活アドバイザーの活用の

段階です。パソコン学習

やその指導者育成に特化しておらず、いろいろな側面・観点からの地域情報化活動を行い、最

終的には力強い豊かな地域社会の構築をめざしています。 

 

【ＥＵの新しい動き】 

ヨーロッパにはコンピュータドライビングライセンスというのがあります。ＥＣＤＬとかＩ

ＣＤＬという略称で呼ばれていますが、一般市民を対象に、キーコンピテンシーとしてのＩＣ

Ｔリテラシーを養成し、国際認証する制度です。ＯＥＣＤとスクラムを組みプラットフォーム

フリーなパソコン・インターネット利活用力の育成を掲げています。具体的には、情報を入手

する力、運用する力、統合する力、評価する力、情報をもとに何かを創り出す力、こういう力

をもった人に免許証を与えましょうというものです。ワープロソフトや表計算ソフトが上手に

使えれば良いという考え方ではありません。また、こうした能力や資格を世界標準化しようと

しています。 

運営はアイルランドのダブリンに本部を置く非営利組織”ＥＣＤＬ財団”が行っています。

1997年に設立されました。Ｗｅｂサイト情報によると、公認テストセンターは世界中で 2万箇

所を超えています。 

ＥＤＣＬ/ＩＤＣＬはキャリア形成に役立つことを目指していますが、驚くことは、その基
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本要素の中に、メール利用のマナー、セキュリティの基本と対処というような項目があること

です。シニア情報生活アドバイザー制度の養成講座はこれに類するものであり、日本ではすで

に世界標準のことをやっているのだということを強く感じます。同時に、地域課題解決という

日本システムの独自性、利点を強調する必要性を感じています。 

 

【世界に誇れる日本のシニアネット】 

こうして見てくると、日本のシニアネットが１０年間の歴史のなかで築いた成果が、いかに

ワールドワイドでオンリーワンなものであるかがわかります。そして、それが結論です。 

欧米がサービス提供型、プロバイダー型であるのに対し、日本は会員相互の働きかけを基本

とした、相互学習・創発型、自律開発型・知識創造型ということです。 

また、日本型は、パソコン・インターネットの学習などＩＣＴリテラシー教育を基盤として

いるが、必ずしもそれが必須ではなくて、地域の価値、地域力、住民力を高める活動を長年に

わたりしてきたことが特色です。 

こうした成果のもと、日本のシニアネットは、今、第二段階に移行しようとしています。大

人数のシニアネット、長期の活動を維持しているシニアネットがありますし、内容的に非常に

充実・拡大・高度化してきているシニアネットもあります。 

 

【日本のシニアネットの課題】 

一方で、日本のシニアネットには、組

織力を発揮するのが難しいという課題が

あります。コアスタッフの育成やリーダ

ーの世代交代をどう円滑に達成するかも

課題です。 

地域社会のなかでシニアネットを活用

する仕組みも考えていかなければなりま

せん。シニアネットに参加したい人、潜

在的なシニアネット会員はまだまだ多く

存在すると考えられます。そういう人た

ちをどう集め、場を与えていくかにはノウハウが必要であり、単に楽しいとか居心地がよいと

いうだけで解決する話ではありません。行政にも発想転換をして頂かなければならない部分が

あります。シニアが社会に対して提案する機能づくりも必要です。 

 今後の課題解決には調査・分析も不可欠です。日本は、産業革命以来２００年にわたり続い

た工業生産型社会として、生産性を旗印にした専門家社会を形成してきました。その結果、集

中・集約した高効率な専門組織”会社”が多数できたわけですが、一方で、その考え方やシス

テムは、いま、食の安全や環境問題などの面で対処能力を欠き、機能不全に陥り、破綻しつつ

あるというのが実状です。我々の生活を脅かしています。グローバル複合な社会、分散化社会

への変化に対応できずにいます。 

一方で、地域には専門性を持つ人が多くいます。特に、シニアはその役割を分担できる技能

と社会的立ち位置を持っています。インターネットなどＩＣＴ活用のもと、消費と生産の融合

したネットワーク型分散専門組織の一端を担い、新しい社会構築にシニアが能力を発揮する時
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代にきています。そのために、シニアネットをもっと機能させる仕組みづくりをしましょう。

具体的には、①一般的シニアネットのさらなる構築、②これまでは少なかった専門性あるシニ

アネットの育成、③そうしたシニアネットの広がりをつくるための調査研究。これら３つの側

面で機能整備することが必要です。 

 

【資産を蓄積しよう】 

毎年開催されるこのシニアネットフォーラム（ＳＮＦ）もシニアネットの発展と拡大に大き

な役割を果たしています。ところが、インターネットで“シニアネットフォーラム”を検索し

ますと、毎年の成果がいろいろなサイトにいろいろな形で統一されずに残っています。言い換

えれば、長年にわたる大変大きな積み重ねがあるにも関わらず、それが統一したフォーマット

がなく、適切にアーカイブされていません。せっかくの成果、積み重ねがデータとして活用し

づらい状況になって放置されています。 

シニアネットフォーラムをどう続けるかという議論の前に、まずは、過去の資産を蓄積・整

理するすることが大切です。私たちがどのような足跡を残し、社会にどういう影響を与え効果

してきたのか、このことを正しく評価できる材料づくりを急ぎやらねばなりません。 

その上でこれからのシニアネットフォーラム、そして、シニアネットが設計されていくよう

に思います。そのために、長年言い続けてきたことですが、全国的なシニアネットセンターが

欲しいところです。その実現には大きな力が必要となりますが、結集された力がさらに大きな

力を生み出すことは間違いありません。スキームが打ち出され、考え方を共有できればと願っ

ています。 

 

【私たちはデキル！】 

時間が来てしまいました。Change で始まりましたので、Yes We Can で終わりましょう。デ

ジタルペンの教訓、オバマ・バラクの教訓、シニアネットの教訓をお話ししました。 

デジタルペンの教訓は「ＩＣＴの威力はすごい。ニーズに合ったＩＣＴ活用をしよう」でし

た。 

オバマ・バラクの教訓は「やる気をもった人の驚くべき可能性は改めてびっくりする。ＩＣ

Ｔ活用でつながりをつくることが成功のカギだ。国に頼る時代ではない。メッセージを送れ！」

でした。 

シニアネットの教訓は｢日本のシニアネットは世界に誇れる日本の宝。その１０年の歩みと

活動、シニアネットフォーラムの蓄積、シニア情報生活アドバイザーの活躍、これをきちんと

評価の土俵に上げていきませんか。そのためには、総和としての情報発信、資産を活かす工夫

と仕組みづくり、シニアネットモデルの確立、社会活動とＩＣＴ技能講習の体系化、シニア情

報アドバイザーのステップアップ、特色・役割を意識した活動が重要。そして、もっと手をつ

なごう、もっと楽しく」でした。みんながハッピーになる活動を作っていくことが大切です。

そしてもちろん、Yes We Can！ 

ご静聴、ありがとうございました。 
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＜質疑応答＞ 

会場よりの質問 

シニアネットは大きな問題に直面

しているのではないかという気がし

てならない。団塊の世代の方が気に

していること、関心を持っているこ

とと現在のシニアネットが目指して

いるものと、ギャップが出てきてい

るのではないかと思うのですが、そ

の点、先生はどのようにお考えか、

お聞きしたいと思います。 

 

吉田 敦也氏の回答 

そのギャップは、私たちの度量、あるいは能力だと思うのです。ひとつは、団塊の世代は、

プログラム化されて自分の可能性を引き出してくれるようなシステムを求めているのかもし

れません。それは今ありません。団塊の世代に限らず、シニアネットの裾野を広げるためには、

そういうものを作っていくことも必要です。こういう集まりですら、もっとテンプレート化し

て入りやすい形にしていくことが私たちの課題だろうと思います。そのため国の援助を求める

ことも必要かもしれません。 

もうひとつは、合わないところは合わない、ということはあるかもしれません。お互いの話

し合いがもう少し必要なのかとも思いますが、時代を作ってきた世代と価値観をどういう形で

共有できるかはシニアネットの枠組みを超えてさらに大きな国民的課題です。 
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■吉田敦也コーディネーター 

今日は全国からそれぞれシニアネットを運営されている

方、あるいは主催をされて今日まで活発な活動を続けてこら

れた方に集まっていただきました。先ほど私はシニアネット

のことについて紹介したり意味づけをさせて頂いたりしま

した。 

ここからは、現場で実際にやっておられる方々に、そこで

なされている貴重な、そして共有すべき活動内容や御苦労、

地域性など、それぞれのお話をお聞きしたいと思います。そ

して、それに基づいてディスカッションすることで見えてくるものもあるのではないか、とい

うことでこのパネルディスカッションを進めたいと思います。まず、自己紹介を含めてそれぞ

れの活動の概略を３～５分位でお話頂いて、どんな方が壇上にいるのか知りたいと思います。

それでは柳原さんからお願いします。 

 

柳原正年氏（富山社会人大楽塾 代表）  

みなさんこんにちは。おくりびと、納棺師日記で一躍有名に

なりました富山から参りました、柳原と申します。よろしくお

願いします。私どもの各論につきましては、お手元にシニアネ

ットの会報がいっておりますので、その２ページ目に概略書い

てございます。私ども大楽塾の位置づけとコンセプトをお話し

したいと思います。 

私どもは、1989 年に首都圏１３か所に生涯現役フォーラム

をつくって立ち上げました。当時のメンバーの方々もここに何

人かいますが、当時はＩＴが個人で使えるような状態ではなかったので、あくまでも、人間対

人間の会合でございました。定年後富山に帰りまして県民カレッジの講師をやりました。そこ

の受講生１２０名の方のフォローアップのために作った会があります。夢たまごネットワーク

と言うのですが、これを富山県の補助を得ましてＩＣＴを使った形で支援できないか、という

パネルディスカッション   

「シニアが変わる、地域が変わる、シニアネットのさらなる飛躍」 

■コーディネーター 

吉田 敦也氏 

徳島大学 総合科学部教授 地域創生センター長 

■パネリスト（５０音順） 

大橋 元明  氏 ＮＰＯ法人 シニアＳＯＨＯ小金井 代表理事 

斎藤 富士夫 氏 ＮＰＯ法人 湖南ネットしが 理事長 

砂川 正男  氏 ＮＰＯ法人 沖縄ハイサイネット 会長 

中西 建策  氏 ＮＰＯ法人 おおさかシニアネット 副理事長 

柳原 正年  氏 富山社会人大楽塾 代表 
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ことで始まったのが 2000年でございます。 

現在の活動はラッキー部門とハッピー部門に分かれておりまして、ラッキー部門は一人称、

まず自分がスキルアップすること、そして二人称、仲間とコミュニケーションをとって仲間を

広げて行こう、さらに経済基盤のスキルアップにつなげていこうじゃないかということで、こ

こは多少運営費を生む部門です。 

一方、ハッピー部門というのがありまして、これはボランティアで社会貢献しているのです

が、三人称で社会の為にというコンセプトで、笑顔健康づくり、福祉レクリエーションボラン

ティアチーム、シニアネットとやまチーム「パソコンボランティアクラブ」という形でＩＣＴ

を基本に活動しています。 

シニアネットそのものを作ったのは 2000 年ですから今年で８年になりますが、ニューメデ

ィア開発協会様のおかげでシニア情報生活アドバイザーをこの年から養成することになりま

した。それが私ども大楽塾のメンバーの発信する力を付ける、また、リーダーシップのとれる

力につながりました。 

そんなわけでラッキー部門はほとんど、シニア情報生活アドバイザーが発展的に取り組んで

きました。私どもはＮＰＯにするのではなくＬＬＰ（有限責任事業組合）型、個人事業主の集

団型にしまして、コアメンバーは自分で事業をやってネットワークを作り、なにかプロジェク

トがあったときには集まってやろうよ、というようにやっています。 

 

コーディネーター（吉田氏） 

ありがとうございます。後ほどさらに詳しくお聞きして話を深めていきたいと思います 

それでは大阪シニアネットの中西さんお願いします。 

 

中西建策氏（ＮＰＯ法人 おおさかシニアネット 副理事長） 

おおさかシニアネットの中西です。私がこのおおさかシニア

ネットを立ち上げた経緯は、地元大阪の市会議員を３２年間や

っておりましたが、定年制だったので、定年後何をしようかと

いろいろと考えておりました。 

2001 年に介護保険の勉強にアメリカに視察に行きました。

当時アメリカにはそういう社会保障制度はありませんでした

ので、どういうことかなあと思いましたが、そこで初めてシニ

アネットという言葉を知りました。ロサンゼルス、サンフラン

シスコ、シアトルのシニアネットを見て参りまして、あまり介護保険と関係ないと思ったので

すが、これからの高齢社会を考えていくと、年金や医療費など、どこまで税金や保険料で賄え

るのか、とても疑問を持ちました。元気でいかに生きるか、それが医療費の削減にもながる。

また、超高齢化社会の中ではちょっとした仕事も必要になってくるのではないか。そんな思い

で、私どもアンチエージング、墓場に入るまでは引退しない。という思いでやっておりました。 

そこで考えましたのは、インターネットという手段を使って、コミュニケーションをはかり、

地域コミュニティ作りをしていこうという。大風呂敷を広げ、シニア世代にとって必要なこと

は全部やろう。健康はもとより、運動や趣味を通した世界など、そうしたもののネットワーク

作りをしたい、という思いでこのおおさかシニアネットを立ち上げました。 
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2002 年から準備を始め、2003 年に、私の引退にあわせてシニアネットを設立しました。い

ろいろなことをやりたいと思っていたのですが、とりあえずシニアの皆さん方に情報手段とし

てのインターネット、あるいはメールなども出来るようにということでパソコン教室を始めま

した。ホームページも２年おきに改正をしておりまして、現在４回目の改正に入っております。

その他の活動は、季刊誌「グランパ」発行のほかいろいろな活動を行っています。 

最後に、アメリカの話に戻りますが、アメリカでは社会保障制度が日本のように国営でやら

れていません。シニアネットというのは一体どういうものかと、行くところ行くところで質問

したのですが、よくわからない。大きな企業がそれぞれのシニアネットを支援して仲間作りを

しているようです。ただ、それはお金集めを一生懸命しているようで、私はちょっと違う、と

思ったりしました。 

日本の場合、その時分は社会保障制度がしっかりしていましたので、そのことも含めて日本

でのシニアネットの在り方を考えました。日本におけるシニアネット、またＮＰＯ法人制度と

の関係など、我々これからの１０年に向けて歩み方をいろいろ検討しているところであります。 

 

コーディネーター（吉田氏） 

はい、ありがとうございます。次は湖南ネットしがの斎藤さんお願いします。 

 

斎藤富士夫氏（ＮＰＯ法人 湖南ネットしが 理事長） 

湖南ネットしが理事長の斎藤です。よろしくお願いします。

琵琶湖のある滋賀県から参りました。私どもは昨年４月にＮ

ＰＯ法人湖南ネットしがを設立したばかりで、一年たってい

ない中、どう事業展開しているのかご紹介させて頂きたいの

と、これからの活動についてお話しさせて頂きたいと思いま

す。 

私たちの会員は現在２９名いますが、シニア情報アドバイ

ザーの認定を受けた仲間が集まって、地域で活動できる場の

提供、ということで事業を進めていこうとしています。この

アドバイザーのネットワークを使っていろいろな地域活動をしていこうと思っています。 

私どもの主軸となる一つの活動は、シニアＩＴリーダーの養成です。この人たちが中心とな

ってこれから説明する事業を展開しています。 

まず、やさしいＩＴ教室、これはパソコン教室です。それから外国人市民へのＩＴ支援、地

域組織、地域コミュニティへのＩＴ支援、そして、私どもは高齢者だけでなく、子供の健全育

成ということで、ＩＴを通した切り口での支援、就学前の幼稚園児たちへのＩＴ支援というこ

とをやろうとしています。 

昨年、ペルー国籍の山内アルフレッドさんが私どものメンバーにもなられました。彼は、地

域に住まれている南米系の方のＩＴ支援をしたいということで、シニア情報アドバイザーの認

定資格にチャレンジされ、みごと合格されました。 

次は、パソコン教室です。やさしいＩＴ教室ということで私どもでは教室スタイルではなく、

シニアの目線で教えられる個別指導型で開催しています。また、昨年１０月からはマイクロソ

フトさんのＩＣＴスクールの認定を受け、これを開講しています。 
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また集落にある和風喫茶で、夕方、主婦の方、仕事帰りの方が集まってお茶を飲みながらパ

ソコンを勉強するという講座もやっております。 

パソコン同様、携帯電話もシニアにとって機能が使いづらいという方が多いので、携帯講習

も開催しました 

外国人市民へのＩＴ支援は、先ほど話しました山内アルフレッドさんが、パソコンの操作お

よび通訳業務をしながら講座を受け持っています。湖南市の場合、外国人市民の方が５％位い

て、全国でも１０本の指に入るほど外国人がいます。そこで、湖南市の国際協会との協働事業

という形で、外国人市民の方にパソコン操作と、パソコンを通した日本語を教える活動をして

います。ご家族で来られて、和気あいあいとアットホームな感じでやっていて、たまにはオフ

会でランチを持ち寄って話をしたり、日本文化を紹介したりして交流しています。 

地域コミュニティへの支援では、ホームページやブログの作成を応援し、ブログで自らが情

報発信できるようにする活動をしています。 

子供向けには放課後を利用して、ＩＴを通した切り口で、インターネットを検索してよく飛

ぶ飛行機を実際に作ったり、ペンタブレットを使って塗り絵をしたりと、シニアと子供が一緒

に活動しています。 

また、小学校高学年から中学生を対象に、ＩＴを使って少し高度なプログラミングをしてリ

ニアモーターを動かすというようなことをやりました。理工系、あるいはプログラミングとい

うエンジニアリングのセンスを小さい子供のころから身につけてもらおうという活動をして

います。 

さらに、小さい子供たち向けに、これは現在計画中ですが、今年の夏休みに湖南市の幼稚園

にキッズスマートという幼児教育用プログラムのキットを寄贈します。これは、ゲームではな

いのですが、ゲーム感覚を持って数字や形、物の大小を学び、各園に一台ということなので順

番を待つというような教育にも使えるのではないかと期待しており、このデモ機を明日の交流

広場でも展示します。明日は是非私たちのブースにお立ち寄りください。 

私どもではＩＴというかかわりと、シニア情報アドバイザーの会員が街づくという接点で活

動している団体です。よろしくお願いします。 

 

コーディネーター（吉田氏） 

はい、ありがとうございます。それでは、沖縄ハイサイネットの砂川さんお願いします。 

 

■砂川正男郎氏（ＮＰＯ法人 沖縄ハイサイネット 会長） 

ハイサイ！ 

ハイサイというのは沖縄の方言での挨拶ですが、中国でニー

ハォとか、ハワイでアロハ、アメリカではハイとか、そういう

挨拶の言葉で、朝、昼、夜関係なく、とても親しみの沸く言葉

です。そういうわけで私たちは地域性をアピールしたかったの

で、沖縄シニアネットとはせずに、沖縄ハイサイネットとしま

した。 

沖縄ハイサイネットのメインテーマは『常に楽しく』です。

楽しくないことはやらない。難しいことはやめておこう。とい



 

 45 

うことで、常に楽しくということが沖縄ハイサイネットのメインテーマになっています。 

沖縄から東京まで 1,500ｋｍ、沖縄は昨日まで２６℃だったんです。車も冷房、部屋の中も

冷房を使っていて、ここに来ると暖房になっていて調子狂っておりますが・・・。 

沖縄というとサンゴ礁と、ハイビスカス、そして私の大好きな泡盛。わたしはどうにかして

美味しい泡盛が飲みたい、あるいは泡盛のルーツが知りたくてコンピュータを始めました。平

成元年に始めて、中国とか韓国とかルーツを求めてアクセスはどうするか、旅の旅程はどうす

るかというのに使いました。また、沖縄の芸能。また、料理も欠かせません。沖縄では横の社

会を大切にしますから結婚式では３００人～５００人くらい招待します。それは知人、友人、

職場の同僚から全部呼びます。酒と踊りとごちそうがないとお祝いになりません。これが沖縄

の総合文化です。 

今日は交流を中心にお話しさせて頂きますが、交流の手段としては、 

・文書を使用して行うもの→ハガキや手紙、 

・通信機器を利用するもの→電話、Fax、メール、 

・通信映像を活用するもの→テレビ、電脳映像、 

・相互の直接的友好訪問→シニアネットの交流、 

・グループ・個人交流→イベントやフォーラム等、 

こういうような交流の分類があるのではないかと私は思っています。沖縄ハイサイネットの

活動方針は、次の２本の柱を持っています。１つはシニア向けパソコン講習会等の実施、もう

一本が国内・海外シニアネットとの友好交流です。 

１つ目のシニア向けパソコン講習会は今１８クラス持っています。１つのクラスに講師が１

人つき、４人がサポーター、そしてサブサポーターが５人位つきます。１５人から２０人のク

ラスになると１０人位が関係して教えているというシステムをとっています。現在までの受講

者は延べ 9,000人に上っています。 

また、国内・海外シニアネットとの友好交流では、アクティブシニアを大切にしなければな

りませんので、ネット上で、バーチャルの世界で友好交流してもしょうがない。実際にそこに

行って、自然や、食べ物や、直接お会いしてそこの文化を吸収して来たりします。これまでに、

仙台シニネットクラブとの友好交流会、台湾タイペイシニアネットと海外初の友好交流会、韓

国ソウル江南区シニアネットとの友好交流会、ハワイシニアネットとの親善交流などを実施し

てきました。 

パソコンの教室や通信環境の整備は市や県の役目だと思っておりまして、そのような環境の

整備を行政に支援を頂き、そのほかは全部自前で、年間予算 1,000 万ほどで頑張っています。

よろしくお願いします。 

 

コーディネーター（吉田氏） 

はい、ありがとうございました。それでは、シニアＳＯＨＯ小金井の大橋さんお願いします。 

 

大橋元明氏（ＮＰＯ法人 シニアＳＯＨＯ小金井 代表理事） 

ＮＰＯ法人 シニアＳＯＨＯ小金井の大橋です。３日前にお話がありまして、塩見様がご病

気で来られないがどうだということで、スケジュール表を見ましたら昨日と明日は埋まってい

るけれど、今日は空いていたのでお受けしました。ところが一昨日、写真とプロフィールを送
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れといわれ、しまったと思いました。急遽それを作って送りました。 

小金井市というと知らない方もいるようです。三鷹の先、北

に小金井公園、南に武蔵野公園、野川公園と南北に大きな緑地

帯を持っています。東西南北４キロ四方の狭い中に大学のキャ

ンパスが３つもあるのです。また、日本標準時を出している、

情報通信研究機構という大きな研究所もあり、緑も多く、ほと

んど住宅で大変住みやすいところですが、困ったことに税収が

ないのです。大学は税金を取れないし、ほとんど都立公園です。 

それで、地域にはいろいろな課題があります。そこに、シニ

アが活動できる場があっていろいろやっているところをご紹介します。 

退職されて家に閉じこもる方がたくさんいます。そういう方にもっと社会参加していただき

たいということで、地域参加支援講座をやっています。この正式名称は「団塊の世代のための

地域参加支援講座」といいますが、団塊の世代の方の集まりが悪いので、チラシはそれをなく

して出しています。2003年からやっていまして、ホームページにはその様子が載せてあります。

座学や公園でバーベキュー、農工大の博物館、江戸東京たてもの園、など。小金井市には、ジ

ブリスタジオがあって、「千と千尋の神隠し」のモデルになった場所です。ジブリスタジオか

ら小金井市に美術館を作りたいと申し入れがありましたが、小金井市は断ってしまって、三鷹

に持っていかれました。三鷹の行政はすごいなと思うわけですが、今ではそこにわんさと人が

集まります。 

もう一つのプロジェクトとして、ごみゼロネットというのをやっています。小金井市は今、

焼却場問題でもめているのですが、ごみゼロ社会を作ろうということで、そこに１００名ほど

のシニアが参加しています。ごみゼロ社会は「ごみは資源だ」、というのが基本であり、こう

いった分野にシニアが参加してごみゼロ推進会議とか、ごみ問題市民ネットワークなどに参加

しています。また、そのホームページを私たちが作っている。さらに、これからはゴミを燃や

す時代ではないということで、筑波や、大垣など、新しいごみ処理の方法をあちこち見て回っ

ています。 

次は、まちづくりですが、「地域情報サイト、小金井ｉｎｆｏ」という商店ガイドのような

ホームページを立ち上げています。目的は街の活性化、その支援です。グーグルのＡＰＩを利

用して市内のほとんどのお店を網羅したマップを作っています。また、イベントカレンダーや、

シニアが街に出てイベントなどの情報を発信するようなこともやっています。 

福祉関係では、障害者トイレの問題をやっています。市内にある障害者トイレの分布の発信、

問題点の行政への提案を行い、小金井公園の障害者トイレが改修された成果を上げています。 

次に、情報技術ですが、今の時代、団塊の世代の方はほとんどパソコンができます。そこで

どうしようかということで、いろいろ新しいこともやっています。ひとつはオープンソースソ

フトの利用です。これら（Ubuntu 、OpenOffice、GIMP、lnkscape）はみな無料のソフトです。

今世界中でオープンソース化の流れがあります。ヨーロッパでは、Windows から Linux に代わ

っています。そういう流れを受けて、Ubuntu 、OpenOffice、GIMP、lnkscape などの普及活動

をしています。３月８日、次の日曜日にUbuntuやそのほかのソフトのセミナーを開催します。 

ということで、シニアの力を生かして地域に貢献する。また、退職後の人たちを地域に呼び

戻すという２つのことをやっています。 
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ハーバード大学で研究してその結果出た結論は、健康、心身機能の向上、積極的な社会参加、

この３つが相乗効果を持っていて、ひとつを欠いてもうまくいかない。健康や心身機能の向上

は個人レベルの問題ですが、積極的な社会参加は社会全体で取り組んでいかないとうまくいか

ないと思います。この３つをテーマにしてご紹介したような活動を行っています。 

 

コーディネーター（吉田氏） 

ありがとうございまし

た。これは大変と思って

いましたが、面白くなっ

てきました。 

 柳原さんは富山でのＬ

ＬＰ型シニアネットの活

動を簡潔にまとめてくだ

さいました。 

大阪シニアネットの中

西さんはＮＰＯ論を含め

て元市議ならではの話題提供がありました。私たちは税金を払っているけれど、病気の人たち

にしか皆還元されておらず、元気な人たちに還元されていない。そういう視点をとても面白く

感じました。 

湖南ネットしがの斎藤さんのお話では、日本在住外国人の支援、レゴのマインドストームを

使ったロボットプログラミングの話、キッズプログラムの紹介などがあり、経営の考え方に、

引き込まれました。 

ハイサイネットの砂川さんからは、文化伝承、交流に徹底した活動が紹介されました。沖縄

という地理的条件を生かしたシニアネット活動が魅力的です。 

最後、シニアＳＯＨＯ小金井の大橋さんからはオープンソースという話が出てきました。こ

れはシビレますね。なにがシビレルかと言うと、linuxの講習をして受講生が集まることです。

小金井の立地条件、研究学研的なゾーンがあることが関係しているのでしょか？ 

大橋氏 

よくわかりません。多少はあるのかもわかりませんが１回に４～５０人は集まります。 

 

コーディネーター（吉田氏）：経済面と技術力の確保について 

私が主宰するＮＰＯいきいきネットとくしまでもＭｓオフィスやめてオープンオフィスに

しようと思うくらい、やりたいなあという気持ちが湧くようなご発表でした。グーグルのＡＰ

Ｉの話なども非常に魅力的でした。ユニバーサルタウンづくりに結びついて、Recycle とか、

街を作っていくコンポーネントになっていると思いました。そのあたり、とてもうまく出来て

いると思います。 

皆さんそれぞれの持ち場があって、私は非常に楽しく聞いていました。これに関連して、マ

ネジメントについて取り上げてみたいと思います。湖南ネットしがでは、子供たちにマインド

ストームを使ってロボットプログラミングを教えておられますが、運営側の技術力はどうして

おられるのでしょうか？ また財源はどうしているのか興味がわきます。皆さんは、そういう
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経済面と技術力の確保はどのようにしておられますか。とりあえず湖南ネットしがさんから聞

かせて下さい。 

斎藤氏 

我々にはバックがあるわけではないですし、アドバイザー認定者２９名の会員ですから、年

間に一人 3,000 円の会費収入ではとても経済力といえるようなものではありません。そこで、

協働ということを設立当初から考えていました。協働というのは行政との協働もありますし、

企業との協働も考えています。企業が社会貢献活動をやるとしてもなかなか地域密着ではでき

ないが、地域で活動するＮＰＯが一緒にやることで、企業からは支援金や寄付を頂いて、受益

者である幼稚園などでは無償ということで、運営の面では企業との連携ということ強く考えて

います。また、無償ということで、教育委員会などに働きかけても話が早いというメリットも

あります。 

コーディネーター（吉田氏） 

どうでしょう、資金調達という面では、私なども困っていますが、協働というのは事業費は

出るけど組織を維持するお金は出ないですよね。そういうのはどうしておられますか。 

斎藤氏 

われわれは、派遣、人材を含めて事業費として頂きます。われわれはボランティアではなく、

会員が行った対価は頂く、という形をとっています。まあ、最低金額ですが。 

コーディネーター（吉田氏） 

それで生活は成り立ちますか。ＮＰＯ活動を生業としたい人がいたとして、その人に応えら

れるような給料が払えますか。 

斎藤氏 

現在では無理です。今は雇用をしておりませんし、専任もありません。計画ではあと２年以

内に事務所を持って常任を置きたいと考えています。 

コーディネーター（吉田氏） 

つまり、自立ということを一つの目標にしていると？ 

斎藤氏 

そうです。 

コーディネーター（吉田氏） 

なるほど、すばらしいですね。 

ハイサイネットは事業規模1,000万円とおっしゃっていましたが、どういう種類の事業や収

入があるのでしょうか。 

砂川氏 

私たちはもっぱら受講料です。初級、中級、上級と１８クラスやっています。また、県や市

など公的機関から運営費は一切もらいません。それは、物が言えなくなってしまうということ

と、シニアになって、これまで職場や社会にいろいろお世話になっていますから、地域に対し

てご恩返しするのが当たり前であって、自分たちのことは自分たちでやろうという理念でやっ

ています。ＮＰＯだから営利は出さない、できるだけプラスマイナス０で行こうとしています。

ですから講師料はほとんど交通費、ということでボランティアとして協力して頂いています。

事務所はハイサイネットが借りて運営しており、専任の事務員がいます。 

コーディネーター（吉田氏） 

ありがとうございます。 
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受講料で 1,000万というのは、講座に対する地域ニーズが高いということですか。 

砂川氏 

そうですね、年間で言うと３か所でいろいろなクラスをやって、延べ1,000人ぐらい終了し

ています。 

コーディネーター（吉田氏） 

たとえば沖縄は基地の関係から建設業者などの入札も電子入札がかなり進んでいると聞い

ていますが、そういった専門業種からの受講というのはありますか。 

砂川氏 

そういうものはありません。琉球舞踊をやっていたとか、学校の先生をやっていたとかいう

人が多いです。 

コーディネーター（吉田氏） 

すばらしいですね 

小金井のほうはどうでしょう。 

大橋氏 

小金井はパソコン教室も

やってはいますが、年間数

人程度しか来ません。シル

バー人材センターでも大々

的に宣伝してやっています

が、それも来るのは１～２

人。公民館でも無料のパソ

コン教室をやっていました

が人が来ないのでやめると

いうことです。そんなこと

もあって、新しい基軸でオ

ープンソースの普及ということを無料で行っています。 

コーディネーター（吉田氏） 

ウインドウズの講座は有料だから来ない、オープンソースは無料だから来る、ということは

ありますか。 

大橋氏 

ウインドウズでパソコン教室をやっても来ないのではないでしょうか。団塊の世代の受講者

がきてもほとんど全員メールができる。そういう時代だから、収益ということを考えたら、パ

ソコン教室は今後どうするかというのは課題になってきます。 

コーディネーター（吉田氏） 

なるほど。地域性もあろうかと思いますが、大阪シニアネットは規模もかなり大きく、経営

的な観点、ノウハウも構築されていると思いますがいかがでしょうか。 

中西氏 

非常に大変でして、これから１０年のシニアネット、財政的なスキームをどうするのかとい

うことを考えていかなければなりません。私ども、いろいろなことをやっていますけど、ホー

ムページをやり替えたりするのも、わずかなお金でやってもらっている。たまたま国のＩＴ５

カ年計画の制度に則り、老人福祉センターでやっているパソコン講座を受託して、我々の主催
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講座も含めると毎月３００名程度の方が講座に入っています。グランパという冊子も出してお

りますが、１回出すと７０～１００万円ほどかかってしまいます。これも広告取りにヒィヒィ

言っています。 

 いろんなことをやり過ぎでして、シニアの為の全てのこと、というのが頭にあったものです

から、風呂敷広げすぎて包みきれんというのが現状です。 

コーディネーター（吉田氏） 

自分のことばっかり言ってなんですが、徳島でシニアネットをやっていますが、事業受託と

いっても、そもそも地方には受託する事業が少ないのが現状です。そこのあたり柳原さんいか

がでしょうか。地方の悩みとか。富山はいっぱい受託事業がありますか。 

柳原氏 

いや、そんなにないです。私どもは女性が多く、約５００名中で８０～８５％が女性です。

これはもともと県民カレッジの私の講座の受講生の方１２０名から始まりました。そのために、

こちらのＮＰＯ法人のようなやり方ではうまくいかないということがわかってきた。 

私どもの組織では、一番目のパソコン アシストチームでパソコン教室をやっています。こ

の講師に時給 1,500円払っていまして、残りは運営費。 

２番目のＩＣＴ指導者養成チームは商売になりません。 

３番目の講演・研修チームは富山県・富山市・医療専門学校・企業などから、昨年は３００

万円ほど受注がありました。私単独の講演も年間１００件ぐらいあります。そこからの上がっ

た分のうち私の場合は全部、他の人も半分を運営費にしています。 

４番目の生涯学習大楽講座はストレスケアとか、笑いと健康づくりといった健康指向で、一

回２～３千円の受講料を頂いています。また、 

５番目の朝食会は会費１千円で半分は喫茶店に払って残りを運営費に回している。というよ

うなことで、多いときは年間５００～６００万、少ないときで３００万位にはなります。そし

て、ここのスタッフがみんな女性なのですよ。みんな我慢してくれて、時間 1,500円です。そ

んな形で、入ってきたものを、コアメンバー２１名がＬＬＰ型の事業型でやっています。 

というのはＮＰＯ法人にしていないので税金の問題が出てきてしまう。そのため、個人事業

主としてやれば免税効果も出てくるので、あえてＮＰＯにはしませんでした。つまり、個人事

業主の集団化という形でやった上で運営費を入れ、さらに年会費 3,000円があります。 

先ほど吉田先生から富山は受託事業がいっぱいあるのではないかと言われましたが、３番目

の講演研修チームは富山県とか市町村から講演を頼まれますが、テーマはＩＴではなく生きが

いづくりで来ます。その中でＩＴを使っていますということで、インターネット市民塾とかシ

ニア情報アドバイザー制度の話をします。これからのシニアの世界は、シニアパワーで福祉文

化を作り上げていくのだという気がするし、これが今後のキーワードだと思っています。 

６５歳以上が３人に１人になって７０歳以上で家に閉じこもっていたらボケてくるのです。

そのためにＩＴをどう使うかなのですが、最終的にはＩＴオタクを作りたくない。出てらっし

ゃいと言うのだけれども出てこられない。そこが問題なのです。 

これまで大風呂敷を２０くらいひろげましたが、８年たって整理したのは福祉文化というと

ころで、昨年から福祉の分野に特化しています。これはＩＣＴが基本で、使うということを前

提にフェース ツー フェースの世界へ誰か入らなければならない。自分のＩＴスキルがどうだ
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とかいう話ではなく、現在の政府ができないことを我々がやるのだというくらいの大風呂敷を

広げて、福祉にどうＩＣＴを使っていくかということが私どもの課題としています。 

 

コーディネーター（吉田氏）：今後に対する抱負などの発言を求める 

ありがとうございます。ＩＣＴの話が出てきましたが、ＩＣＴはシニアネットのインフラ的

要素であるけれども、ＩＣＴを使う、使わないは二の次であって、むしろ地域課題をシニアパ

ワーで解決することが本質ということですね。こうしたすそ野の広がりについても考えていき

たいところです。その意味で、今の柳原さんの話は切り口としてとても新鮮思えました。 

今後の方向性を含めてシニアネットはどうあるべきか。その位置づけのなかで自分たちはど

ういう方向を目指しているのかということを、今まで言い残したことも含めてお話頂きたいと

思います。 

小金井の大橋さんからお願いします。 

 

大橋氏：今後に対する抱負など 

私たちは、資金が大きな問題です。理科系の人間が多いのですが、営業マンがいればもっと

いろいろ出来るのではないかと思うしそれが資金になって還元されていくと思っていますが

なかなかむずかしい。ソーホーも受託や訪問サポートなどポチポチある程度です。 

また、地域情報サイトも、できたらバナー広告なり掲載料なりをもらいたいと思うのですが、

行くと皆さん大変きびしいしなかなかお金を下さいと言うところまでいかないので、無料でや

ってしまうことが多いというのが現状です。 

皆さんは年金をもらっているので、お金がほしいという言う人があまりいないというのもあ

りがたいことです。 

ごみゼロネットはボランティアでやっています。大垣に最新のごみ処理施設があるのですが、

ここへ皆が自前で見学行かます。これを議員さんが行くと視察になるのです。見学と視察の違

いは、自前で行くのが見学で、公費で行くのが視察かなと思ったりします。まあ、シニアの方

はボランティア精神が旺盛でなんとかこの街をよくしたいという思いで、大変多くの方が集ま

ってくれ、一生懸命やっている。それは、これからのシニアの可能性を示していると思います。 

また、これまで地域に無縁であったということが、逆に変なしがらみがまったくないので、

自由な発想で自分が今までやってきた専門分野で街を良くする貢献ができる。環境問題で小金

井が最先端になろうじゃないかという意気込みでやっています。これもシニアの今後の生き方

かと思います。 

 

コーディネーター（吉田氏） 

街づくりに、中立的な立場を利用し、時間に追われない発想で参加している。そういう役割

があるだろうということだと思います。 

それでは次に砂川さん 

 

砂川氏：今後に対する抱負など 

私どもが常に掲げているテーマとして、生活に役立つかどうか、便利な機能であるかどうか、

趣味に活かせるかどうかという３つの視点が必要だと思います。これを自ら講師、サポーター
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が３つの視点で勉強しスキルアップしていくこと、そして、感動と発信ということを大切にし

たい。自らが喜んで、感動してすばらしいと思わなければそれを発信することはできないと思

います。 

私ども、講師、サポーターは実働７０人、サブサポーターを入れると１００人を超えます。

自分たちのクラスで講師、サポーターが生き生きと楽しんで喜んで参加する。パソコンだけで

なく仲間を作る。生きがいを作る。ということが大切だと思うのです。パソコン講座を終わる

と一緒にコーヒー飲みに行ったり、買い物に行ったりというグループができて、それがまた楽

しい。 

また、スキルアップが是非必要です。シニア情報生活アドバイザーという制度は大変素晴ら

しいもので、こういった全国的なフォーラムが年２回開かれているのはお互いの情報交換の上

で非常に大切です。 

私のところではシニア情報生活アドバイザーに認定されるとすぐサブサポーター、サポータ

ーの見習いになって勉強する、そして、週に１回スキルアップ講座を設けている。これは、専

門の先生が来てやるのではなく、講師の中でオートシェイプが得意な人はそれをやる、デジカ

メが得意な人はその人が講師を務める。そのような形でやっています。 

もうひとつ、国際的な交流も大切にしたい。沖縄は移民県です。ブラジルやアルゼンチン、

ペルーなどに９０代の一世の方がたくさんいる。沖縄にはエイサーという勇壮な踊りがあるの

ですが、その方々は生きている間にそれが見たいとおっしゃるけれどブラジルやアルゼンチン、

ペルーなどから一人ではこられない。３人位で来たのでは費用が大変だ、ということで、市役

所にお願いしてエイサー祭りをネット中継で見てもらい、非常に喜んで頂きました。韓国のソ

ウル江南区、世界一電子化が進んでいるといわれているところとも交流を持ちました。メール

は国際的にもすぐ送受信できますのでそういう人たちでもっともっと広くメールを使ってい

くような国際的なことも大切にしていきたいと考えています。 

最後に、講演の中で吉田先生が提唱された全国的なシニアネットセンターは是非作っていた

だきたいと思います。 

 

コーディネーター（吉田氏） 

ありがとうございます。 

沖縄ハイサイネットのポジションは指導者のスキルアップ、交流というのを大切にしていき

たい。そういう形で地域の底上げ、あるいは地域支援をやっていくというところが見えてきま

した。 

湖南ネットしがでは、ペルーの方が参加されていて、多文化交流しておられます。今の話と

接点があるようなのでその辺をお話しくださいますか。社会の中での移住者や外国人に対する

サポートなども含めてお願いします。 

 

 ■斎藤氏：今後に対する抱負など 

ではまず、ペルーから来た山内アルフレッドさんの話ですが、彼は高校生の頃に日本に来ら

れていて、日本語はできる状態です。本人は湖南市近隣の外国人たちを支援したいという気持

ちが強く、シニア情報生活アドバイザーの認定を受けてサポートしたいという気持ちを持って

我々の会に入って来ました。我々もそういう方々のサポートをしたいということで、昨年から
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湖南市の国際協会と協働で事業を始めており、国際協会からは事業費も頂いています。 

しかし昨今の不況の中でほとんどの外国人の方が解雇されています。行政がハローワーク等

で再就職の支援をしていますがやはり日本語ができないこともあって大変難しい状況です。

我々もパソコン教室のパソコンを使って履歴書を作るというような支援を行ったりしていま

す。残念ながらあまりこられていませんがこういった環境の中で支援を行っています。 

また、冒頭に話しましたようにアドバイザーのメンバー２９名が自らの生きがい作りという

目標で、地域に参画して、幼稚園から高齢者までを対象にしていろいろな事業をやっています。

パソコンや携帯電話の講習に来られる方はＩＴの利活用を通して自分の生活を楽しんでいた

だく。さらに、パソコン教室を長く受講されている方の中からは、教わる立場から教える立場

に立つ人も出てきています。 

それと、ＮＰＯということで企業と違って横のつながりが取りやすい。横でやっていること

をまねをし、情報交換がすぐにできて、良いと思ったことをすぐに取り入れられます。 

先日は総務省と税務署ですか、ｅタックスの普及ということで急遽、全国のＮＰＯ、パソコ

ン教室でやるというということが決まりました。我々は８回ほどやりましたが、そういった連

係、横のつながり、ネットワークを繋げるようなことを今後やって頂けると、我々現場でやっ

ている者たちも、先進的な事例がどこに聞けばよいのかわかるので、ありがたいと思います。 

 

 コーディネーター（吉田氏） 

ｅタックス講習会の案内に限らず、情報はメーリングリストで流し、参加希望者は手を上げ

てください、というような方式がいいですね。そのためシニアネット連携のメーリングリスト

も欲しい。本当に情報の流通が悪いです。 

それはさておき、湖南ネットしがではシニア情報生活アドバイザーがありき、という感じで

すが、柳原さんのところもシニア情報生活アドバイザー養成講座がきっかけで人がよみがえっ

たというか成長が起こったという話がありました。大阪もそのような言い方をされていました。

シニア情報生活アドバイザーというのがシニアネットの大きな原動力というか、エネルギーに

なっていることは間違いないですね。その割にはもうちょっと体制的に頑張ったほうがいいか

なという思いもあるのですが・・・。 

シニア情報生活アドバイザーの存在とそのシステムの重要性が少し再認識できたなあと思

います。 

それでは大阪シニアネットの中西さんお願いします。 

 

中西氏：今後に対する抱負など  

シニアネットというのは一体どういう目的で何をやったらいいのか。これがこれからの１０

年の課題ではないか。行政とのつながりも必要になってくるのではないか。また、求められて

いる方も、社会的に貢献をしたいとか、やりがいがあるということをボランティアの条件にさ

れている方もいますし、少しでもお小遣いになったら、というような調査結果も出ています。 

そこで、シニアネットをどのような観点で見たらいいのかといいますと、ひとつは事業性の

面から、もう一つは社会性の面から見る場合があります。事業性を縦軸、社会性を横軸にとっ

て考えますと、上のほうにコミュニティ・ビジネスがあって、これがもっと上に行ったら完全

に事業になる。シニアネットとしてはまだ事業の段階に行かない、地域の活性化や地域とかか
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わりを持ってやっていくコミュニティ・ビジネスというところまでかと思います。 

一方、ボランティアの立場で考えますと事業性は低いけれど地域と密着した仕事が多い。や

はり「やりがい」のある仕事、「社会貢献」ということを重要視している方が多い。そして、

少しでも年金プラスの世界が自分で作れないか、とお考えの方が多くいる。ですから、ボラン

ティアといえども有償でお金を支払わなければならない。 

どんな仕事を、ということになると行政との連携ということも必要になる。私たちは行政と

の連携でＭＡＷＳＮＥＴというのをやっています。大阪市の提案で、団塊の世代の人たちがど

んどん社会に出てきたときに、その人たちに良い働きかけができないか、ということで、私ど

もが大阪市にＭＡＷＳＮＥＴを公募提案して取り上げられました。ＭＡＷＳＮＥＴは双方向の

ＳＮＳの方式を取り入れてやったものです。輝ける「場所・活動・出会い」というコンセプト

で、団塊の世代の自己実現を後押ししようとするものです。 

 

コーディネーター（吉田氏） 

ありがとうございます。事業性と社会性という明確なキーワードで位置づけをしていくとい

うことですね。 

それぞれの可能性を抑えない形で全体としてはコミュニティ・ビジネスだということでしょ

う。今言っているコミュニティ・ビジネスというのはソーシャル ビジネスに近いのかもしれ

ませんね。事業規模はいろいろあるけれど、公益性としてのバランスはとっているということ

ですね。 

それでは、柳原さんお願いします。 

 

柳原氏：今後に対する抱負など 

私はシニア情報生活アドバイザーが決め手だと思っています。８年間やってきてコアメンバ

ーがコミュニティ・ビジネスの出来るようなスキルを付けながら自分の専門性を高めて、その

ネットワークの中に広げていく。 

シニアネット１０年目を迎えてどう整理するかというと、多様化という問題で、すべてのシ

ニアネットが総合商社、あるいは総合デパート化しなければいけないのか。それはそうじゃな

いと思うのです。特化した専門店型があってもいいのではないのか。私たちは８年間やった結

果、たどり着いたのは、福祉文化に特化したＩＣＴを使った専門店型の、しかも女性が中心の

健康と介護、福祉。このへんだったらまだコミュニティ・ビジネスとして成り立つだろうとい

うことが見えてきたのでそこに入り込んだんです。 

女性が持っている楽しさの感性を使おうとしたらやはり楽しみ系、健康系だろうと思います

のでこの辺で脱皮しなければならない。その中で、平均寿命は女性８５歳、男性７９歳。平均

的にここまで生きるわけですが、何らかの介護が必要になる分岐点は男性が７１歳です。 

ここにいらしてる方は年を感じませんから関係ありませんが、平均的にここに出てこられな

い方の半分が７１歳で奥さんに介護されているか、介護サービスを使わないにしても家でそう

いう状態になっているのが現実だそうです。女性は７６歳。つまり女性の場合で９年間、男性

だと８年間は何らかの介護が必要な状態になっているということです。その分岐点で介護のお

世話になるのか、ピンピンころりで１００歳まで行くのか。その辺を我々は社会問題として、

引きこもりをやめて、シニアネットで交流する社会を作り上げる必要があると思うのです。 
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これからの社会、ＩＣＴは高齢者にとってＱＯＬ（生活の質）並びにＡＤＬ（生活基礎動作）

です。万一寝たきりになってもパソコンは見えるわけですから、そこの中でどうやってネット

ワークとして本領を発揮していくか。自宅に居て、外部との開かれたネットワークの中でＡＤ

Ｌ、ＱＯＬを高めながら、平均健康寿命を延ばす。そういうことがこれからのシニアネットの

願いです。 

私ども富山社会人大楽塾では、現役でピンピンころりのことを、ある日突然倒れて三日ほど

看取られてさよなら、というのが最高としています。寝たきりで長生きしたってしょうがない

のです。そこをシニアネットとしてやるにはシニア情報生活アドバイザーの今のスキルではだ

めなのです。ちょっとワード、エクセルが教えられて、インターネットができるというのでは

もうだめです。それには付加価値が必要です。私のプロフィールのところに資格が書いてあり

ますが、健康生きがいづくりアドバイザー、余暇開発士、レクリエーションコーディネーター、

福祉レクリエーションワーカーという資格を取り、これが今生きてきている。これをシニア情

報生活アドバイザーの皆さんにも取ってもらいたい。そしてシニア情報生活アドバイザーはＩ

Ｔを使える上、それだけの付加価値があるから役に立つということを売り出さない限りは、せ

っかくいい制度なのに生かされない時代に来たのではないかと思います。本日はこの問題を提

起したくて参りました。 

 

コーディネーター（吉田氏） 

はい、ありがとうございます。それは是非、議事録作成者に今のところを間違いなく書いて

頂くように言いたいです。 

今の議論は非常に重要で、私は全然だめだとは思わないですけど、次のステップがないから

今のような提言を誘発してしまうのだと思うのです。私が特別講演のなかで紹介した厚労省の

健康・生きがい開発財団の生きがい情報士は、平成１０年から平成１８年までの８年間で、6920

名誕生しています。 

シニア情報生活アドバイザーの歴史から考えると養成速度は似たようなものかと思います。

今の柳原さんの健康生きがいづくりアドバイザー、これ考えるとあっちもこっちも取っている

という人がきっといるということですね。一本化したらいいと思うのだけれど、その時は是非

シニア情報生活アドバイザーが基盤になることがいいですね。そのためにも戦略が必要で、も

っと裾野を広げてまずは人数を倍にする工夫をしなければいけないと思います。 

さっきほど紹介した本には、「能動的な職員に出会う」というのと、「先端技術より、ニーズ

に合ったＩＣＴ活用」というのがありますが、柳原さんがおっしゃっていることはまさにそう

いうことだと思います。 

シニア情報生活アドバイザーの今後というのは、次のステップ作りということが大切で、そ

れを考える場を作らないといけなし、行政、役人との間をつないでいく役割を誰かが担ってい

けるような仕組みを考えないといけない。ちょっと今のままの体制では難しいのではないかと

いうご発言ですね。 

さて、いろいろ議論をしているうちに時間が経ってきました。あと２０分ほどになってしま

いましたがご参加の皆様からご質問をお受けしたいと思います。 

 

 



 

 56 

会場よりの質問 

二点あります。一点目は大阪の中西様にお聞きしたいのですが、これからのシニアネットも

財政というのが大事なところだと思いますが、私どもにも機関誌を送って頂いております。先

ほどお聞きすると７０万円もかかるというお話でした。そこで、機関誌を発行する目的があっ

て、経費を７０万円かけて発行しているわけですが、それに対してどんな効果があったのか、

今後も続けていくのか、忌憚のないご意見をお聞かせください。 

もう一点は、大橋さんにお聞きしたいのですが、先ほどオープンソースの話がありました。

私のところも５０台からのパソコンを持っていますので、ＸＰやVistaがあって、これから何

年後にはまた変わるのかなあということになると、Linux 化も考えるべきなのか、とも思いま

すが、このへんの見通しはいかがでしょうか。 

中西氏の回答 

会報紙を年２回発行しています。登録会員は3,000人ほどいますが、これを全員に送ります。

会費を強制しておりませんので、2,000 円の年会費を納めてくれるのは４～５００人位です。

でも関心を持って頂いている人たちに私たちのやっている事業をちゃんと報告したいという

ことで始めました。おっしゃるように大変です。広告を募るのが大変です。また印刷会社には、

言うならばボランティア料金で協力して頂いていて、なんとかしてやり続けようと思っていま

す。 

大橋氏の回答 

2003年に、世界各国、特にヨーロッパでオープンソース化を進める動きが出て、Windowsが

もう使えなくなっています。すでにスーパーコンピュータの９５％が Linux化しているという

ことですし、電話や家電にも利用されています。ＯＳ自身も非常に安定していてウイルスの攻

撃もあまり受けない。しかし数年前まではコマンドを打たなければならず、家庭で使うパソコ

ンにはとても使いにくかった。それが３年ほど前、Ubuntu（ウブントゥ）というのが出てきま

して、今、世界的に使われだしています。世界では Ubuntu 搭載パソコンが市販されています

が、日本では、Ｄｅｌｌがインターネット販売だけは行っていますが一般には市販されていま

せん。日本も 2007 年に経済産業省が、これからはオープンソースにするということで、Ｗｏ

ｒｄやＥｘｃｅｌは買わないしそういう言葉は使わないとしています。非常に速いし優秀なの

ですが、日本では普及が遅れて

います。でも一度使い始めれば

後戻りできませんし、全部無料

でできます。また Windows は XP

だ Vista だとバージョンアップ

がありますが、それがないのも

いいですね。 

 

会場よりの質問 

湖南ネットしがの斎藤様のと

ころはシニア情報生活アドバイ

ザーの方をコアにしていろいろ

活動されているようですが、やりたい人をどうやって集めておられるのか、やりたい人を集め
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る仕組みをどうされているのか、お聞かせください。 

斎藤氏の回答 

私どもは市の行政と、一緒に何かしませんか、というスタンスでいろんなことをやってきま

した。その中で、ＩＴという切り口で、公民館の講座とか市の学習交流センターの企画として

やらせて頂き、講師料は行政からは頂かない。受益者負担、あるいは無料で行い、その代り会

場費やチラシ広告、市の広報紙、申込受け入れ業務などは市の協力を受けていて、それなりの

市民が集まっています。ということで、行政とうまく手を組ませてもらっている、というのが

現状です。 

会場よりの質問 

ボランティアでパソコンを教えたりしていますが、ハイシニアの女性などは、パソコンなん

かよりも、家のテレビで２年半たっても地デジというのは見えるかどうか、とか。ブルーレイ

はどれを買ったらいいのかとか、海外旅行に行くのだけれどビデオカメラで・・ＨＤＤとか書

いてあるのは何とか、携帯で歩数計を使うにはどうしたらいいのだとか聞かれるのですけれど、

先生たちのところでは、パソコン以外のデジタルライフの質問にどのように対応しているのか

教えてください。 

コーディネーター（吉田氏） 

そういう質問はどんどん答えてあげたらいいのでしょうか。 

総合司会者よりの発言 

私、電気屋さんの奥さんなのですが、このことはずいぶん質問されます。お店でパソコン教

室も開いていますが、パソコンを習いに来ている人が、今日はじっくり話がしたいってことで

そんな質問を受けたりします。やはり私たちも勉強しないといけないのですね。シニア情報生

活アドバイザーというのはあくまでもアドバイザーです。情報生活ですからパソコンだけでは

ないのですよ。パソコンがいじれて素晴らしいスキルを持っている方が必ずしも良い先生だと

いうわけでもありませんので、やはり勉強して頂きたいと思います。街の電気屋さんに行って

聞いてきてもいいのでは。 

 

コーディネーター（吉田氏）：最後のまとめ 

今のご発言は、一緒に考えるというところがポイントではないでしょうか。若い人はネット

で調べてしまう。シニアはそれがなかなかできない。だから街の電気屋さんの時代になってき

ました。シニア情報生活アドバイザーと連携した家庭医型電気屋さんが、わからないことを一

緒に考えるというのはアリかもしれません。 

また、今日はオープンソースの話が出ました。無料のＯＳを利用するという流れです。最近

では５万円を切るネットＰＣの売れ行きも好調です。これはインテル社がアトムというパフォ

ーマンスを落として価格競争するＣＰＵを開発したことに端を発するもので、機能をインター

ネット利用に絞っています。 

また、オバマ陣営のニュースを見ていたら、パソコンはウインドウズに限らず多くはマッキ

ントッシュでした。こうした動向は「先端技術よりもニーズに合ったＩＴ」の活用という考え

方によるものと思われます。つまりは、自分たちの暮らしをどう作っていくかなのです。 

先ほどのオープンソースの話で、「世界水準は・・」っておっしゃっていましたが、ではな

ぜ、欧米ではオープンソースが流通して日本は立ち遅れるのでしょうか。日本人は英語を使わ
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ない、また、課題解決を他人まかせにしてしまうという国民性がブレーキとなっています。し

たがって、街ぐるみでオープンソース化すればやれないことはないのかもしれません。 

その意味でも今日はいろいろな問題、課題、あるいは、論点が出てきて、大変生産的だった

と思います。 

もうちょっと話をしたいところですが時間となりました。 

パネリストの皆さんありがとうございました。またフロアの皆さんも活発なご意見や議論に

感謝して終わりたいと思います。 

ありがとうございました。
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１．趣旨説明（コーディネーター） 

 高齢化がますます進む中で、シニアネットが全国津々浦々に

あって、シニアが地域で生き生きと暮らしている、そうした姿

を創出していくためにより一層の普及と拡充を図る必要があ

ります。 

 

そこで、我が国のシニアネットの老舗中の老舗であり全国ネ

ットで活動を続けております「メロウ倶楽部」と山口県全域の

シニアのための参加の場つくりを目指して活動している「ＮＰ

Ｏ法人シニアネット光」よりお話しいただく中、シニアが喜ん

で参加する魅力あるシニアネットとはどのようなものか、団塊の世代の参加を視野に入れなが

ら、今後の姿を探って参ります。 

 

■ワークショップ 

テーマ－１：「シニアの生き甲斐を創出、魅力あるシニアネットとは」 

 

課題提供者（五十音順） 

小池 達子氏（メロウ倶楽部） 

福森 宏昌氏（NPO法人シニアネット光 代表理事） 

コーディネーター 

金田 和友氏（自立化支援ネットワーク 理事） 
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２．課題提供 

①福森 宏昌氏 

NPO 法人シニアネット光は 2000 年８月にインターネット講

座を開催してきた仲間の交流から活動を開始しました。2004

年６月からＮＰＯ法人シニアネット光として公益的な活動に

取り組んでいます。美しいシニアライフを目指し、ICTを活用

してまちづくりの助っ人隊として活動しています。 

●NPO法人シニアネット光の活動は次の４つの事業を柱に取り

組んでいます。 

１ ＩＣＴ活用普及支援事業  

２ 市民活動活性化支援事業 

３ まちづくり・社会参加支援事業 

４ 研修交流事業 

会独自でＩＣＴ普及支援事業、行政と協働してＩＣＴ活用支援事業、市民団体と連携した市

民活動活性化支援事業などに取り組んでいます。また山口県域のシニアネットやまぐちの構成

メンバーとしてシニア情報生活アドバイザー養成講座を県内各地で開催し５２名の資格者の

養成を行なってきました。人生経験豊かなシニアこそ有効に ICTを活用して、まちづくりや生

涯学習の推進を担えるとの思いで、シニアが中心になり新たな出会いと学びで地域活動に取り

組んでいます。 

●「山口県住み良さジャンプアップ事業」を受託して、光市内住民（５６歳～６０歳）の一般

市民の意識調査を平成２０年７月～平成２１年３月末の日程で行っています。 調査内容は①

退職後の生活において、重視したいこと ②あなたは退職後も収入ある仕事をしたいと思いま

すか ③あなたが仕事をしたい理由は何ですか ④ インターネットを使っていますか、です。 

●我々のシニアネットの活動ということで、これから私達の抱えている課題も「これから団塊

の世代」という言葉もありますが、我々よりももう少し若い人達にどう入って頂くか、それに

対して、魅力的なものをどれだけ発信できるか、ＩＴ講習をするというのも参加の場ですし、

いろんな参加の場を提供できると思いますが、それを私達がどういう格好で、皆さんもいろん

な活動されていると思いますので、そういうことの情報交換ができるかなと思っています。 

 

②小池 達子氏 

メロウ倶楽部はネット縁です。プロバイダーの＠niftyにあったシ

ニア向けフォーラム「FMELLOW」のスタッフと有志が 1999年に設立

したシニアネットです。もともとの縁はネット繋がりで、顔のみえ

る地縁のネットとは成り立ちが違います。 

●メロウ倶楽部の活動 

１ 日韓交流会 

特筆すべき設立当時からの活動としてはメロウ倶楽部と元老坊

(韓国)との日韓交流会で、日韓草の根交流事業として、産経新聞

(2001年)、ジャパンタイムズ(2002年）、朝日新聞(2002年）に掲載されました。現在も継続

中です。 

２ 特別コンテンツ  
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メロウ伝承館 （前の世代から引き継いだ歴史、文化を 後世に伝承しよう）、メロウライフ

館（「素晴らしい老後生活」のための情報が満載）、メロウ横丁（全ての会員が一枚のホームペ

ージを持とう）、メロウ動画館（シニアが シニアの手でつくるビデオライブラリー）があり

ます。 

３ オンライン・オフライン 

・会員同士の会議室（掲示板）でのオンライン交流  

・チャットや Skypeを利用した交流や勉強会 

・オンライン運営会議・オンライン総会・オンラインアンケート調査 

・各地の活動 (勉強会・お楽しみ会などのオフライン活動) 

・全国オフ (年に一度、全国の会員が集うオフミーティング) 

・各種イベントへの参加・協力 

●掲示板に選択肢が多いこと、外部からの評価も多々頂いていること、特定の企業や資本に頼

らず、純粋に会員だけで運営されている事などが、メロウ倶楽部会員にとっては非常に魅力的

である要素になっています。 

残念なのは設立当時の平均年齢が６５歳前後から、今は７０歳前後に高齢化してきているこ

とです。しかし私どもは、沢山の実体験を持っており、終末問題を身近に抱えた人間集団でも

あります。こういった特徴を持った人間集団が、パソコンとインターネットを活用して新しい

文化を作るのだというくらいの気概を持って、シニアネットを活性化していかなくてはならな

いと思っています。最初に難しい課題だと申し上げたように、魅力あるシニアネットとは、ど

こに向かって魅力があるのかということを考える必要があります。本当に今の会員が魅力を感

じる団体が果たして魅力あるネットなのか、やはり若い方にも入って頂けるような、よそにむ

かって魅力のあるシニアネットにするにはどうしたらよいかについて皆様からお話を伺い、一

緒に考えていければと思います。 

 

３．討議・質疑 

コーディネーター 

討議して頂く大きなテーマは団塊世代がこれから第２の人生に入ってきます。このような若い

方が喜んで参加するシニアネットとはどういうものだろうか。どうしたらどんどん入って来る

だろうか。ということで論点１とします。 

 

（１）論点－１ 喜んで参加したくなるシニアネットにするには 

■喜んで外から参加して入ってくる魅力のあるシニアネットをどうやって作るか 

コーディネーター 

喜んで魅力を感じて入ってきてくれるネットワークについて、講師にご質問・ご意見、自由に

お話をして頂きたいと思います。 

会場より発言 

未だ会員でない人を取り込むひとつの方法として、絵のほうの団体で、会員ではなく会友とか、

どこの教室でもある体験入学とか体験会員というような、特に線を引かないで、何歳でも良く、

お金は結構です、あるいは自由意志でということで声をかけていったらどうでしょうか。 

会場より質問 
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福森さまへのご質問です。非常に面白いと思ったのは異分野交流でした。もう一つ、福森さん

のアンケートで、男女別というのが分れば、すごく面白いなと思います。女の定年退職と男の

定年退職は随分違いますので、それについて何かコメントを頂きたいと思います。 

福森氏の回答 

２点ありましたけれど、いろんな世代との交流というのは非常に大事だと思っていまして、そ

ういう意味で私達は助っ人隊という風に、会員の合意を得て、いろんな団体・世代と交流した

いと思っています（同じ世代だけで同じことを言っていると広がりません）。その時、お手伝

いをするという感覚があれば広がって行くのではないかと思います。それから女性と男性のア

ンケートの数字ですが、数字はあるのですが、今日は持ち合わせていないので、むしろ女性の

方から見られた考え方をお聞かせ願ったらと思います。 

会場より発言 

男性というのは一生、会社いのちみたいで、会社をやめるということは、その辞令を貰う日と

翌日とは外の景色もみな変わってしまうと良く聞きます。女性の場合そんなに会社いのちでは

なく、外の景色が変わるほどの衝撃はなく、地域社会の中で、なだらかな変化です。引き続き、

仕事をしたい人としたくない人があるのですが、女性の場合ですと、もう定年まで頑張ること

しか、ことにお子さんがおられる場合、精根が尽き果てて、それ以上やりたくない方が結構多

いのではないかという話もありますし、男の人は家庭に居場所がないという話がありますが、

女性はもともと平気で、真ん中に座っていた人達ですから、そういうことは余りないのかなと

思います。 

コーディネーター 

確かに男の人、女の人とある年齢から先の落差は違うと思いますね。 

小池氏の回答 

光市の調査は大体年代的にどういう方達を対象に調査なさったかによりますが、今７０歳過ぎ

ている人が過ごしてきた定年退職と今の５０代位の人が過ごす定年退職と生きてきた違いが、

この 20 年間で全然違うと思います。そうすると 70 過ぎの人が考えることは 50 過ぎの人が同

じように考えるかというと、それは無いと思いますので、そのあたりどう言う風に若い人との

接点を持っていくのか、自分の子供とか、孫とかいろいろありますが、子供あるいは孫が発言

できるような場（メロウ倶楽部ではサロンのような集まる場所がないのでインターネット上）

を作って、そこにおじいさん、おばあさんがちょっと、いろいろアドバイスをしてあげられる

よというのがあると、あるいはね、人が入ってくるのかなと思い、今回この命題を頂いて、非

常にいろいろ考えましたがなかなかいい解がみつかりません。 

福森氏の回答 

このデータ自身は前の

ページに５６～６０歳

の年齢データを持って

きました。この年齢が

今、団塊の世代の方達

も、まだまだ収入のあ

る仕事をしないと生活

出来ない条件にありま
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すけど、その世代を卒業したあとは地域に参加することになります。このデータを見てもかな

り６１歳～６５歳は違って来まして、そこはもう諦めて、今のところにしばらくは居るか、会

社の中で 1年単位の雇用延長という形で肩身の狭い生活なんですね。そこで不満を持ちながら

生活をされているというデータがでています。ただ何か自分が生き甲斐を感じるもの、あるい

はやりたいもの、チャレンジャブルなものとか、しかも社会と係わっていけるものが欲しいな

というふうなものが見えていると読んでいます。それ以外のデータで、定年後何をするかとい

うと、なかなか老人クラブ、シルバー人材センターとか、具体的な名前になるとこう言う名前

しかでません。現役で働いている方が、いきなりボランティアにはパワーを感じないイメージ

があります。ちょっと稼げて自分の居場所が欲しいなという風なものが見えているような感じ

がしています。 

コーディネーター 

はからずも男女の差、これから入ってくる人の年齢の差が話題になりましたが、ちょっと整理

しますと、この大きな命題に対して論点が３つに分かれると思います。 

・これから取り組む人達の対象（男女差、年齢差を配慮する） 

・発信の仕方（こういうシニアネットがあることをどうやって世の中に広めるか） 

・シニアネットの活動内容（一番根本にあるシニアネットの活動内容に魅力がある。その魅力

作り） 

今日いろんなヒントが得られたと思いますが、上記３つに分けてご意見を伺いたい。対象の問

題は分析不能、いろんなデータは出ているが、ここで細かく論ずることは出来ません。 

 

■発信の方法、どのように広めるか 

コーディネーター 

続いて発信の方法、どのように広めるかについて、講師へのご質問またはご意見を発表して下

さい。 

会場より発言 

会員をどう増やすかですが、それにひとつ気付いたことは、評判の「おくりびと」で訴えてい

た「家族の重要性」だと思います。会員以外の人も無料で書き込める、例えばフリーサロンみ

たいなところで、家族（息子さん、娘さん、お孫さん 等）について書いてもらうと、家族の

友達も異なった意見等を書きこんでくると思われます。こうした広め方をしてはいかがでしょ

うか。 

コーディネーター 

先ず家族を取り込め、そこから始めますか 

会場より発言 

メロウ倶楽部設立１０年。シニアネットフォーラム開始からほぼ１０年ですが、シニアネット

は曲がり角に来ていると思います。この 10 年間の活動は①自己研鑽、②社会貢献に限られて

行われています。この２つに関し団塊の世代は魅力を感じず、ソッポを向いていると思います。

団塊世代の人がシニアネットに入るのではなく、自分達が団塊ネットを作りあげるという深刻

な状況と思います。未だ解はありません。団塊世代の人が魅力あるコンテンツは、実際の自分

達の生活に役立つものではないかと思います。そういう新しいコンテンツを取り込まないと少

なくとも団塊世代に魅力あるシニアネットではないと思います。 
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コーディネーター 

団塊世代に見捨てられるということですね。 

会場より発言 

今リタイヤしている人は１５～６年下の人で、その人達のパソコンの関心は、自分で掲示板や、

達者な人はマイサーバーを作って、仲間内でやっています。そのような人達を取り込むには、

画一的な掲示板やおしゃべりの場では出来ないと思います。もう一つの例です。大阪に労力ネ

ットワークがありますが、自分のホームページと、オシャベリの場を持って、主に中高年の女

性を集めて、高崎や大阪で集まりをする、特化した集まりが出来ています。場合によってはそ

ういうものの援助をするというような立場になっていく必要があると思います。 

コーディネーター 

おっしゃる通り６０歳前後の人はパソコンを使えない人は居ないですね。私の所属しているダ

イヤネットでは、会員を増やそうとして、壁を感じています。魅力作りの努力をしていますが、

ホームページを見てくれないので、どう発信するのか問題になっています。ダイヤネットの代

表の助川さんが来られているので、ちょっと一言お願いします。 

助川氏の発言 

我々の団体はダイヤネットですが、当初三菱グループのＯＢが集まってやろうという特殊な団

体でしたが、地域にいろいろ貢献するということで、主として荻窪を主体に活動をやっていま

す。地元の人でもボランティア活動をやりたいので、是非入れてくれと言う方が増えています

ので、新しい会員に入って頂いて、地域のパソコン教室、オフミイーティング、巡礼などを一

緒に行って、皆様の魅力を増して入って頂く方針にしています。 

コーディネーター 

やはり地域一つを舞台にして、実際にお役立ちしながら、このシニアネットの良さを理解して

頂いて協力者を増やしていくという地道なことも必要と思います。 

会場より発言 

２番目の「外へ向かってどう発信するか」は、何年も前から言われていて、明確な答えを受け

取ったという記憶がありません。それならば、外への発信、すなわち団塊の世代、その次の世

代へのつなぎに腐心することを一回諦めてはどうかと思います。そうすると、これは割合簡単

で、その人間が魅力あると思うもので魅力ある人を集めてくることになります。そうすれば別

な世界が広がる、そのような視点もあってもいいのかなと思います。 

コーディネーター 

ご発言がメロウの方に固たまっています。他の方のご意見を伺いたいのですが、 

会場より発言 

琵琶湖シニアネットのサイトを運営していまして、どうやって魅力あるネットにしていくかに

苦労しています。皆様に質問があります。昨日からの話で、皆様はすごく良くシステム上のこ

とが詳しいようですが、興味をもたれてインターネットを勉強してみようと思われたきっかけ

は何でしょうか。 

コーディネーター 

折角のご質問ですから、誰かお答え下さい。 

会場より回答 

先程から問題視されています団塊の世代です。私がネットを始めたのは、自分を表現できる場
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所ですね、やはりこういうシニアネットでしたら自分が何か表現して、それに対して人が意見

を言って、それがだんだん自分の生き甲斐になってきます。問題は何を通して自分を表現した

ら良いかが分からないのが一般的です。その素材を極め細かく対応して、手を取るような形で、

導いていけば、その人が一回恐る恐る発表する、それに対しいろんな意見をいってくれる、あ

あこうした方が良いか、これが生き甲斐に通じてくると思います。 

コーディネーター 

一つのお答ですよね。インターネットは自分を表現できる、自分の言いたいことを発信できる

ステージだと思います。ただ、これに返事がないと終わってしまうので、困りますね。 

会場より発言 

その辺がミクシィはうまく、気軽に表現してくれます。その工夫は必要です。 

コーディネーター 

私共のダイヤネットでもホームページを持っていて、投稿しますと、それに対し必ずコメント

が来るのですが、こっちが意気込んで、どんと載せたのに、コメントがないとガックリ来ます

が、まあ、そういうことはありますが、そういうものがあるのは素晴らしいことですね。そう

するとインターネットとかホームページにはそういう役割がありますね。 

小池氏の回答 

先程の質問で、どうしてそういうふうに詳しくなったかって、別にどこかでお金を出して習い

に行った訳ではなく、自分がやっていて、全て必要に迫られて、興味を持ってやることで、だ

んだんに、いろいろ覚えて来ました。 

 

コーディネーター：発信の方法、どのように広めるかについて 

発信の方法、どのように広めるかについてお話を伺っていたのですが、私がまとめをやってい

ます。 

・最初は家族を参加させるというお話がありました。要は魅力を感じているグループのことを

家族も含めて親しい人に喧伝する、こういうことが地道な動きかなと思います。 

・それから福森さんのお話の中にあった、地域へのお役立ちをいろいろやっている内に、いろ

んなグループと親しくなって、行政との大きなパイプが出来て来た。これは大変な変化と思

います。市や、区の広報に載せてもらうことが出来るようになったら全家庭に行きますから、

すごいですね。 

・先程、どなたか仰っていた他グループへ連携を呼びかける、支援していく、こういうことが

出来れば相乗りができますね。 

・私なんか講演会の主催で、聞いてくれる人を増やすためよそのグループに声をかけると、む

こうのグループも自分達が主催すると呼びかけて来ます。こういった他グループの呼びかけ

が必要です。      

・こんなことが講師と皆様の話からヒントを得たことです。メロウ倶楽部ではすでにやってい

ますが、NHKとか朝日新聞を使えれば更にすごいですね。 

・団塊の世代との価値観の差というか、生き甲斐論がところどころ出ましたが、要は自分も発

信する、自分らしさを世に出して反応を求めるのは、これはやりがいの根源であると思いま

す。 
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■活動内容の魅力どのようにして充実するか 

コーディネーター 

続いて時間もたっていますが、活動内容の魅力、魅力のある活動内よう、を充実指定かなけれ

ばならないというテーマがあります。お二人のお話を参考に、感想、事例などを発表して下さ

い。 

なるべくお一人ずつ全員発言して下さい。如何でしょうか。 

会場より発言 

毎日メールが入ってきます。それを開かずに済ませる訳にはいかず、ちょっと辛いとこです。

負担にならないで、楽しめるライフスタイルを作ることが出来ればと感じています。 

コーディネーター 

「負担にならないで」という考え方は案外人を呼び込むために大事と思います。この会に入る

と、制約、負担、時間、お金が増えるのは、魅力あるシニアネットでないでしょうね。 

会場より発言 

品川シニアネットに一昨日入ったばかりです。会社をやめて 3年位ですが、遊んでいたインタ

ーネットも、飽きて、スポーツジムに通い出しました。それがきっかけで、品川区の体操の補

助員を経て、品川区のいきいきラボ関ヶ原のパソコン教室を知り、そこに行ってみたところ、

サロンがあってコーヒーが非常においしい所でした。パソコンを教えるにはシニアアドバイザ

ーの資格が必要でしたが、是非やりたいと言いました。なにしろ、コーヒーがおいしくて、パ

ソコンが楽しくてしようがない人が集まっていましたので、自分にとって、やりがいというか、

いい場所がみつかったなということでやっております。ということで今日は情報収集です。 

会場より発言 

メロウ倶楽部はインターネットだけでやっています。車椅子で一歩も出なくても、メロウ倶楽

部に属し、俳壇で活躍している方もいます。その方にとってメロウ倶楽部はそれが無いと死ん

でしまうという位の命にもなっています。本当に家から一歩も出られない人でも、全部クラブ

ライブラリーを楽しめるように出来ているメロウ倶楽部は、それなりの使命を持っていると思

っています。そういう人に特化したクラブがあってもいいし、車椅子で一歩も出なくてもイン

ターネットで全て済むというクラブもそれなりの専門店としての存在価値があると思ってい

ます。 

コーディネーター 

魅力のある活動内容、活動を充実させようということで皆様に問いかけているのですが、なか

なか核心に入らないですね、そのご意見があれば是非お願いします。 

会場より発言 

熊本のシニアネットの代理で来ました。魅力のあるシニアネット、これは私達も今一番、頭を

悩めています。メールがだんだん飽きられて来ています。それでどうしたら魅力ある内容にで

きるかに行きつきました。ネットの中に、現役の方がたくさんいますので、逆に得意分野に投

げかける、例えば前立腺ガンについて非常に困られた内容をネットに流したら、ものの何分後

に、経験者がいる、こういう病院でこういう形で、こういう治療をされた 等の情報がわっと

入りました。それが非常に受けて、ネットの中の良さが、逆に皆様の生活に役に立つ、私共は

それでシニアの中に情報室という一つのフォーラムを作りました。何でもネットに相談といい

ますか、そういう形で載せて、それに対し皆様がお答えする。ネットが非常に生きて魅力的に
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なると思います。 

コーディネーター 

相互に書き入れできるホームページを作って、どんどん書き込んで頂く、こういうのがあれば

出来ますね。世に出ているホームページは自分とこの宣伝だけをして、書き込みが出来ないと

いうのが普通ですが、メロウ倶楽部の例で、会員がそれに書き込みが出来る部屋をいくつも持

っている。これはヒントですね。書き込みが出来る、こういうホームページを持つことは魅力

の一つになると思います。 

 

コーディネーター：論点１に対する中間のまとめ 

だんだんと時間が迫っているのですが、勝手な整理をさせて頂きます。今まで出たお話、講師

お二人が力説されたことなどをまとめていくと、 

・地縁の方でやはり地域にお役立ちするということ、これは実行で重ねて行くことは非常に会

員の方の生き甲斐となっているようです。 

・もう一つは趣味ですが、メロウ倶楽部の句会の例は非常に楽しく拝見しました。フォトサロ

ンもいい写真一枚をポンと出せる、軽くていいなと思いました。趣味の分野ではいろんな活

動ができます。部屋が多くなると、運営する側は大変ですが趣味の小部屋は多ければ多い程

良いと思います。 

・それからお話は余り出ていないのですが、魅力ある会というのはその道の達人というか、エ

キスパートというか、そういう人達が大勢いると思います。それ以外にも人生の達人もおり

ます。80代、90代、その人達と会っているといろんなことを体全体で受けるという、人との

出会い、触れ合いというのも、これも何かうまく組めば魅力になると思います。やはりお会

いして盃を酌み交わす、人との触れ合いをいかにして考えるか、これが案外大事で、これも

魅力作りの一つと感じています。 

・負担になるというお話で思ったのですが、シニアのネットワークは、縛られる、時間がなく

なる、お金を相当納める、こういう三つのものは、魅力を作る時、考慮しなければならない

と思います。やれるだけやる、やりがいを感じるからやる、やめたいときいつでもやめる、

こういう会社時代と違った、縛られない考え方で参加できるのは魅力の一つという感じがし

ます。 

・もう一つ大事なことは、自分の発信の場があるということで、先程書き込みのできるホーム

ページを持つのがいいと申し上げました。生き甲斐と言う時、お金と健康と仲間の信頼とい

うのがあります。もう一つ欠かせないのは自分を皆の前に出す、発信するということが無か

ったら生き甲斐を感じないとアメリカの心理学者が言っています。この発信するという場が

キーポイントになります。 

 

（２）論点－２ シニアネットを推進するリーダーにもとめられること 

コーディネーター 

もうひとつ短い時間ですが、討議あるいはご意見を頂きたいのは、こういうシニアネットワー

クを推進していく人はどういう人かというのを考えてみたいですね。如何でしょうか。 

福森氏の発言 

私達は行政機能がいろんなお膳立てをしてくれて、その場面に参加するという活動になれてい
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る訳です。何かリーダーが活動してくれるだろうという思いが何となくあるのですが、活動す

るのはやはり参加している皆さんです。私自身やっていまして、いろんなテーマが出る時に役

を振って、皆がそれを近くから係わって、理解が広がるようにやっている積もりです。この活

動を作るというところと、できたものに参加すると、おいしいものがあったら参加するよとは

別の次元があって、そういうのを作るということ自体にも楽しみがあるし、苦しみがあるし、

面白さがあるんですね。この二つがあってそこのところでいろいろ悩みながら活動やっていま

す。 

コーディネーター 

かなり仲間の方には分野をおまかせになって、その人達の発想を大切にしていらっしゃるので

すか。 

福森氏の回答 

活動するときに、必ず企画があって、その裏にわずかですがお金があります。 

お金は自分のお金で負担するのか、誰かからお金をもらうのか、活動の前に必ず確認します。

そういうことを企画する人はセットでものごとを考えて頂きます。私達はそれぞれのテーマに

役割をするという考え方に出来るだけしようと取り組んでいます。 

コーディネーター 

企画だけでなく仕上げまで、その人にやってもらわなければなりませんね。 

トータルでまかせるということですね。小池さん何かありませんか。 

小池氏の発言 

運営に関して、誰が推進するかはとても難しい問題でして、私共、会員が多いし、場所が全国

に渡っていますから、ホームページ上に運営会議室を作って、やっています。そこでは運営サ

イドではなく、会員が、自主的にパワーを使って運営している感じがします。何かイベントが

あると、そこに参加してもらえる方を大勢お願いしたりしますが、そういう時は役を振り分け

ることもありますが、本当に自発的に皆が活動的にやってくれます。これはその会の魅力と思

います。 

コーディネーター 

得てして、会長が起案して、誰かやってくれという言い方になることが多いですよね、お二人

の今の話ですと、そういうような硬さというか、硬直した部分がないので、見習わなければな

らないと思います。 

会場より発言 

ＮＦＵジャンプシニアは現在１６のグループが集まって活動しています。16人のグループの会

長さんは、いろんなタイプの人がいます。グループの人数は１５人～２０人位なので、グルー

プのメンバーを良く理解して、必要な場合は多少の面倒をみるという気を持ったリーダでなけ

ればうまく回っていかないと思います。またNFUジャンプシニアは２３０人程で、女性６０％、

男性 40%です。私の係わっているところは全て女性の比率が高く、これが当たり前と思ってい

ましたが、メロウ倶楽部の男女比をみせて頂くと、男性の方が多いですね。運営の仕方とか内

容の話がありましたが、私が関係している所のやりかたが悪くて男性が集まって来ないのかな

と反省しています。 

コーディネーター 

女性の参加が多いグループにいるのですね。会員構成によってリーダの方の考え方もあると思



 

 69 

いますが、一言でいうと、会員一人ひとりのことを、できれば掌握しておくのが一番良いと思

います。極め細かい対応が出来るというのも、一つの会を維持する力になると思います。 

会場より発言 

ダイヤネットの話で取り上げられたインタラクティブなホームページについては、セキュリテ

ィはかける必要があり、ちょっと面倒になりますが、是非運営されたらどうかと思います。も

う一つホームページでいくら立派なものを作っても見に来なかったら、何もなりません。この

打開策はてどこでもやっていますがメルマガだと思います。メルマガがどれ位、どのように活

用したらいいとか、何かご意見があったら是非お聞かせください。 

コーディネーター 

この質問に誰かお答え頂けますか。メロウ倶楽部さんどうですか。 

小池氏の質問 

今のお話は外部に対するメルマガですか、それとも会員に対するメルマガですか。 

会場よりの回答 

両方です。会員に対するメルマガと外に対する宣伝のためのメルマガです。今私が言っている

のは、会員が戻って来るためのメルマガで一つの手段として非常に有力と考えています。 

小池氏の回答 

会員が必ず全員がアクセスするとは限らないので、今どこの会議室に、どんな話題が出ている

とか、こういうオフがありますよとかを１回／月、全員に向けて出しています。そうすると「メ

ルマガもらいましたよ」という返事が会員の掲示板に返ってきます。「ありがとうございまし

たと」いうのが返って来て、ああ見てくれているのだなというのが分かります。外に向けての

メルマガというのはホームページ以外にはないと思います（メルマガというのはメールアドレ

スが分からなければ出せないのですから）。 

コーディネーター：会員以外でいろんな会合で触れ合った人にもメルマガを送ることをダイヤ

ネットではやっています。その愛読者の中から賛助会員がまた出てくるということがあります

ので、そのことを言っていたと思います。原則としては会員、先程の会友を増やすという考え

方と同じです。 

会場より質問 

本題から離れてしまいますが、先程の発言の中で、メールが邪魔して、面倒くさいというご意

見があったのですが、皆除外しているのですか。（迷惑メールの話）。 

会場より回答 

メールを除くということの日々の面倒くささを申し上げたのであって、迷惑メールがたくさん

あって、メールをみるのが大変という意味ではありません。発信する方が必ず見てくれるもの

という様な思い込みをもう少し払拭するような社会になるとありがたいということです。 

コーディネーター 

さて、第２の論点のシニアネットの推進役のあり方にご意見を求めていたのですが、直接それ

に触れる発言が少なく、結局、講師お二人の工夫の話が印象に残りました。福森さんはセット

でまかせる。企画からお金を含めて実行するところまでまかせるという、そうすると人を選ば

なければならないですね。 

福森氏の回答 

その通りです。それからバックアップしていくとか、いろんな支え方とかありますが、やはり
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体験の必要がありますので、そういう人達を増やしていくという気持でやっています。 

コーディネーター 

小池さんの方は、自主的に会員にまかせられることはどんどんやらせ、会員のパワーで、新し

い魅力をどんどん加えるやりかたをしているというお話ですね。お二人共、非常に難しいこと

を簡単におっしゃいますよね。難しいことをそう簡単に人にまかせられものではないと思いま

す。そのためにいい会員がどんどんいること、適材適所で見極める推進者も必要と思います。 

２つめ論点については、他の方から余り際立ったご意見が出なかったので、お二人のお話を参

考にさせて頂きたいと思います。 

 

４．まとめ 

テーマ「シニアが喜んで参加する魅力あるシニアネットとはどのようなものか」について下

記の討議結果を得た。 

論点－１：喜んで参加したくなるシニアネットにするには      

１）対象に応じた施策  

   ・団塊の世代を呼び込むために  

   ・男女差、年齢差を配慮する     

２）発信方法の諸工夫  

   ・家族、知人を参加させて、体験してもらう  

   ・地域のお役立ちをして、評価を得る  

   ・行政との緊密な関係を築く（広報紙の活用 他）  

   ・他のシニアネットへのアプローチ  

   ・メルマガの活用  

３）魅力ある活動内容  

   ・ネットでの助け合い、相談が出来る仕組み  

   ・地域社会にお役立ちする活動   

   ・いろいろな趣味をともにする  

   ・会員が自分を発信する場     

   ・素晴らしい人との出会いの場  

   ・時間と費用の制約について  

論点－２シニアネットを推進するリーダーにもとめられること  

１）リーダーの熱意とパワー  

２）企画から運営までセットでまかせる  

３）会員の自主性を歓迎する   
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１．趣旨説明（コーディネーター） 

生涯現役でいたいという思いから、永年培ってきた知識・経

験・ノウハウや知恵を生かして社会に役に立ちたいという意欲を

持ったシニアは大勢おります。そうしたシニアの強い意向を反映

してか、コミュニティ・ビジネスを主な活動とする「事業型」の

シニアネットが増えつつあります。まさに人材の宝庫であるシニ

アネットだからこそできる活動であると言えます。厳しい世の中

を迎えて、こうした「事業型」シニアネットの関心はますます高

まっていくものと思っております。 

 

そこで「事業型」シニアネットの草分け的存在で我が国を代表する「ＮＰＯ法人シニアＳＯ

ＨＯ普及サロン・三鷹」の方と、コミュニティ・ビジネスを提唱し、その活動をサポートして

いる「コミュニティ・ビジネス・ネットワーク／コミュニティビジネス総合研究所」の方より、

専門的な立場から具体的な実践に向けた提言や課題をお話しして頂き、参加者全員で「事業型」

シニアネットやコミュニティ・ビジネスへの取り組み方について考えて行きます。 

 

■ワークショップ 

テーマ－２：「シニアの豊かな経験を地域に活かす、事業型シニアネットのすすめ」 

 

課題提供者（五十音順） 

細内 信孝氏（コミュニティ・ビジネス・ネットワーク理事長／ 

コミュニティビジネス総合研究所 代表取締役所長） 

堀池 喜一郎氏（ＮＰＯ法人 シニアＳＯＨＯ普及サロン・三鷹 顧問） 

コーディネーター  

森藤 和彦氏（ＮＰＯ法人自立化支援ネットワーク 理事） 
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２．課題提供 

①堀池 喜一郎氏 

ＮＰＯ法人シニアＳＯＨＯ普及サロン・三鷹は、当初はパソコ

ン教室への講師派遣、テキストの開発、講師育成(シニアド養成)

を主として実施していましたが、2003 年になると三鷹市役所の

事業の協働を担う事業が多数スタートし学校の教員に対するサ

ポート、学校イントラネット支援を始め、増え続けています。 

これが出来たのは、パソコン教室とシニアド制度をベースとし

て、パソコン教室の生徒から講師に変身し、さらに講師陣が非ＩＴプロジェクトで仕事ができ

る人を供給しその人達が地域のまとめ役となり、また事業管理・危機管理できる人もいること

への行政の理解です。会員が自らを変身させるということと、会では、事業をやっていること、

有償の仕事しかしないことを明記していることが大事です。 

●事業型シニアネットの役割 
・シニアドは「入門者に IT の活用を伝える」 

→「IT を使って地域に役立てる」方向に 

・地域と連携して、地域のプレーヤーに 

・有償の事業であることを明記する 

・行政が信頼できる継続する体制を作る 

●地域のプレーヤーとは 
・地域で自分の一番の得意技を発揮する人 

・自分のお客は誰かを良く分かり、 

お客からお金が取れる人 

・お客を「見える化」、「乗せる化」 

できる人 

●無理なく地域を支援する活動の提案 

・ ＩＴ派遣村：シニアドの力を利用して、就労に役立つＩＴカフェを空

き店舗に設置する。机一つで実績を作ってから協働提案へ。 

・ コミュニティ・ビジネス起業のお手伝い：地域ビジネスを始めている

団体や女性に必要な出前支援、連携を格安で行う。起業者はその道の

プレーヤーでも雑務が出来ないで困っていることが多いので、一緒の

気持ちでお手伝いする。 

・ 埋もれている団塊世代を「見える化」「乗せる化」でアクティブ化。地

域の趣味団体、町内会、同窓会，ＰＴＡに呼びかけ埋もれているシニ

アを集める。 
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②細内 信孝氏 

リーマンショック以来団塊の世代の地域ビュー・自立化について

の相談が増えています。特に地方では退職後地域に活躍する場がな

いことが多く地域に参加しながら経済的な自立を図るためにはど

うしてもコミュニティ・ビジネス的な働き方が必要です。 

起業講座では、地域に対する思いを形にするワークシートを使い、

地域にどのような問題があり誰が責任を持って解決して行くのか、

5 人位のグループで骨太の事業企画書をつくります。コミュニテ

ィ・ビジネスは、自らの地域を元気にする住民主体の地域事業です。

身の丈に合った自分の出来るところから始めていく。顔が見える関係であれば、地域で支えて

くれる人たちが出てきます。ボランティアから一歩進めて、地域で継続した活動や事業をして

いくには適度なビジネスの視点を入れていくことが、継続性につながり、そこに雇用の場が生

まれてきます。 

停滞している地域コミュニティは、眠っている地域資源がたくさんあります。コミュニテ

ィ・ビジネスは、漠然とした問題･課題を抽出して、磨き上げて事業として、地域力を上げて

いく有効な手段と考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

●コミュニティ・ビジネスの特徴とは 
・住民主体の地域密着のビジネス 
・必ずしも利益追求を第一としない。 
適正規模、適正利益のビジネス 

・営利を第一とするビジネスと 
ボランティア活動の中間領域的なビジネス 

●コミュニティ・ビジネスを支える人々 
・後援者⇒ 寄付をする人 
・仲間⇒ 投資をする人／やや消極的 

経営に参加する人／より積極的 
・支持者⇒ ボランティア活動をする人 
・銀行家⇒ 融資をする・ 
補助金を斡旋する人 

●コミュニティ・ビジネスの分野~新しい地域経済を創出する CB~ 
・ 福祉       さいとう工房 café 大好き 
・ 環境       雨水リサイクル研究所 ユーズ 
・ 情報ネット    すみだリバーサイドネット シニアＳＯＨＯ三鷹 
・ 観光・交流    ア・ラ・小布施 黒壁 花農場あわの 
・ 食品加工     小川の庄 スピカ 企業組合凡 
・ まちづくり    ＣＳ神戸 野沢組 
・ 商店街の活性化  アモール東和 たちばな銀座商店街 
・ 伝統工芸     松本彫刻店 
・ 地域金融     女性市民バンク 
・ 安全       安全センター 
・ 子育て 
・ スポーツ 
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３．討議・質疑 

コーディネーターが、論点を次の３点に絞り込み、全員で討議した。 

論点１．事業型シニアネットを起業化するときのポイントは？ 

論点２．事業型シニアネットが成功するか失敗するかを左右するものは？ 

論点３．人材をどのように集め、活用するか？ 

初めに、各論点について堀池喜一郎氏、細内信孝氏に補足意見を頂いた後、討議した。 

 

（１）論点１．事業型シニアネットを起業化するときのポイントは？ 

堀池喜一郎氏の補足意見： 

誰に対してやっているのか明確

にし、その人に届くようにする。

初めは、たどたどしくてもお金

の管理、分担、仕事の仕組み、

責任者を書いて示す。思いだけ

ではダメ。体制は、法人化した

NPOが良い。多数決の原則を守る。

リスクを取る仕事はやりにくい。

コミュニティ・ビジネスは産業

振興政策分野に入っており、収

入があって採算が合わなければ、

行政・企業に相手にされない。 

細内信孝氏の補足意見： 

コミュニティ・ビジネス起業のポイントは、 

・ＣＢに携わる人々の「自分起こし」になっているか？ 

⇒自分がやっていて楽しくなければやめた方が良い。 

・地域が抱える様々な問題解決の一助になっているか？ 

⇒利益だけ追求するのでなく、地域の問題に関与していくという心構えが必要。 

・新しい社会関係や協働関係

を創造しているか？ 

⇒３年位経って見直した 

方が良い。 

・コミュニティの元気つくり 

への貢献と事業性とのバラ

ンスが取れているか？ 

⇒事業は黒字でないと長続

きしない。引っ張って行く

人に要求される視点です。 

ＣＢはいきなり法人格を取

る必要はありません。地域

問題に取り組んでいる仲間たち、クラブが出発点、やがて売上を上げるような活動になり協

論点１：シニアネット活動のゾーニング
事業性と社会性(地域の活動、貢献）の位置

サークル型

コミュニティ
ビジネス型

ボランティア型

社会貢献、地域
貢献、サポート活
動

採算性、効率
性、継続性、
成長性

生き甲斐、楽
しみ、仲間つ
くり

社会性
高い

社会性
低い

事業性高い

事業性低い

産業振興政策分野

市民活動支援策、福祉施設

論点１
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同組合的な組織になる。ここでＮＰＯ法人を作ればよい、利益をコントロールする人が出て

くる。そうすると社会的企業に変わって行く。地域は、クラブも沢山あるし、協同組合的な

組織もある、社会的企業もあって、これらが大企業、行政と補完しながら地域力を高めてい

くことに取り組んでいくことが重要です。 

 

会場からＡさん 

ＩＴで入ってくる人の

動機づけをどうしたら

よいでしょうか？ 

会場からＢさん 

ＩＴ活用ビジネスの法

人化をして５年目。パ

ソコン相談、講習会を

やっているが客が来な

い。これをコアにして

いるとメンバーの意識が下がる。世田谷区ではＩＴの活動支援している団体が多く、競争も激

しい。事業をどの方向に持っていったらよいのか？ 

会場からＣさん 

６年目。障害者にリハビリにパソコン水彩画を教えている。敷居が高いのか仲間が増えない。

皆さんに興味を持ってもらうことが必要。 

会場からＤさん：９年目。個人がボランティアで生徒を集め、同好会的に活動。ＮＰＯ法人化

検討したが出来なかった。 

堀池喜一郎氏のコメント 

以前に比べてパソコン教室の集客力は落ちているがシニアＳＯＨＯでは年間3,000人は有償で

教えている。「竹トンボ」講師の方が地域に入りやすい。パソコン水彩画は良い切り口と思う。

三鷹では介護から地域にはいる人も増えているなど、工夫をしてゆきたい。 

細内信孝氏のコメント：自分の得意のところからスタートし、アプローチするのが良いのでは

ないか。 

 

（２）論点２．事業型シニアネットが成功するか失敗するかを左右するものは？ 

堀池喜一郎氏の補足意見 

コミュニティ・ビジネス成功のポイントはバランスと思考です。 

・自分のやりたいこと、できることは何か。 

・地域に必要なことは何か、地域ニーズは何か 

・事業として採算が合うかどうか 

・足りない部分をどのように補うか（スキル、金） 

⇒「儲けたいからやるで」ではダメ、「必要なことをやったら儲かった」が良い。 

細内信孝氏の補足意見 

事業企画書を自分で紙に書いてみる。書いたものを発表する。さらに創意工夫を加え、5 回位

繰り返すと賛同者が出くるような企画書になる。第三者に伝えられるかどうか。 



 

 76 

コミュニティ・ビジネス成功への道は、 

・生活領域の起業化（１０分野など生活の質の向上） 

・自治体は、積極的に業務委託を行う 

・地元にある企業も、積極的に業務委託を行う 

・事業の柱を何本か作り、全体で収支バランスを計る 

・マネジャーとワーカーを分けて育成 

・時にはマネジャークラスの公募 

会場からＥさん 

３年を目途にビジネス化したい。企業・生協・ＮＰＯとの協働を心がけている。自分たちでは

出来ないものを他との協働で事業を膨らませていきたい。 

会場からＦさん 

サークル、趣味の会だけでは物足りない。何ができるか勉強中。 

会場からＧさん 

これまでは恵まれていたが、仲良しクラブではいけない。お金を稼がないとうまくいかない。

思いを強くすれば知恵は出てくる。 

会場からＨさん 

自分が現役のときに培ってきた経験を生かしていきたい。自分の出来ることを見極めるのがポ

イントと考えている。 

会場からＩさん 

シニアネットに事業型と名付けるのが分からない。すべて事業型でないか。 

会場から Jさん：コンピュータ技術者をリタイヤしたが、パソコン教室のレベルを超えて、ソ

フト開発が出来るシニアがいるのでないかと思い出席した。 

堀池喜一郎氏のコメント 

思いを持っていれば知恵が出る、実現する為にはお金がいる。組織があれば当然事業型という

意見に私は同感です。年金がもらえない年齢層をシニアネットの中心と考えたいので最初から

稼ぐ会です（６５歳以上とそれ以下では考え方が違う）。 

細内信孝氏のコメント 

大企業型の雇用創出は望めなくなっている。特に地方では５０歳過ぎたら仕事はない。コミュ

ニティ・ビジネスを使う。仲間と一緒に、自分の立つ位置を紙に書いてみることが必要。 

 

（３）論点３．人材はどのように集

め、活用するか？ 

堀池喜一郎氏の補足意見 

三種類の人が必要、その人その人に

向いたことができるのです。 

細内信孝氏の補足意見：地方の大学

を積極的に活用する。距離と時間を

縮めるのはイーランニング。 

会場からＫさん 

組織に入ってくる人が限られていて、
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広がりが少ない。 

会場からＬさん 

ＩＴ講習会の生徒さん減ってきている。市民活動団体は２０ほどあるが横のつながりがないの

で、ＩＴを活用して連携を強め人材を発掘していきたい。 

会場からＭさん 

孤独死で一番多いのは６０代男性、地域活動に出てほしい。 

堀池喜一郎氏のコメント 

ＣＢの強みは、地域でサービスする人とサービスを受ける人が一緒にいること。事業の受け手

の目線で考えるので、経営のアイデアが生まれる強みがあります。 

細内信孝氏のコメント 

やっていて楽しいかどうか。顔の見える関係で安心が生まれます。 

 

 

 

４．まとめ 

事業型シニアネットとは、 

（１）自発性：自らの思いを推進する力 

⇒ボランティア精神から起業マインドへ 

（２）社会性：地域課題の解決、コミュニティの創造 

⇒人と人とのつながり（顔の見える関係）からコミュニティの形成へ 

（３）事業性：ボランティア精神とビジネスの融合 

⇒やりたいことをお金の流れにして継続して社会貢献する 

を基本要素とし、やりがい、生きがいをベースに人間らしい働き方を作り出し、人間らしく生

きる方法を提示する。 
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１． 趣旨説明（コーディネーター） 

シニアネットは「ＩＴ講習」をベースに地域社会のシニアにＩ

Ｔ活用を促進し、社会に活力をもたらしている。しかし、シニア

のＩＴ普及率は増加してはいるものの、まだシニア全体の十数パ

ーセントにすぎない。できるだけ多くのシニアがＩＴを利用でき

るようにするための更なる普及活動が必要であろう。 

 

そこで、鳥取県米子市や北海道室蘭市で活躍されている「シニ

アネット米子」や「ＮＰＯ法人シニアネットいぶり」の活動状況

をお聞かせいただいた上で、これからＩＴ普及活動を一段と飛躍させるためにはどのように展

開すればよいか、本日ご参加の皆様のご意見をお聞かせいただきたい。 

■ワークショップ 

テーマ－３：「シニアへの IT普及活動のさらなる飛躍に向けて」 

 

課題提供者（五十音順） 

秋山 幸彦氏（ＮＰＯ法人 シニアＳネットいぶり 理事長） 

山崎 憲一氏（シニアネット米子 理事長） 

コーディネーター  

香村 敏夫氏（ＮＰＯ法人自立化支援ネットワーク 理事） 
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２．課題提供 

①秋山 幸彦氏 

・2001 年「室蘭シニアネット」を２８人のメンバーでスター

ト、2002 年市の補助を得てパソコン講習会を継続。2004 年

に室蘭・登別・苫小牧など広域をカバーする「ＮＰＯ法人シ

ニアネットいぶり」へと発展。PC も会場もない中でやっと

地域情報センターの小さな一室を無料で借りることができ

設立総会が開けた。現在会員約１３０名。 

・会員、一般向けのパソコン講習会を実施している。最近ある

企業がＸＰパソコン２４台ある部屋を無料で使わせてくれ

るようになったので、パソコン講習会を月２回そこで開催している。受講者は１５～２４名。 

・無料のパソコンなんでも相談会を４年前から月３回実施。あらかじめ質問の内容を提出して

もらっている。Ｑ＆Ａのデータがかなり集積されたので整理して製本し販売も考えている。 

・年２回シニア情報生活アドバイザー養成講座を開催しているが昨年は受講者ゼロだった。今

年は積極的に宣伝活動を展開して受講者を集めたいと計画している。 

・２１世紀を迎えて、シニアがパソコンに習熟するだけでなく人生を楽しむ道具として活用し、

シニア同士がパソコンやインターネット等の情報通信技術を学び合い、共に支え合いつなが

り合って、豊かで充実したシニアライフの実現を目指している。老人クラブなどとも交流を

深め活気ある地域づくりにつなげ飛躍して行きたい。 

 

②山崎 憲一氏 

・2005 年鳥取県で最初のシニアネットを結成、アドバイザー

４名と補助者７名、合計１１名。今年はＮＰＯを目指してい

る。 

・目標は、「生涯現役と世代間交流」と「デジタルデバイドの

克服」 

・パソコン教室は趣味のグループが中心となって始まり、毎月

１回２日午前・午後のクラスを開設。楽しみながら、ゆっく

り、繰り返し練習をモットーに。１日１０～１５名受講。８

１歳の女性で、パソコン教室で自分史や漬物のレシピを作り

近所に配っている人がいる。 

・午後のクラスはティータイムを設け受講者同士の交流を図っている。また、教室の成果を印

刷して持ち帰ってもらうことにしている。 

・講座の中心は Word。オートシェープで写真を挿入したり、１０月・１１月には年賀状講座を

開いている。教室にはスキャナーを用意し古い写真などを取り込んでいる。 

・地元のＣＡＴＶや雑誌で活動が紹介され、現在鳥取県とのコラボレーション事業が進行中。

県側は「シニアが楽しく、生き生きと活動してもらいたいと願いコラボレーションを進めて

ゆこうと思っている」。 

・市の生涯学習課の依頼で年賀状作成講座を受講者１３名８日間の出前講座で行い、エクセル

の出前講座も引き受けた。今後出前講座を積極的に展開したい。また、なんでも相談講座を
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午前中に開催している。 

・目下講座継続のため４つの課題を抱えている。 

①インターネット接続時のセキュリティーソフト とメールアドレスの取得。 

現在市の会議室を利用している関係でMEからXPに換えてからインターネットが使え

ないので困っている。無料のセキュリティーソフト とメールアドレスが入手したい。 

②XPから Vistaへの取り換え費用と時期。１６台のパソコンを Vistaに換装するには費

用がかかりすぎる。 

③Vistaに取り換えた場合、講師のスキルが問題。 

まだ Vistaを使える講師がいない。受講者からパソコン購入について相談されると中

古のＸＰパソコンを推薦しているのが現状。 

④常設の会場を持っていない。 

市の会議室を利用しているが、月１回２日しか利用できないのが悩み 

・ＩＴを学び、身につけて、いつまでも元気で、家族や友人の絆を大切にし自立して地域活動

に参加し、趣味や交わりを広げ笑顔を忘れないシニアライフを目指している。 

 

２．課題整理と論点の抽出 

論点１－「パソコン無料相談会の状況について」： 

秋山先生の「活動事例」

中にあった「一般および

会員向けパソコン無料

相談会」を取り上げた。

多くのシニアネットで

似たような相談会を提

供されていると思われ

るので、具体的な事例や

問題点を参加者にお話

しいただく。 

 

論点２「パソコン以外の IT機器の活用」： 

山崎先生の「デジタルデバイドの克服」中にあった「インターネット・メール講座【携帯電

話を含む】」をヒントにして、パソコン以外のＩＴ機器にどのように取り組まれているか、

特に携帯電話は若い世代では情報機器として活用されている。シニアが利用するときの問題

点などを議論いただく。 

論点３「パソコンを通じて人の輪の創設」： 

秋山先生は課題の中で、単にパソコンに習熟することを目指すだけでなく人のつながりを強

調されていたので論点として取り上げた。シニアライフの中で新たな人との繋がりを作るこ

とは必要だが、難しくもある。参加者が経験されている具体的な事例やアイデアなどをお話

しいただく。 

論点４「XP⇒Vista⇒Windows 7、システムのグレードアップ」： 

山崎先生は課題の最後「四つの課題」の中で「Vista への取り換え費用」や「講師のスキル」

テーマ：シニアへのＩＴ普及活動の更なる飛躍に向けて

ITを享受する
主体

（シニア）

シニアネット

シニアネット（団体としての）運営（経営）

シニアのつながり促進

アドバイザーのスキル向上

アドバイザーに活動の場を提供

地域貢献（公共団体などとの
コラボ推進）
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を指摘。これらは、シニアネットすべてに共通する悩みであるので論点として取り上げた。 

 

３．参加者全員による意見交換 

論点 1「パソコン無料相談会の状況について」 

・初心者は何を質問してよい

のかわからないのか意外に

参加者が少ないのでフォロ

ーアップ講座などで理解を

深めた上で実施することに

した 

・相談会には個人のパソコン

持ち込みを許可している 

・週末に受講者の予習、復習

の教室を提供しているが時

間当たり５００円徴収して

いる。ただし最初の４回ま

では無料。 

・町の要請で毎週水、金に公民館5か所で無料開催。あらゆる相談に対処している。 

初心者には相談会より個別指導ができる出前講座がいい 

・シニアネット「いぶり」では月３回無料相談会を開催。OS・Word・Excel・デジカメなど広

範囲の相談を受けるのでサポーターは幅広い知識とスキルが必要。そのための教育が重要だ 

・「シニアネット米子」２時間３０分で５００円徴収している。午前中に来てもらい講師とマ

ンツーマン。さらに、必要に応じ個人向け出前講座も行っている。 

 

論点２「パソコン以外のＩＴ機器の活用」 

・シニアも携帯電話でメールをする人が多くなっている。このため携帯とパソコン間のメール

のやり取りを指導している 

・シニアネット米子では携帯の講習会を企画したが受講者がいなかったので中止した。携帯電

話の会社によって方式が違うので取り扱いが難しい。携帯メールは個人間で教えあっている 

・シニアネットいぶりではドコモに講師を派遣してもらって講習会を開催。 

・携帯の活用は、通信費の負担が多くなる可能性が高いのでシニアには不安だ。パケット契約

してもパソコンに比べ料金が高いのでシニアネットの会員には勧めていない 

・デジカメ・ビデオなどの周辺機器の応用講座を開催すると応募者が大勢集まるし、コンクー

ルを開いて作品を競い合っている 

・女性は携帯メールが簡単なので友人同士では携帯メールが圧倒的に多く使われている。いつ

でもどこでも使えるのでこれからのシニアの楽しみは携帯が中心になるのではと痛感してい

る 

・旅先で電車の時刻表を調べたりできて、上手に使うと便利なツールだと思う。 
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論点３「パソコンを通じて人の輪の創設」 

・人の輪を創設するツールとして地域ＳＮＳが面白い 

・ＳＮＳミクシィは地域コミュニケーションの道具となると痛感している。Open SNPというソ

フトを使っておりＳＮＳが会員７００名の交流の場となっている。さらに、他のグループと

の交流も作りつつある。 

・週１回×１０週のパソコン講座を受け持っているが受講者同士が友達となり、交流が続いて

いる 

・メーリングリストが基本で、正会員用と一般用と２つのメーリングリストを立ち上げている。

２か所の支部と１２か所のサークルがメーリングリストを通して和気あいあい交流している 

・シニアネットの中に趣味を生かしたサークルや同好会が誕生し、交流の輪ができている 

・地域のシニアの交流がきっかけで、シニアネットがパソコン講座を始める例もある 

 

論点４「XP⇒Vista⇒Windows 7、システムのグレードアップ」 

・初心者は Windows XPで始め、慣れてきたら Vistaにすればよい 

・ＯＳの違いよりも MS Office2003 と 2007の違いに戸惑うのではないか 

・シニアの Vista所有者は増えているので1つの教室で両方のテキストを用意している 

・Vistaの普及率が 50％や 70％の地域もある 

・Office 2003を Vistaに使っているが、Windows 7でも使えるだろうか? 

・今年１月に Windows 7 のベータ版をインストールしてみたが、Office 2003 や Open Office

は問題なく使える。評判の悪いVistaの改良版という感じ。ベータ版は有効期限が今年 8月

までなので、RC版が６月ごろりリーズされるかも。 

・四谷ひろばパソコン教室ではXP8台のメモリを512MBに増設し、Office Personal アップグ

レード版が２０周年記念限定版としてアマゾンでは約 8,600 円で売っているのでこれをイン

ストールした。Office XPと Office 2007の両方が使える状態になっている 

・最近受講者が Vistaを持参するケースが増えたので、昨年 Vistaと Office 2007のサポータ

ー30人に講習会を実施して対応している。 

・マイクロソフトの社員の間では、Windows 7 が XP パソコンにインストールできるような軽い

ＯＳになることを期待しているそうである。 

・我々としては Windows 7の今後の情報に注意する必要がある 

 

その他 

シニアのパソコン習熟目標をどのレベルに設定しているか」という質問が参加者から出された。

次のような意見が述べられた。 

・パソコンを楽しめればよいと考えている 

・チラシ、年賀はがきができればよいとしている 

・本人の希望に合わせて教え方を変えている 

・きっかけ作りができればよいと考えている 

以上でワークショップ【テーマ３】は終了。参加者全員が発言し活発な論議が交わされた。 
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１．趣旨説明（コーディネーター） 

 多くのシニアネットはシニアのために、また地域のために役

立ちたいと高い意欲をもって活動をしております。そのような

目的のためには、関係する自治体や企業等との協働（コラボレ

ーション）が極めて重要な要素になってきております。また自

治体や企業にとっても、諸施策を進める上で地域に密着したシ

ニアネットの豊富な経験やノウハウを活用することは重要な

要素となっております。しかし、実際の活動を推進していく中

では、資金・場所・人など解決していかなければならない課題

もまた多く存在しております。 

 

本日は、実際に行政として地域の情報化に積極的な「徳島県」の方と地域で活躍されている

「ＮＰＯ法人あいてぃ塾ぐんま」の方に課題を提供していただき、皆様と官・民の協働の在り

方、問題点、解決方法など将来の一層の協働の進展に向けて討論をしたいと考えております。 

 

■ワークショップ 

テーマ－４：「社会貢献はシニアネットの使命、 

行政との協働を促進」 

 

課題提供者（五十音順） 

小笠原 章氏（徳島県県民環境部地域振興局地域情報政策課課長） 

中司 和雄氏（ＮＰＯ法人 あいてぃ塾ぐんま 理事長） 

コーディネーター  

久米 祐介氏（ＮＰＯ法人自立化支援ネットワーク 会員） 
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２．課題提供 

①小笠原 章氏 

 ＩＣＴの持つ特性・重要性を十分認識し、社会の様々な分野

で積極的にこれを利活用する徳島の姿を「e-とくしま」と呼び

種々の施策を実施している。 

具体的には 

・e-とくしま推進財団による官民一体となっての活動 

・全県ＣＡＴＶ網構想の推進による地上デジタル放送対応と 

インターネットの普及 

・ブロードバンドを活用した高齢者世帯等への 

総合支援サービス 

・地域コミュニティの実現 

・地域社会活動の高齢者リ

ーダーを育成するため、

シルバー大学校、シルバ

ー大学校大学院において

ＩＣＴ関連講座の実施 

・徳島色のある講座 

をはじめとするｅ－ 

ラーニング環境の充実 

さらに、徳島大学地域 

創生センターが設立され 

ＩＣＴを活用した地域コ 

ミュニティ形成への取組 

を支援している。徳島県 

も学外協力員として参画している。 

 

②中司 和雄氏 

 あいてぃ塾ぐんまは 2001 年パソコン操作の普及を図るために

ボランティアグループとして発足した。当初は９名のメンバーで

スタート、教えやすいテキストを作り、パソコンを１０台揃えた。

高崎市開催のＩＴ推進・パソコン講習会へ講師として参加、指導

方法を習得・ノウハウを蓄積した。現在は１８名で活躍中。 

その後、受講生確保のため、高崎市地区公民館巡りの営業活動を

展開し、高崎市内の公民館より初めてパソコン講習会を受託した。 

 講義が丁寧・親切な説明であると好評、講習依頼が徐々に増加

してきた。 

2002年市内公民館主催のパソコン講習会の後、更にパソコンを習いたい方々が集いパソコン

サークル（現在高崎市に３４サークル、前橋市に２サークル）が誕生し、NHK 文化センター前

橋教室への講師派遣など活動を広げた。 

小笠原 章氏 

5

＜分野別の基本目標＞

１ 情報通信基盤１ 情報通信基盤 「ｅ－ユニバーサル環境の実現」「ｅ－ユニバーサル環境の実現」「ｅ－ユニバーサル環境の実現」

２ 産業分野２ 産業分野 「ｅ－ビジネスの実現」「ｅ－ビジネスの実現」「ｅ－ビジネスの実現」

３ 生活分野３ 生活分野 「ｅ－コミュニティの実現」「ｅ－コミュニティの実現」「ｅ－コミュニティの実現」

４ 教育分野４ 教育分野 「ｅ－ひとづくりの実現」「ｅ－ひとづくりの実現」「ｅ－ひとづくりの実現」

５ 行政分野５ 行政分野 「ｅ－自治体の実現」「ｅ－自治体の実現」「ｅ－自治体の実現」

県民だれもが、 ＩＣＴの利便性を享受し、 ＩＣＴ
を暮らしに活かし、個人が、地域が、産業が
活力あふれ、県全体がいきいきとした徳島

県民だれもが、 ＩＣＴの利便性を享受し、 ＩＣＴ
を暮らしに活かし、個人が、地域が、産業が
活力あふれ、県全体がいきいきとした徳島

基本理念基本理念：：

e-とくしま推進プラン

官民協働
役割分担

近未来の徳島の姿
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・2002年１０月特定非営利活動法人 認証取得 

・2004年シニア情報生活アドバイザー養成講座実施団体 登録認定 

・2006年群馬県 NPO・ボランティア推進課よりパソコン講習受託（その後前橋市では２つのサ

ークルが立ち上がり、継続学習中）  

・2007年度群馬県NPO協働提案パイロット事業を受託 

・2008年～2009年にかけて以下の様に活動中 

・群馬県より県内全市町村が加盟する地域情報化推進協議会特別会員に推挙 

・高崎市より市内ＮＰＯ法人対象インターネット講習会受託 

・前橋市より市民向けパソコン講習会の講師養成講座を受託 

 

独立行政法人雇用・

能力開発機構群馬セン

ターからの委託訓練等

の協働事業に参加して

いる。 

総じて言えることは、

高崎市の行政組織が優

れていることと、小学

校区ごとにある地区公

民館が民意を把握し、

講習活動の中心になっ

て活動していること、

更にパソコン取り揃え

やインターネット接続

などに融通性があるこ

となどが、官民の協働事業を進める上で機能している大きな要素と言える。 

 

３．討議・質疑 

フロアーよりの発言 

杉並区では、当初は区が講習会をやってくれて区の手伝いをしていた。その後、区が企画をや

らなくなりＰＲ程度になりあとはＮＰＯでやってくれということになった。あと相談コーナー

をやっている。曜日、時間帯、日時があえば自発的なサークルに発展している。そのためのお

手伝いをしている。サークルの運営をしているわけではなくお手伝いである。サークルは１５

ほどある。 

フロアーよりの質問 

徳島では森首相の時に公民館にＰＣを配った。当初１－２年は無料で講師をしていた。その後

の県からのお金の補助がない。どうしているかというと、公民館が機能を発揮しておらずほっ

たらかしになっている。 

ＰＣが余っていたらもったいない。行政が配ったものもそのままにしている。行政へ要請をし

てよいか。 

12

協働事業（５）
群馬県の指針より

{ 群馬県ＮＰＯと行政との協働に関する指針
平成２０年２月 制定

指針６項 「協働」の原則

ＮＰＯと行政は「公」を担う主体

公共性の認識

相互理解

・目的の明確化・共有化
・自立性・対等性の尊重
・信頼関係の構築
・役割・責任の明確化
・透明性の確保

協働の相乗効果を発揮
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中司氏の回答 

地区公民館において講習会をしてきた。市はＰＣを５０台購入したが、最初のＯＳは９８だっ

たがＸＰにした。講習の希望の地区公民館があれば２５台ずつ貸し出している。 

フロアーよりの質問 

予算がないということで、ほったらかしでもったいない。民から働きかけなければいけないの

か、行政側からいってくれるのか。 

中司氏の回答 

公民館が企画すればＰＣを使えるが、民の計画では市のＰＣは貸してくれない。  

民では講習会ではなくサークル活動が主体で、サークル員が自分のノートPCを持って来るか、

ノートＰＣがない人にはＮＰＯが有料で貸出している。 

ＮＰが貸出すＰＣは個人（一部ＮＰＯ法人）で購入し、ＮＰＯで維持管理しているものである。

これまで５０台購入。現在３０数台稼働。毎週金曜に貸出先サークルを計画し、活動日当日持

って行く。 

当初買ったものは老朽化したので購入者に返した。 

当初のＩＴ推進・パソコン講習会の頃、市ではＰＣを持っていなかった、小学校のパソコン教

室を使かわせてもらったり、業者に講習を委託したりしていた。 

フロアーよりの発言 

はじめは働きかけが大切。 ＮＰＯは利益を出さない。でも損失はダメ。 

固定費が大切。群馬でもはじめはＮＰＯのメンバーが投資して買った。実費はもらう。２１０

円/時間。 ＰＣはＯＳの問題もあり古いものは使えなくなるが、必要なことがあるかもしれ

ないのでとってある。 

フロアーよりの発言 

Ｃは高いので仕事が継続しないと購入はむり。レンタルも高い。ＮＰＯは労力の提供が良いの

ではないか。 

コーディネーター 

お金は官で労力は民か？これが協業か。固定資産の部分が問題。どうされているか？ 

フロアーよりの発言 

杉並では、基本的に寄付を仰いだ。 財団等、大きな金額ではないが、２－３台程度の寄付を

頂いた。 

きっかけは仲間の情報等。財団はインターネットでしらべた。公募しているところも多い。 

いろいろな補助金があるのでよく探せば何かある。 

コーディネーター 

日本はドネーションに弱いのでは。特に個人は弱い。 

小笠原氏の発言 

森首相時の政策で平成１２年度に徳島県に５億円頂き、それを積み立てて取り崩しながらＩＴ

普及をやってきたが、当初の１回かぎりであった。平成 1７年以降は県の一般財源でつないで

きたが限界が来た。地方財政が厳しい。県の基金も激減した。理由は地方交付税がカットされ

たためである。現状では殆ど使いはたした。昨年１月からは職員の給与もカットして何とか予

算を組んでいるのが現状である。 

最近は、個人でＰＣをもつのが増えた。個人のＰＣを持ち寄って勉強会をしているところもあ
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る。 

県や市でもっている既存の施設の利用でかなり対応できるのではと思う。 

嗅覚を研ぎ澄まして今お金がどこにあるかを探しだす事が大切と思う。今は国の経済対策の中

にある。例えば国の２次補正の中でＩＣＴ利活用のためのお金があるが１年限りでは有る。お

金を集める方法はあるが、それ以前に既存の施設を十分使っているかも問題である。 

フロアーよりの質問 

江戸川では家庭でインターネットをやっている人は対象としていない。それ以外の人なのでＰ

Ｃは持っていない人が殆どである。 

ＰＣ教室を卒業した人に対して何かやっているのか？ 

小笠原氏の回答 

シルバー大学、大学院でＩＣＴ講座をやっており、それの卒業生が同窓会・同好会をつくって

いる。この数は増えている。 

ＰＣを触ったことのない人に対しては課題。２１年度にやってみたい。 

コーディネーター 

すでに投資しているものや場所をうまく使えてない。ただＰＣの場合はソフトの問題など古く

なり更新が必要になるが、何れにせよ、適材適所にない、使いたい人が、物があるのに使えな

いということが問題だと思われる。どうやったらこれら有る物を使えるようになるのだろうか。 

フロアーよりの発言 

学校などに既存のＰＣはたくさんある。教育委員会や校長と議論をしていく必要がある。その

方向のエネルギーも必要であろう。  

マイクロソフトにもたくさん寄付の申込がある。その中からどうやって選ぶかというと、頑張

っているところを選んでいる。どうしたらうまく引き出せるかを勉強してほしい。費用対効果

の説明が大切である。 

ブロードバンドにはもうお金はこない。今は雇用問題だろう。雇用に結びつくところの企画な

らお金がつくかもしれない。 

フロアーよりの質問 

高崎市では中央公民館でＰＣを持っている。上のＯＫがでないと協働は無理だが、公民館レベ

ルでは比較的簡単。あいてぃ塾はしょっちゅう来て情報をくれる。そのような行為が必要と思

う。 

学校の活用は、高崎ではキリスト教系の学校はボランティアや地域活動に理解が有るように見

える。貸してくれるところもあるようだ。そのあたりの調査も必要ではないか。 

中司氏の回答 

高崎市の小学校でパソコン教室を貸してくれるところもある。校長の判断による。ある学校で

は夏休みに貸してくれた。 

フロアーよりの発言 

伊勢崎市では事業計画を出してもらって市の部署がＯＫなら市の備品を貸出ている。年度では

なくその都度決済をとり判断している。 

フロアーよりの発言 

目黒の高齢者センターでＰＣのオファーが入ったがＰＣをそろえてくれといわれた。１５台必

要であった。知り合いの会社のお下がりを安く８台自己購入したが、２人に１台ではだめで、



 

 88 

買い増しした。 

老人いこいの家で始めたケースでは、インターネットをやりたいという希望があり、小学校と

交渉して貸して貰った。但しこの種のことは行政とのかかわりがないとだめ。信頼を得たうえ

で希望をださないとだめだが、何とか働きかけて出来た。条件はかなり厳しかったが、可能性

はある。 

フロアーよりの発言 

学校のＰＣを借りると制約が多い。あちこちロックされている。基本操作があまりできない。

それでも学校側の苦労も大変。学校のＰＣより生徒のＰＣのほうが性能上のケースが多い。 

維持のための予算が学校にない。行政との協業でうまくＰＣをそろえてくれたという例はない

か。多分無いだろう。 

フロアーよりの発言 

マイクロソフトの寄付行為としては、

ＰＣやソフト等いろいろ手広くやって

はいる。が申込が多いためすべてのＮ

ＰＯに届くには時間がかかる。学校が

喜ぶ、自治体が喜ぶ、仲良く出来ると

いう見方でやると方法があるかもしれ

ない。欲しいというだけでは水掛け論

になってしまう。 

すぐＰＣを貸してくるところはないだ

ろうが、徐々に信頼が上がればいろい

ろ出来るのでは。 

コーディネーター 

自立化支援ネットワークが、新宿区の

小学校の統合で廃校になった校舎を四谷の住民が引き受けて作った「四谷ひろば」で、小学校

が残していったＰＣの運営を教育委員会や四谷ひろば協議会等と話し合って引き受けてやっ

ている事例がある。 

フロアーよりの発言 

マイクロソフトからＸＰを頂いた経験がある。このような制度があるので利用したらどうか。 

「イーエルダ」という会社は古いＰＣのリサイクルをしていて安く購入できるような制度があ

る。このような色々な方法がある。資金を提供してくれる企業もあるようだ。 

コーディネーターの質問 

ハードの初期投資が大変なようだ。ソフトの維持管理も必要であるがなかなかその分野のお金

の手当ては大変ということが分かった。 

ところで人の関係はどうか？ アドバイザーが必要なのは当たり前だが、その他に何か必要な

資格があるのか。 行政から頼みたいときに頼りないという場面はないのか。 

小笠原氏 

県に協働の予算がある。そこに応募してもらえれば可能性はある。県ではＮＰＯ法人の数が増

えている。徳島では２５０ぐらいになっている。まず提案をしてもらってそれが採択されるか

がポイントである。 
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中司氏の発言 

群馬県から協働事業を受けたが、そのためにはＮＰＯ自体も知って貰う必要がある。以前から

県や近隣市町村のいろいろな部署に接触し、我々の活動を紹介してきた。県と市町村は同レベ

ルであり、県からは市町村に指示出来ないので市町村との接触も大切である。 

我々が受けたのは群馬県協働提案パイロット事業であったが、その成果を市町村で活用しても

らうまでに至らなかった。県のパワーで実施することは必要だが、アドバイザーの養成などは

当初から市町村等を巻き込んでやる必要があると感じた。 

ＮＰＯにとって地域と一番向き合っている市町村との協働が大切であるが、徳島県のように県

の職員の方がＮＰＯに入って活動されていると市町村との連携も容易と思われ、うらやましい。 

フロアーよりの発言 

杉並は区とやっている。森首相のときに始めた。 

コーディネーター 

住民に近いところの団体がより地域の事情を知っていると思われるので良いと思うが、そこに

はあまりお金がないのでは。 

小笠原氏の回答 

徳島には２４の市町村があり、財政力には大きな差がある。 

アドバイザー講座は年間３回やっている、予算はないが、会場の確保やＰＲは県でも協力して

いる。方法としては県のホームページのトップに載せてＰＲをするが、市町村にも働きかけ、

市町村のホームページや広報誌にも載せてもらえるようにお願いしている。 

それでも受講者が足りないときは県の職員向けの掲示板に載せたりして募集している。 

既存の広報システムの中で出来る限りのことをしているつもりである。たとえば、職員も希望

があればアドバイザーの資格をとりアシスタント等をやっている。 

協議会など県と市町村の顔合わせの場があるのでその時にもＰＲしている。 

吉田先生の発言 

協働とはルールを見直し、変えていくことではないか。そうし

て暮らしを良くして行く事が協働ではないか。 

今のルールではダメということでもルールを変えれば可能と

なろう。 

ＮＰＯはプロポーザルで無く、事業の成果、課題を見出して、

そして次の企画の提案のレポートをかく能力が必要。これが無

いと次の事業は来ない。 

それで育っていくと思う。これは一つの理想で、どうやってそこまで行くかが大切。 

ＮＰＯには、個人の資質によるところも多いが、色々な層の人を入れて、NPO 力を戦略的に整

えていくのが良い。 

コーディネーターの質問 

ルールを変えないとだめだと思うが、どうやって変えていくか？ 地方がその気になれば出来

るのか？ 

吉田先生の回答 

協働ということに違和感がある。県や市町村は何のためにあるか。県や市町村のためというよ

り地域の運営のためにある。 
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県の仕事をするからＮＰＯに協力してもらうという発想には違和感を覚える。市民活動で県等

を応援するということでなく、それ自体が活動との考えが大切と思っている。それがコミュニ

ティである。 

２０台のＰＣを寄付しようとしたら断られた。これは協働という本質の意味の共通認識がない

為と思う。 

ＮＰＯはレポートを書く能力が必要。それで育っていくと思う。 

これは一つの理想で、どうやってそこまで行くかが大切。 

学校のパソコンといえば、教育委員会は大きな権限を持っている。基本的には子どもたちの安

全が守られれば良い。ただし、学校にも大きな負担になることで、ＮＰＯは「教職員に負担を

掛けない」というような意識を持ってアプローチしなければならない。 

特区扱いなどいろいろやる仕組みはあり、採用されていくと言う流れが出来ている。それをど

んどんやっていけるのが、ＮＰＯであり、シニアネットにそういう時代が訪れてきている。 

コーディネーターの質問 

行政側からみて、だれがＯＫを出せばできるのか、知事などがその気になれば出来るか？ 

小笠原氏の回答 

住民の福祉の増進、最少の経費で最大の効果が地方自治体の使命である。何処まで出来るかは、

組織なのである程度の制約があるが、地位が上がれば出来る範囲は当然広がる。 

活動に対する理解ややる気。中に入ることも大切である。 

コーディネーター 

人の育成はどうか？ 受講生は増えているの、またアドバイザーを増やすのか一般のＰＣを扱

える人を増やすか？ 

フロアーよりの発言 

杉並ではアドバイザーが定期的に集まって情報交換などをやっている。アドバイザーも高齢化

している。増え方が減ってきた。杉並には地域大学があり、ボランティア活動をする人を増や

すのがその主目的であるが、そこでパソコンボランティア講座をやっている。この講座は提案

型で採用になったもので、当初２５名募集したが応募人数がオーバーしたので、定員を増やし

て全員受講可能とし、教室はＮＰＯ支援センターの会議室をかりた。ただし、そこのＰＣは古

い。今ＰＣを購入するとＯＳはＶＩＳＴＡであり、ＶＩＳＴＡも必要。その講座で３０人が修

了したので、その方達を対象にアドバイザー講座を紹介し進めている。アドバイザーの年齢構

成を変えていこうという試みをしている。パソコンを預かってもらうという点では杉並区はや

ってくれている。 

ＰＲについては経費の問題があり、以前チラシを配ったこともあるが効果は無かった。今は区

の広報紙に出してもらっている。新しい講座への応募が減ってきたことは事実。新しくＰＣ人

口を広げるという意味はかなり無くなってきたと思うが、既に使っている人への支援が必要と

思うので相談コースをやっている。それを支えるのにはアドバイザーを増やしていくことが必

要である。 

フロアーよりの発言 

江戸川では受講者は多く盛況である。江戸川区には江戸川総合人生大学がありボランティアの

育成をしている。ボランティアに人が多ければ多いほど、ボランティアも増える。総合大学に

は、介護、町作り、国際、子供学科の４つある。応募のなかにＰＣを一緒に勉強したいという
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人が多い。市販のテキストをつかって講座をやっている。 

 

４．まとめ 

当初は現存ルールの中でやることになるが、やる気のある方がいると幅が広がる。協働は住

民のためという目的をお互いに考えていくことで生まれるように思う。これから何かやってい

くという時に積極的にかつ前向きに攻めて行くと、どこかで必ず何かにぶつかるが、現行のル

ールの中でも工夫検討によりかなりのところまでは出来る可能性がありそうである。ただ、ぶ

つかった壁については、乗り越えようという強い意志で、ルールの見直しを含め立ち向かう気

力と努力が必要となろう。これには、民と官両方で関わる人が極めて大切で、日頃からのＰＲ、

連帯感、やる気等が必須である。 

特に、ＮＰＯを運営しようとすると、初期投資と維持費に問題があり当初の苦労は大きいが、

信頼が増すとともにいろいろの解決手段も出てくると思われる。これらは、ただ待っているだ

けではだめで、提案型でやっていく必要がある。ＮＰＯそれぞれ横の連携も必要である。 

シニアネットの可能性は大きいしますます重要になってくることを認識して、喜ばれ、頼り

がいのある施策（協働）を行っていくことを期待する。 
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１．趣旨説明（コーディネーター） 

 シニアネットの活動がシニアを元気にし、地域に活力をもたら

すものとして各地で大きく評価されてきていいます。シニアネッ

トが常に進化し続け、いつまでも元気な活動を続けて行くこと。

そのための、組織･活動形態･資金･会員規模等々シニアネットの

運営のあるべき方向についてお二人の課題提供者のお話しを聞

いたうえで皆さんとで討論して行きたい。 

 

コーディネーターとして “きわめる”と言うことは、いたず

らに面の拡大を目指す“極める”ではなく、面がＸ軸･Ｙ軸の広がりであるとすれば、いわゆ

るＺ軸とでもいえる深く掘り下げて考える“究める”という側面にも注目し進行役を務めたい。 

■ワークショップ 

テーマ－５：「シニアネットの運営を究める」 

 

課題提供者（五十音順） 

大林 依子氏（いちえ会 主宰） 

中島 敬也氏（熊本シニアネット 代表） 

コーディネーター  

羽澄 勝氏（ＮＰＯ法人自立化支援ネットワーク 理事） 
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２．課題提供 

①大林 依子氏： 

いちえ会は、1994年、東京・飯田橋で活動を開始し

て以来、現在も任意団体として活動しています。 

運営に関しては、組織や規則を持たないフラットな関

係を大切にしながら、ゆるい結びつきでの活動を続け

ています。組織や規則で秩序を安定させる方法も良い

方法ですが、シニアともなると、ひとりひとりの常識

と良識があれば、これだけ長い年月の活動が可能にな

ることを実感しています。 

また一方で、いちえ会は任意団体にもかかわらず、

さまざまな企業からの協力依頼をいただくことも少

なくありません。いつも新しいＩＴ技術に関してアンテナを高くし、シニア世代にとって必要

な技術を取捨選択し、それをわかりやすく会員に提供していくことも、シニアネットには必要

不可欠なことではないかと感じています。そのためには、どのような場づくりと交流のシステ

ムが必要か、少しでもお伝えできればと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                      

 

 

いちえ会の活動の柱 
 

・セミナー、オフ会など実地の活動 
・インターネットによるコミュニケ

ーション 
・シニア情報生活アドバイザー制度

の活用 
・対外的な活動 

いちえ会の活動のポイント 
 

・仲間作り・交流   
・新しい動向のキャッチアップ 
・知的好奇心を満足 
 
 
・活性化につながります 

いちえ会が目指すもの 
 
・いちえ会にとって メンバーの活

性化とは 
 
 
・所属することでメンバーの自己実

現が出来る状態 

そのために重要なこと 
 
・先ずメンバーが何かに頼らずに自

ら進んで取り組むこと 
 
・個人では出来ないことを団体がサ

ポートして出来ること 
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②中島 敬也氏： 

 「シニアの孤独をなくし、楽しく学び、遊ぶ、社会活動の

３拍子で高齢者の生きがい作りの創造を図る」という理念に

基づいて、熊本学園大学の大学院生とＯＢ，教授や職員２１

名が 1999年７月に集まって発足しました。 

 特徴は、歩いていけるところに１２の支部(私たちはサロ

ンと呼んでいます)があるということです。支部の運営は自

主運営です。お助け塾がそそもの始まりで｢みんなが先生、

みんなが生徒｣の方針で運営しています。 

 １０年前はＩＴ(情報技術)を活用するシニアは少数派で

した。果たしてシニアネットが成立するだろうかと周囲は問題視していました。しかし現在、

「シニアＩＴリーダー」の養成講習に人が集まりますし、入会者登録番号が 1170 番を超えた

ということは、「ＩＴを利用して交流を活発にする」という目的の一部が会員の理解と支えに

よって達成されつつあるように見えます。 

 

 

 

 

 

シニアネット熊本の目的と活動 
（１）シニアの孤立を無くし、生きがいの創造を図る為、新たな文化的、人的交流の場を提

供します。 
（２）会員相互の研修により情報技術に関する知識向上を図ります 
（３）世代間の交流による相互理解に務める活動 
（４）ホームページとメーリングリストを開設し、会員相互の情報交換を行います 
（５）パソコン教室を実地し、また会員相互にパソコンに対する質問に対応します 
（６）会員がそれぞれの興味に応じて、コミュニケーションを図る（交流会の実施） 
（７）福祉観点から、高齢者のネットワークに関する研究を行います 
（８）その他 会の目的を達成する為の活動を行います 
（９）医療・保健・福祉・法律・年金・植物栽培など広範囲の専門家にも参加して頂きネッ

トで相談室（主に電子メールによる）が開けることを目指します 
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３．討議、意見交換 

コーディネーター 

 この「ワークショップ５」には７つの団体から参加されています。お二人から課題提供を頂

きましたので次は、参加者と課題提供者との質疑応答ということではなく、７つの団体それぞ

れが持つ現状と課題を話し合い、重ね合わせた結果、融合した【シニアネットワークを究める】

ヒントを、それぞれが持ち帰ることが出来るような討議･意見交換になるよう、議事進行させ

ていただければと思います。 

 討議、意見交換の前提として、提供いただいた二つの課題を整理しますと次の通りとなりま

す。 

 

会員と組織 
特徴 
 歩いて、自転車で行ける所に支部（私たちは通称サロンと呼んでいます）があること 
会員 
 「正会員」は、年会費を納めて会の運営に参加することが出来ます 
 「メール会員」は、会費を納入しなくて良いが、会の運営には参加できません 

（メーリングリストは利用できますし、その他の活動は有料で参加できます） 
組織 
 （１） 役員と事務局：■ 代表、副代表、顧問 ■ 事務局長、事務局次長、事務局員、 
（２）各部 

 教育普及部、交流企画部、ホームページ部、保健福祉部、機器管理部、サーバー 
管理部 

 （３）１２の支部（サロンと呼んでいる） 
（４）各クラブ 

    デジカメクラブ、つりクラブ、ハイキングクラブ、 パークゴルフクラブ、ゴルフク

ラブ、 囲碁クラブ、 ハムクラブ、 立田山散策クラブ 

特質すべき活動 
熊本県シニアＩＴリーダーの養成 
 熊本県・熊本さわやか長寿財団とのコラボレーションで、平成１７年６月から開始 
 この講座を終了で知事の「終了証」と「シニア情報生活アドバイザー」の認定証が取得でる 
アドバイザーのスキルアップ 
 ■ 月１回のアドバイザー会議 ■ 講師講習 ■ サロン支援のための講師派遣 
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これらのポイントを、参考にしながら、皆様の現状課題をお聞かせ下さい。 

Ｉ氏（とかちシニアネット）の発言  

これからの１０年をどう取り組みどう組織して行けばよいのかが大きな課題である  

行政との協働、人材の育成、会員女性５３％にどのように活躍してもらうか、団塊世代の取込

をするための方策、教室の広さ・現有パソコン台数、会費は妥当なのか 

Ｆ氏（北海道大学）の発言 

シニアネットの親密圏、公共圏、コミュニティでの言論空間がシニアの孤独を開放する有効な

資源となるのではないかという構想で研究を進めている 

メーリングリストでの交流で、激しい意見の対立となることはないのか、その場合、どのよう

に解消しているのか 

これからの１０年２０年をシニアに頑張ってもらわないと、私は何を研究していたのかという

ことになる 

Ｔ氏（埼玉県 鶴ヶ島）の発言 

現在４２名の会員で活動している 

次のような理由でメール会員を廃止した 

会員の半分が主婦で、意見が出てこない 

会員同士で活動がバッティングする場合が多く、情報収集の場のみと考える会員が目立った 

会員同士の信頼関係がないと維持が難しい  

（場所を持たない、OFF会がない ことにも起因しているのだろうか）  

Ｉ氏Ｉs氏（熊本シニアネット）の発言  

熊本の有り方がごく当たり前と思って疑わなかったし、組織のない集団は考えられない 

熊本はお金を払う会員と払わない会員で構成されている 

いちえ会 
 
・ 1994 年 5 月活動開始 
・ 東大駒場隣接の常設サロン 
・ 個々の自主性と知恵 
・ サポーターズクラブ（会員から

は会費をもらわない） 
・ NMDA アドバイザー養成 
  
・ 活動の場の提供 

企業との連携 
会員交流の場 

  ホームページ、掲示板 
・ 現在の活動を持続すること 

熊本シニアネット 
 
・ 1999 年 7 月活動開始 
・ 本部と 12 のサロン(支部) 
・ 正会員、メール会員 
・ 会費 
 
・ NMDA アドバイザー養成 
(合格者は県知事名の終了証受領) 
・ 活動の場の提供 

県、大学、老人福祉施設 
会員交流の場 

  ホームページ、メーリング 
・ 財政と人材育成が課題 

提供課題 
の 
整理 
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女性の比率が高く自分たちでメンバーを作っている。例えば お茶の会、マージャンの会など 

会員育成を如何するか、存続を如何するかが悩み 

大林氏の発言 

みんなの気持ちが必要性を

感じている団体であり続け

ること 

サポータークラブは現在

120名くらい（寄付だと思っ

ていますし、大事に使わず

においている） 

家賃の負担は決して楽では

ないが、人気講座や企業と

の連携で運営できている 

場の提供を大切にしている 

バーチャルの場とリアルの

場 発足の時、会社人間（組

織縦割り社会）と主婦的発想の違いは有ったが、現在のやり方に自信はあった 

Ｉ、Ｋ、Ｎ、Ｋ氏（いちえ会）の発言  

いちえ会に加入する前は別の活動をしていたが、組織を維持すること・活性化することに苦痛

を感じていたが、現在は伸び伸びと活動できている。（奥様も一緒に活動している）  

熊本のシニアの情報生活アドバーザー取得者への研修システムは、今後の参考になる。 

ネットでいちえ会へ入会し 講師もやっているが、自分が貢献できることで貢献出来れば良い 

アドバイザーの資格を持ちパソコンの講師をしているが、生徒と共に出来た作品を楽しめれば

最高 

Ｓ氏（小平シニアネットクラブ）の発言  

2001年スタートし現在の会員は２４０人、年会費3,000円で、市の公民館やセンターを活用し

ている 

地域密着型に徹して運営を究めるべくがんばっている 

半分は社会人を終わった男性、半分は専業主婦で、誰かがどこかで集まっているが、会員同士

が結びつき過ぎている傾向もある 

いちえ会の運営は自分達と違いすぎ、正直のところ何もないと分解してしまう不安を感じる 

講師はアドバーザー資格者だけではなく、技量を見ながら選んでいる･･･ワードエクセルさよ

うなら 

Ａ氏（栃木県シニアセンター）の発言  

無償の講座を通じて、多くの会員を集めている 

どんどん入って、やめる人は辞めてもらって良いのでは、組織の拡大に神経質になる必要はな

い 

Ｈ氏（自立化支援ネットワーク）の発言  

アドバイザー養成講座の講師もやっているが、“組織に入ってやりたくない、縛られたくない、

自分勝手にやりたい” 
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船橋の自活村にも所属している・・・オフ会的存在が有り、会から会へ発展している 

止まり木があること だからわいわいなんでもやれる  

熊本はその辺が実に上手く機能していると感じた 

中島氏の発言 

このように話し合っていると、皆どこか類似点が有るなということが分かった 

メーリングの炎上は良く有るが、誰かが仲裁できる、そこが大切だろう 

組織のことは、形は作るが、縛りは出来るだけ緩やかに運営している、あと十年はこの侭で良

い 

ＮＰＯ組織にしても良いのかなとも考えている 

場の提供、知識を表現できる場の提供に努めながら、核となる人材を育てて行きたい  

我々が元気になれば良い、そうすれば地域にも貢献できる 

大林氏の発言 

アドバイザーのスキルアップの機会をきちんと作れてないので、仕組みは必要かなと感じてい

る 

熊本や皆様の話を聞きながら、やり方が違っても 目指すところは同じであることを痛感 

活動の場の提供が、仲間が居るからやれるのだという安心に繋がり、そこから活力が生まれて

くる  

Ｓ氏（小平シニアネットクラブ）の発言  

団体の立ち上げの形態はそれぞれ違うが、共通なのは、『場の提供、会費の問題』 

小平では、団塊の世代を引き込んで、地域密着型を推し進めたいが、中々会員が増えない 

 

コーディネーター  

以上参加者の活動の現状と課題を討議してきましたが、その中から別の観点から新たに浮き彫

りになり、忘れてならない点として： 

・シニアの社会的評価を引き上げることが必要であること・・安いからシニアへ頼むでは困る 

・団塊の世代の取り込みと言いながら、年金支給時期のことも有り、彼らも未だ稼ぐ必要が有

ること 

・女性、男性共にお互い思い込みが多いのでは、でも男性が変わっていかないと 

・パソコンハードの問題・・・XP VISTA 受講生持込 VISTA MEも使われている現状 

などが挙げられます 
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コーディネーター：論点を整理する 

いちえ会と熊本シニアネットのお二人の提供課題を切り口に、皆さんとの討議の論点を融合し

て、チャート化すると図の様になるのではないでしょうか。 

 

 

 

４． まとめ 

組織が有るか無いか 多くのシニアが組織や規則で縛られることに飽き飽きしていながら、

長い人生の中で組織人間に育て上げられてしまい、組織や規則が無いと不安でしょうがない。 

組織人間の経験が薄い女性陣と組織や規則が無いと不安でしょうがない元会社人間、実は皆拘

束から逃れ自由で在りたいと思っている。 

 

今回のワークショップで鮮明となったのは、縛られるのは嫌だが、孤独も嫌だと言う我が侭

なシニアのニーズに対し、いちえ会、熊本シニアネットという二つの団体は、全く両極から取

り組みながら、実はその目指すところは同じであるということであろう。 

 

非常に印象的だったのは 

・熊本シニアネット中島代表の『本当に必要な人を支援していく』 

・いちえ会大林主宰の『いちえ会の将来に向かっての維持が目標では有りませんが、この会が

なくなったら困ると思う仲間が居る限り継続し続ける』 

と言う、苦労を重ねて現在の団体にまで育て上げた自信と、 

・今がしっかりしていれば、人材は育つ、お金は付いて来る、 

と言う確信溢れる締めくくりに、参加者は、自分達の課題解決策のヒントを得たに違いない。 
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 全国各地で活躍している１６のシニアネット、３つの企業および財団法人ＪＫＡより、活動状況などの展示が

なされた。２月２７日の１３時より１４時３０分まで交流広場が開催され、多数のフォーラム参加者が訪れた。

日ごろ顔を合わせることの無い者同士がフェース・ツー・フェースで意見交換し、相互交流を深め、それぞれの

活動のための知見を得る場となった。 

 

１．会場風景 
 

 
 

  

■シニアネット交流広場 
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２．各団体の展示内容－１ 

  
ＮＰＯ法人 湖南ネットしが               ＮＰＯ法人 シニアネットいぶり 

 

  
ＮＰＯ法人 あいてぃ塾ぐんま                ＮＰＯ法人 栃木県シニアセンター 

 

  
社団法人 長寿社会文化協会・          ＮＰＯ法人 シニアＳＯＨＯ横浜・神奈川 

関東ネットワークセンター 
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各団体の展示内容－２ 

  

熊本シニアネット                   ＮＰＯ法人 シニアネット光 
 

  
ＮＰＯ法人 いきいきネットとくしま                    財団法人 ＪＫＡ 

 

  
ＮＰＯ法人 沖縄ハイサイネット                   マイクロソフト株式会社 
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各団体の展示内容－３ 

  

ＮＰＯ法人 おおさかシニアネット                     株式会社デジブック   
 

  
ＮＰＯ法人 東上まちづくりフォーラム           ＮＰＯ法人 すぎとＳＯＨＯクラブ 

 

  

メロウ倶楽部                                トレンドマイクロ株式会社 
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各団体の展示内容－４ 

  
ＮＰＯ法人 あびこ・シニア・ライフ・ネット                  いちえ会 

 

 

３．シニアネット交流広場 出展団体 

 
ＮＰＯ法人 湖南ネットしが 

office@konan-net.org 

財団法人 ＪＫＡ 

http://www.keirin-autorace.or.jp/ 

ＮＰＯ法人 シニアネットいぶり 

urara05@orange.plala.or.jp  

マイクロソフト株式会社 

http://help.jp.msn.com/contact.aspx 

ＮＰＯ法人 あいてぃ塾ぐんま 

aitei-juku@po.wind.ne.jp 

ＮＰＯ法人 おおさかシニアネット 

http://osaka-senior.net/osn_blog/go_blog.html 

ＮＰＯ法人 栃木県シニアセンター 

tochi-senior@cc9.ne.jp 

株式会社デジブック 

info@digibook.com 

社団法人 長寿社会文化協会・ 

関東ネットワークセンター 

kantou@wacnc.net 

ＮＰＯ法人 東上まちづくりフォーラム 

info@tojocity.org 

ＮＰＯ法人 シニアＳＯＨＯ横浜・神奈川 

toiawase@svyk.jp 

ＮＰＯ法人 すぎとＳＯＨＯクラブ 

npo@sugito.com  

ＮＰＯ法人 沖縄ハイサイネット 

haisai@khaki.plala.or.jp 

メロウ倶楽部 

webmaster2@mellow-club.org  

ＮＰＯ法人 シニアネット光 

sn_hikari@ybb.ne.jp 

トレンドマイクロ株式会社 

http://jp.trendmicro.com/jp/home/ 

ＮＰＯ法人 いきいきネットとくしま 

info@ikiikinet.org 

ＮＰＯ法人 あびこ・シニア・ライフ・ネット 

tsasaki1@jade.plala.or.jp 

熊本シニアネット 

jh6uhi@m18.alpha-net.ne.jp 

いちえ会 

http://www.ichiekai.net/home/ 
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１．お疲れ様でした 

自立化支援ネットワークの生部

圭助でございます。２日間にわた

りお疲れ様でした。基調講演や特

別講演の先生方、パネリストの皆

様、ワークショップで課題提供を

してくださった皆様、熱心に討議

に参加し質問をいただきました

方々に厚くお礼申します。 

平成２０年度のシニアネットフ

ォーラム２１の第１回目としては、

昨年の１１月に大阪で開催いたし

ました。本年度の２回目でありま

す東京での開催も無事に終わりを迎えることができ安堵いたしております。 

今回のシニアネットフォーラム２１では、私ども自立化支援ネットワーク（ＩＤＮ）が、企

画段階から、フォーラムの主催者であるニューメディア開発協会の村岡部長のお手伝いをして

まいりました。また、当日の運営にもＩＤＮのスタッフが携わってまいりました。 

フォーラム全体の構成、当日の運営にご満足いただけたか若干の心配もあります。もし、不

都合などありましたらご容赦いただきたいと思います。 

 

２．今回のフォーラムのコンセプト 

こちらのスライドは、今回のフォーラムのコンセプトを示しております。３つのブロックに

分かれております。左上は、生きがい・自己実現・新しいライフスタイルの追及など、シニア

個人の願望を示しております。右のブロックは、地域・社会を示し、下のブロックは、活動主

体としてのシニアネットを示しています。 

それぞれのシニアは、個々の生きがい・自己実現を願うのと同時に、地域や社会に貢献した

いという願望も持っております。シニアネットは、シニアの活動機会と活動の場を提供するの

と同時に、シニアの知財と活力を結集して地域の活性化に貢献できるようにアクションを起こ

すことになります。 

今回のシニアネットフォーラム２１では、この図に示しますようなコンセプトの元に、基調

講演、特別講演につづいて、パネルディスカッションと５つのワークショップを企画いたしま

した。 

基調講演の島田先生には、７月の初め頃にご講演をお願いしました。当時は今日のこのよう

な経済状況を予測することはできませんでしたが，わが国のトップに位置しておられますエコ

■クロージングセッション 

総括 

生部 圭助氏（ＮＰＯ自立化支援ネットワーク 理事長 ） 
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ノミストの立場より直接貴重なお話を伺うことができました。また、先生が実践されているこ

とを通して、私どもシニアを元気付けるエールをいただきました。 

トレンドマイクロの黒木様には、ＩＴやＰＣ利用における昨今のセキュリティ問題について

より具体的な内容に踏み込んでいただきました。セキュリティ問題については、ひところとは

異なった点に注意を要することを知ることができました。 

また、自分が

被害を受けな

いようにする

だけでなく、他

人様へ迷惑を

かけないこと

にも注意すべ

きことを理解

することがで

きました。 

 

私は今回の

フォーラムを

通して、一人の

シニアとして、

また、シニアネ

ットの責任者

として、感銘を

うけ、ご教授を受けることがたくさんありました。以下、二つのポイントについて簡単に述べ

てみたいと思います。 

 

個人の『生きがい』を重要視しよう 

2009年のはじめにフォーラムの案内をしてから、皆様の参加申し込みの状況を注意深く見て

まいりました。ワークショップは、テーマ１（生きがい）、テーマ２（コミュニティ・ビジネ

ス）、テーマ３（ＩＴ普及）、テーマ４（行政とのコラボレーション）、テーマ５（シニアネッ

トの運営）の５個で構成されております。ワークショップへの参加希望の申し込みとしまして

は、テーマ１（生きがい）への申し込みが多い状態で推移してまいりました。 

 私自身も常に、各個人の期待にこたえることが重要であると思いながら、いろんな局面での

判断するように心がけておりますが、今回参加された皆様も、自分の生きがいや自己実現に大

きな興味をお持ちになっているのを強く感じました。私たちが日ごろ実施しようとする事業や

活動を考えるときの評価軸として、「個人の生きがい」を重要視することを忘れてはならない

と思います。 

 

１０年を経たシニアネットの新たな飛躍を 

今回のフォーラムのもうひとつのポイントは、１０年を経たシニアネットが新たな飛躍を遂

・コラボレーション＊
・新ビジネス
・協働＊
（行政・企業）

・コミュニティ
・交流（の輪）
・地域振興
・地域活性化
・まちづくり
・地域の魅力増大
・資産の継承
・地域文化の保全・継承
・教育活動
・情報化
・地域ビジネス
・コミュニティビジネス
・行政の期待

・生きがい創出
・生活をエンジョイ
・生涯現役
・活老
・学び
・収入
・新しいライフスタイル

シニア
（団塊の世代
を含む）

シニアネット

地域
社会

【メロウ・ソサエティ構想の狙い：高齢者自立型・参加型情報化社会の構築】

■基調講演：２テーマ
■特別講演：１テーマ
■パネルディスカッション
■ワークショップ：５つのテーマ・課題提供

①貢献

・社会の支え
・社会参加
・社会に還元
・啓蒙

⑤アクション

④案を提案

②知財を「見える化」
③機会と場を提供
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げるための節目に位置づけようというものであります。 

徳島大学の吉田先生にご無理を申しまして、特別講演とパネルディスカッションのコーディ

ネーターをお願いしました。吉田先生は、３年前の「シニアネットフォーラム２１ in 四国」

でもご講演いただいており、シニアネットの現状を分析し、今後のあり方についても提案され

ています。また、平成１９年度には、こちらにいらっしゃる堀池様も参加されて『平成１９年

度構築研究会 シニアネットの構築と活性化のためのガイド』の報告書をまとめておられます。

その中で、１０年を経たシニアネットを総括し、新たな展開についても言及されています。シ

ニアネットをもっと機能させる仕組みづくりとして『全国的なシニアネットセンター』を立ち

上げることを提言されています。今回の特別講演でもその一端を披露していただきました。 

各シニアネットでは、それぞれに努力を続けることにより、参加される皆様の満足とシニア

ネットとしての成果を挙げておられます。それぞれは、一層の努力を重ねることにより、更な

る発展を目指してもらいたいと思います。一方、吉田先生たちが提言されている、新たな展開

ができれば、シニアネットの新しい道が見えてくるかも知れません。 

 

３．次年度にむけて 

 今年度のシニアネットフォーラム２１はこれでお開きとなります。次年度は熊本で開催しよ

うというお話もあるやに伺っておりますが、ぜひ実現してほしいと思います。 

本日はこれでお別れすることになりますが、ぜひ、今回知己を得た方々がネットワークを介

して今後も交流をしながら、来年に再び皆様と一同に会する機会を持つことができることを切

に希望いたします。 

 本日も最後までご出席していただきありがとうございました。改めてお礼を申します。 
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シニアネットフォーラム２１ in 東京 ２００９ 

 

付属資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
□ シニアネットフォーラム２１ in 東京 ２００９  案内状 

□ シニアネットフォーラム２１ in 東京 ２００９  来場者用アンケート表 

□ シニアネットフォーラム２１ in 東京 ２００９  来場者用アンケート調査結果 

□ シニアネットフォーラム２１ in 東京 ２００９  参加者データ 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 現在、我が国は６５歳以上の高齢者が約２８１９万人、人口比率で２２.１％となっております。また一段と高齢化が

進み、実に４.５人に１人が６５歳以上と言うことになります。日本の総人口は既に減少に転じている中、団塊の世代

が高齢者の仲間入りをするなど高齢化はますます進み、少子化と相俟って２０５５年には６５歳以上の高齢者が４

１％を占めるであろうと予測されております。ほぼ二人に一人が高齢者という時代がやってくるということになりま

す。 

 高齢者が数の上でメジャーとなる時代、かつて団塊の世代がそうであったように、高齢者のパワーが社会を変え

ていく、と言っても過言ではありません。今後、高齢者が社会の主役として、新しい文化形成の担い手としてさまざ

まな形で活躍されることがますます重要となって参ります。 

そこでは、高齢者の方々自身の意識や生活様式等自らの生き方を変えていくことが大切になっていくのではない

かと思われます。 

 そうした中、好きなＩＴを生かして充実したシニアライフを送りたい、そして少しでも社会のためにお役に立ちたいと

する高齢者同士が集う「シニアネット」が各地にあって、高齢者へのＩＴ講習を行ったり、長年培ってこられた知見・ノ

ウハウ等をＩＴを駆使して地域に還元したりと、仲間と共に楽しく、生き生きと、地域に根差したさまざまな活動を展

開しております。 

 シニアネットは、まさに高齢者に“地域デビュー”の機会をもたらし、シニアライフを豊かで楽しいものにするなど

高齢者の生きがいの創出に大きな役割を果たしております。そして、かかる少子高齢社会にあって、高齢者の持

つ豊かな知識・技術・経験等は、自治体等と協働（コラボレーション）することで、地域の情報化促進はもとより、街

づくり、地域振興等に大きく貢献するものであります。 

このようにシニアネットは、高齢者にとっては勿論、自治体・企業の方にとっても大変重要な組織であると言えま

す。 

 当協会は、旧通商産業省（現経済産業省）が提唱された「メロウ・ソサエティ構想」の実現を目指すにあたり、こう

したシニアネットの活動こそ極めて重要で、欠くべからざるものと認識し、シニアネットを強力なパートナーと位置づ

け、連携を強化して参りました。こうした経緯から、当協会はシニアネットが全国津々浦々、至る所にあって、高齢

者が生き生きと活躍している、そうした姿を創出していくことが急務と考えております。 

その為、シニアネット普及・拡充を図るべく、これまで経済産業省や財団法人日本自転車振興会（現財団法人ＪＫ

Ａ）のご指導、ご支援を得る中、シニアネット諸団体等と協力しあって「シニアネットフォーラム２１」を全国で開催し

て参りました。 

 この度は「シニアネットフォーラム２１ｉｎ東京 ２００９」を東京で開催することとし、「シニアが変わる、地域が変わ

る、シニアネットの更なる飛躍！－シニアパワーで新しい文化を－」と題し、シニアネットのより一層の普及と活性

化を図ることに致しました。 

 既にシニアネットに加わって活動されている方々は勿論、「地域デビューをしてみたい…」「シニアネットに参加し

たい…」「何か地域のために活動してみたい…」等々お考えの高齢者や団塊世代の方、そして「高齢者と協働して

施策や事業に取り組みたいが…」とお考えの自治体や企業の関係者の方など、幅広い分野の方々にご参加頂き、

熱い議論と深い交流を通して、シニアネットのあり方を考え、活力ある高齢社会の創出につながる有意義なものに

していきたいと切望しております。そして、参加された皆様の今後のご発展につなげて頂ければと思います。 

 このフォーラムがきっかけとなって、シニアネットの普及・拡充が一層加速され、高齢者の充実したシニアライフ

や豊かな高齢社会の構築に貢献できれば、これに勝る喜びはありません。 

 それでは、多くの方々のご参加を心よりお待ちいたしております。 
 

 
競輪補助事業 

シニアネットフォーラム２１in 東京 ２００９ 
◇シニアが変わる、地域が変わる、シニアネットの更なる飛躍◇ 

～シニアパワーで新しい文化を～ 
平成 21 年 2 月 26 日（木）～27 日（金） 

日本青年館（東京都新宿区） 

主催：財団法人 ニューメディア開発協会（http://www.nmda.or.jp） 



 

 

開催概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

‒‒‒- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

日時    平成21年2月26日（木） 10：30～17：45 

27日（金） 10：00～15：45 

           （懇親会 26日（木） 18：15～20：00） 

会場    日本青年館 

       〒160-0013 
東京都新宿区霞ヶ丘町７番１号 

主催    財団法人ニューメディア開発協会 

後援    経済産業省（予定） 

協力     株式会社ジャストシステム 

       トレンドマイクロ株式会社 

       ニフティ株式会社 

       マイクロソフト株式会社    （五十音順 ） 

定員        約 ２００ 名 

参加費   無料 

参加対象  ・シニアネットへの参加や新規設立等シニア 

ネットに関心のある方 

・シニアネットのメンバーの方 

・団塊の世代の方 

・シニア情報生活アドバイザーの方 

・自治体で高齢者問題やコミュニティ･ビジネ

ス、ＮＰＯ活動推進をご担当の方 

・企業で社会貢献、シニアマーケティング、 

バリアフリーなどシニア向け商品・サービス    

の企画開発等に携わっておられる方 

・コミュニティ･ビジネスやＮＰＯ活動に取り組

んおられる方 等々  

 

【お問い合わせ先】 

「シニアネットフォーラム２１ 事務局」  

〒100-0013東京都千代田区霞が関1-4-2 

大同生命霞が関ビル18階 

日本コンベンションサービス株式会社内（堀内、西村 ） 

ＴＥＬ03-3508-1213 ＦＡＸ 03-3508-0820 

 e-mail snf21@convention.co.jp 

申込方法 下記いずれかの方法でお申込み下さい。 

①ＦＡＸまたは郵送でのお申し込みの場合 

同封の参加申込み用紙に必要事項をご記入の上、ＦＡＸまたは郵

送にて下記「お問い合わせ先」までお送り下さい。 

②ウェブサイトよりお申し込みの場合 

下記ウェブサイトへアクセスして頂き、専用フォームよりお申込み

下さい。 

・ シニアネットフォーラム２１ 事務局 

URL：http://www.npo-idn.com/snf21-2009tokyo/annai/ 

・主催者 URL：http://www.nmda.or.jp/mellow/ 

 

 

申込締切後「参加証」をお送り致します。なお定員に達した時点で締め

切らせていただきますのでご了承下さい。 

 

懇親会      どなたでもお気軽に、ご参加下さい。 

新しい出会いをつくり、お互いの親交を深めて頂ける場です。ご

参加頂いた皆様同士、親しく、そして楽しくご歓談頂きながら、有

意義なひとときをお過ごし下さい。また、余興など楽しい催しもご

用意致しております。どうぞ、どなたでもお気軽にご参加下さい。 

■ 会場 ：日本青年館4F 宴会場 『アルデ』  

■ 会費 ： 5,000円 

ご昼食   お昼には、お弁当をご用意致します。 

どうぞご利用下さい。 

■ 料金 ： 1,000円 

懇親会・ご昼食をご希望の方は、事前に下記口座に所定の

金額をお振込頂けますようお願い申し上げます。尚、振込手

数料はご負担下さいますようお願い申し上げます。 

お振込み先   三井住友銀行 日比谷支店 普通口座 

口座番号： 8322576 

「シニアネットフォーラム 21 事務局」 お振込み期限 ：平成 ２ 1年 ２月８日（金） 

日本青年館へのご案内 

 
●ＪＲ 信濃町駅より徒歩９分 

●ＪＲ 千駄ヶ谷駅より徒歩９分 

●地下鉄銀座線 外苑前駅３番出口より徒歩７分 

●地下鉄大江戸線 国立競技場駅Ａ２出口より徒歩７分 

 

※徒歩の方は地図の点線に沿ってご来場下さい。 
 

※会場及びその周辺は駐車場が少ないため、 

当日は公共の交通機関をご利用下さい。 

※車でのご来場はご遠慮いただきますよう、 

お願い致します。 

申込締切：平成 ２１年２月８日（金）（郵送の場合、当日消印有効） 



 

 

プログラム 

２月２６日（木） 日本青年館 

10：00～10：30 受付  

10：30～10：45 開会 

オープニングセッション 

 

・主催者挨拶 

岡部 武尚（財団法人ニューメディア開発協会 理事長） 

・来賓挨拶 

経済産業省商務情報政策局（予定） 

10：45～12：00 基調講演１ 「高齢社会に於けるアクティブシニアの新しい生き方 

－社会の主役に－」 

島田 晴雄氏 （千葉商科大学 学長） 

12：00～13：00 休憩（昼食）  

13：00～14：00 基調講演２ 「ＩＴと暮らすシニアの安心と安全－ITはシニアの強い味方－」 

黒木 直樹氏 

（トレンドマイクロ株式会社 上級セキュリティエキスパート） 

14：00～15：00 特別講演 「新しい時代のシニアネットとは 

－２０１０年代に向けて更なる飛躍を－」 

吉田 敦也氏 （徳島大学・総合科学部 教授、地域創生センター長） 

15：10～17：45 

 

パネルディスカッション 

 

「シニアが変わる、地域が変わる、シニアネットの更なる飛躍」 

・コーディネーター 

吉田 敦也氏（徳島大学・総合科学部 教授、地域創生センター長） 

・パネリスト（五十音順） 

斎藤 富士夫氏（ＮＰＯ法人 湖南ネットしが 理事長） 

塩見 信雄氏（ＮＰＯ法人 シニアネットひろしま 理事長） 

砂川 正男氏（ＮＰＯ法人 沖縄ハイサイネット 会長） 

中西 建策氏（ＮＰＯ法人 おおさかシニアネット 副理事長） 

柳原 正年氏（富山社会人大楽塾 代表） 

 

２月２６日（木） 日本青年館 4F 宴会場『アルデ』 

18：15～20：00 懇親会  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

プログラム 

２月２７日（金） 日本青年館 

9：30～10：00 受付  

10：00～13：00 ワークショップ 【テーマ１】 

「シニアの生き甲斐を創出、魅力あるシニアネットとは」 

課題提供者： 

        福森 宏昌氏（ＮＰＯ法人 シニアネット光 代表理事） 

        小池 達子氏（メロウ倶楽部） 

【テーマ２】 

「シニアの豊かな経験を地域に活かす、事業型シニアネットのすすめ」 

課題提供者： 

堀池 喜一郎氏 

（ＮＰＯ法人 シニアＳＯＨＯ普及サロン・三鷹 顧問） 

        細内 信孝氏 

（コミュニティ・ビジネス・ネットワーク 理事長/ 

コミュニティビジネス総合研究所 代表取締役所長） 

【テーマ３】 

「シニアへのＩＴ普及活動の更なる飛躍に向けて」 

課題提供者： 

        山崎 憲一氏（シニアネット米子 理事長） 

        秋山 幸彦氏（ＮＰＯ法人 シニアネットいぶり 理事長） 

 

【テーマ４】 

「社会貢献はシニアネットの使命、行政との協働を促進」 

課題提供者： 

        小笠原 章氏 

（徳島県 県民環境部 地域振興局 地域情報政策課 課長） 

        中司 和雄氏（ＮＰＯ法人 あいてぃ塾ぐんま 理事長） 

 

【テーマ５】 

「シニアネットの運営を究める」 

課題提供者： 

        大林 依子氏（いちえ会 主宰） 

        中島 敬也氏（熊本シニアネット 代表） 

13：00～14：30 シニアネット交流広場 

休憩（昼食） 

シニアネットの成果展示による相互交流の場 

 

14：30～15：30 ワークショップ発表 各テーマの討議内容発表（発表者：各コーディネーター） 

15：30～15：45 クロージングセッション 

 

閉会 

「総括」 

生部 圭助氏（ＮＰＯ法人 自立化支援ネットワーク 理事長） 

 



 

 

実施予定プログラム 

２月２６日（木） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『高齢社会に於けるアクティブシニアの新しい生き方－社会の主役に－』 
島田 晴雄氏（千葉商科大学 学長） 

我が国の高齢化は急速に進み、2055年には実に総人口の４１％が６５歳以上になると見込まれていま

す。シニアが数の上でもメジャーとなる時代、まさにシニアがこれからの社会を変えていく、と言っても過

言ではありません。「活老なくして繁栄なし」と言われております通り、高齢者が主役になって社会で活躍

することがますます重要となって参ります。 

そうした中、多くのシニアが「シニアネット」に集い、得意のＩＴを駆使しながら元気に、楽しみながら、ＩＴ

講習などをはじめボランティア活動に邁進し、豊かで充実したシニアライフを目指しております。まさに、

自ら自立し、社会を支える側に立とうと意欲的な活動を展開しております。シニアネットはシニアの生きが

いづくり、地域の振興にと重要な役割を果たしている大変有意義な組織であり、シニアが主役で活躍する

に、その普及拡大が急務であります。 

 かつてメロウ・ソサエティ構想推進に関わったこともある我が国を代表するエコノミストで、小泉内閣の内

閣府の特命顧問を務めた学識経験者より、吹き荒れる世界同時不況にシニアも否応なく呑み込まれよう

としている、厳しい局面にあることも考慮したとき、シニアは今後、どう生きるべきか、シニアの社会参加・

市民活動の意義等について言及していただく中、その生き様について語って頂きます。 

『ＩＴと暮らすシニアの安心と安全－IT はシニアの強い味方－』 
黒木 直樹氏（トレンドマイクロ株式会社 上級セキュリティエキスパート）） 

高度情報化社会が進展する中、ＩＴはますますシニアの生活に深く関わってきております。ＩＴと暮らすシ

ニアにとって、電子メールやインターネットの利活用は今やシニアライフを実り豊かにするものとして日常

生活に欠かせない存在になってきております。現在、そこには様々な“危険”が待ちかまえておりますが、

今後、日進月歩を続けるＩＴがシニアの生活にいかなる影響をもたらすのか、そしてシニアライフにいかな

る夢や安らぎをもたらすのか、シニアならずとも大きな関心事であります。近未来のＩＴはシニアに優しいも

のとなり、社会参加を支援すると言います。 

 そこで、日々、パソコンやインターネットの安心と安全に取り組んでいる専門家から、今後の技術動向を

踏まえながら、ユビキタス時代を生きるシニアのＩＴライフがどうなるか、展望していただきます。 

基調講演１（１０：４５～１２：００） 

基調講演２（１３:００～１４:００） 



 

 

２月２６日（木） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（コーディネーター） 

吉田 敦也氏（徳島大学・総合科学部 教授、地域創生センター長） 

（パネリスト・五十音順） 

斎藤 富士夫氏（ＮＰＯ法人 湖南ネットしが 理事長） 
塩見 信雄氏（ＮＰＯ法人 シニアネットひろしま 理事長） 

砂川 正男氏（ＮＰＯ法人 沖縄ハイサイネット 会長） 

中西 建策氏（ＮＰＯ法人 おおさかシニアネット 副理事長） 

柳原 正年氏（富山社会人大楽塾 代表） 

我が国にシニアネットが誕生して以来、１０年余が過ぎ、この間多くのシニアネットが全国に誕生し、各地

でシニアの情報リテラシー向上を通してその活性化や地域の情報化促進等有意義な活動を展開し、大き

な成果を収めてきております。少子高齢社会だからこそ、シニアが主役となって地域を盛り立てて行くこと

が求められている中、多くのシニアが集う「シニアネット」が、その牽引役を担うことが期待されておりま

す。 

 団塊の世代がシニアの仲間に加わろうとしている等、新しい局面を迎えようとしております今日、２０１

０年代の新しい時代におけるシニアネットのあり方について議論することは極めて意義のある重要なこ

とと思います。 

 そこで、各地で活躍中のシニアネットの代表者にお集まりいただき、これまでの経緯を振り返る中、次の

１０年に向けて、シニアは、そしてシニアネットはどう変わり、どう進化すべきか大いに論じて頂きます。全

員参加で大いに考えましょう。 

『シニアが変わる、地域が変わる、シニアネットの更なる飛躍』 

パネルディスカッション（１５：１０～１７：４５） 

特別講演（１４:００～１５:００） 

『新しい時代のシニアネットとは－２０１０年代に向けて更なる飛躍を－』 
吉田 敦也氏（徳島大学・総合科学部 教授、地域創生センター長） 

我が国にシニアネットが誕生してから１０年余りが経過し、昨年０８年は古くからある老舗のシニアネッ

トが続々と創立１０周年を迎えました。この間、シニアへのＩＴ普及等地域の情報化や活性化に大きな成

果を挙げて参りました。少子高齢社会にあって、シニアパワーが社会を牽引し、変えていくことが期待さ

れている中、かかる「シニアネット」こそ、その牽引役を担っていただけるのではないかと思っております。 

団塊の世代が続々定年を迎え、６５歳以上の人口が急増する２０１０年代を間近に控え、これからの社

会に相対するにシニアネットもまた進化することが求められているのではないかと思います。 

 そこで、シニアネット等市民活動に大変造詣が深く、自らもシニアネットの責任者としてその設立や運営

に関わるなど実証的な研究活動も行ってきておられ、この分野の第一人者であります学識経験者より、

新しい時代に相応しいシニアネットのあり方について展望して頂きます。 



 

 

２月２７日（金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【テーマ１】「シニアの生き甲斐を創出、魅力あるシニアネットとは」 

課題提供者：福森 宏昌氏（ＮＰＯ法人 シニアネット光 代表理事） 

小池 達子氏（メロウ倶楽部） 

 

【テーマ２】「シニアの豊かな経験を地域に活かす、事業型シニアネットのすすめ」 
 

課題提供者：堀池 喜一郎氏（ＮＰＯ法人 シニアＳＯＨＯ普及サロン・三鷹 顧問） 

細内 信孝氏（コミュニティ・ビジネス・ネットワーク 理事長/ 

コミュニティビジネス総合研究所 代表取締役所長） 

高齢社会において、シニアが地域でこそ最大の社会的資源である言われておりますが、とりわけシニア

ネットは、その活動実績等を通してシニアの良き拠り所、資源の源泉として大きく期待されております。多く

のシニアの方々は、自ら“地域デビュー”を果たし、シニアライフを豊かで実りあるものにしたいと切望され

ておりますが、それを実現する場としてシニアネットは大きく期待され、実際、その役割を果たして参りまし

た。高齢化がますます進む中で、かかるシニアネットが全国津々浦々にあって、シニアが地域で生き生き

と暮らしている、そうした姿を創出していくためにより一層の普及と拡充を図る必要があります。ここで、こ

れまでの活動を踏まえ、ますます多くのシニアがシニアネットに参加し、生き生きと活動できる魅力あるシ

ニアネット像を皆で考え、実現させていくことは大変意義深いことと思います。 

 そこで、我が国のシニアネットの老舗中の老舗であり全国ネットで活動を続けております「メロウ倶楽部」

と山口県全域のシニアのためにと目して活動している「ＮＰＯ法人シニアネット光」よりお話しいただく中、シ

ニアが喜んで参加する魅力あるシニアネットとはどのようなものか、団塊の世代の参加を視野に入れなが

ら、今後の姿を探って参ります。 

永年培ってきた知識・経験・ノウハウや知恵を生かして社会のお役に立ちたい、出来る限り生涯現役で

いたいという意欲を持ったシニアは大勢おります。そうしたシニアの強い意向を反映してか、コミュニティ・

ビジネスを主な活動とする「事業型」のシニアネットが増えつつあります。まさに「人材の宝庫」であるシニ

アネットだからこそできる活動であると言えます。厳しい世の中を迎えて、こうした「事業型」シニアネットへ

の関心はますます高まっていくものと思っております。 

 そこで、「事業型」シニアネットの草分け的存在で我が国を代表する「ＮＰＯ法人シニアＳＯＨＯ普及サロ

ン・三鷹」とコミュニティ・ビジネスを提唱し、その活動のサポートをしている専門家より具体的な実践に向け

た提言や課題をお話しして頂き、参加者全員で「事業型」シニアネットやコミュニティ・ビジネスへの取り組

み方について考えて参ります。 

ワークショップ（１０：００～１３：００） 



 

 

２月２７日（金） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シニアネットは、その本業とも言える「ＩＴ講習」をベースに地域社会の情報化、とりわけシニアの情報

リテラシー向上を促進し、社会に活力をもたらしております。シニアネットならではのきめ細かな教え方

や仲間同士で楽しく、気楽に学び合える雰囲気がシニアに喜ばれ、ＩＴ普及に今や必要不可欠な存在と

言っても過言ではありません。自治体との協働も進み、地域ＩＴリーダーとして地域への貢献も大きなも

のがあります。 
これまでの様々な活動によりシニアのＩＴ人口は年々増加しているとは言うものの未だシニア全体の

十数パーセントに留まっているとのことで、残念ながらまだまだ少ないと言わざるを得ません。今後は、

まだパソコンに触ったこともないといったシニアへの普及が課題となるなど、新しい状況に対応していく

必要があろうかと思います。 
そこで、鳥取県米子市や北海道室蘭市を核に活躍している「シニアネット米子」や「ＮＰＯ法人シニア

ネットいぶり」の活動を通して、こうした状況を踏まえながら、シニアへのＩＴ普及はこれからどうすればい

いか、より良いＩＴ講習の方法等も含め、全員で考えていきたいと思います。 

【テーマ４】「社会貢献はシニアネットの使命、行政との協働を促進」 

課題提供者：小笠原 章氏（徳島県県民環境部地域振興局地域情報政策課 課長） 

中司 和雄氏（ＮＰＯ法人 あいてぃ塾ぐんま 理事長） 

多くのシニアネットは自ら持てる力をシニアのために、地域のために何かお役に立ちたいと熱い想いを

抱き、活動を展開されております。シニアネットがその活動を通して社会に貢献しようとするとき、関係自治

体や企業等と協働（コラボレ－ション）して事業を展開することは極めて重要であります。一方、少子高齢

化と高度情報化が同時進行する社会にあって、自治体にとっても、電子自治体や地域の情報化促進等の

諸政策を進める上で、シニアネットやシニアの豊富な経験や優れたノウハウを活用することは重要な要素

となってきております。シニアネットの提案を政策として実現するなど今や、両者の協働（コラボレーション）

は必須と言っても過言ではありません。 

 そこで提案型で県との協働事業を展開するなど行政との連携を通して地域社会に貢献している「ＮＰＯ法

人あいてぃ塾ぐんま」や県の情報化を促進するための人材育成として地域ＩＴリーダー養成をシニアネットと

協働で進めている「徳島県」から課題を提供していただき、かかるコラボレーションを一層促進するための

方策等を考えて参ります。 

 

【テーマ３】「シニアへのＩＴ普及活動の更なる飛躍に向けて」 

課題提供者：山崎 憲一氏（シニアネット米子 理事長） 

秋山 幸彦氏（ＮＰＯ法人 シニアネットいぶり 理事長） 

 



 

 

２月２７日（金） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「シニアネットフォーラム２１in 関西」における風景。 

約２０のシニアネットや協力企業等が出展され、参加者同士、熱い意見交換や相互交流が行われました。 

       

 

 

全国各地で活躍しているシニアネットの活動状況を展示しあい、参加者同士フェース・ツー・フェースで

意見交換し相互交流を深めていただく場と致します。また、協力企業のお役立ちコーナーも設けておりま

す。これまで多くの参加者から大変ご好評を頂いており、皆様の今後の活動に必ずお役に立つものと確信

いたしております。自治体や企業の方も是非、お立ち寄り下さい。 

なお、全国のシニアネット等におかれましては、出展のご応募をお待ちいたしております。 

シニアネット交流広場（１３：００～１５：４５） 

【テーマ５】「シニアネットの運営を究める」 

課題提供者：大林 依子氏（いちえ会 主宰） 

中島 敬也氏（熊本シニアネット 代表） 

シニアネットの活動がシニアを元気にし、地域に活力をもたらすものとして各地で大きく評価されてきて

おり、今後もますますその活動が注目されていくものと思います。その為、シニアネットが常に進化し続け、

いつまでも元気に活動を続けていくことが肝要となって参ります。ここで、組織・活動形態・資金・会員規模

等々シニアネットの運営のあり方について、これまでの活動の実態を踏まえ、抱えている課題について皆

で考え、そして今後の運営のあるべき方向について皆で議論することは極めて重要なことと思います。 

 そこで、全国でも草分けのシニアネットで、自由な雰囲気の中で楽しく活動している東京の「いちえ会」や

県内各地にサロンと称する支部を設け、本部の統制の元、地域に根差した活動を展開している「熊本シニ

アネット」から課題を提供していただき、参加者全員でシニアネットのより良い運営のあり方を究めて参りま

す。 



 

 

    

より良いフォーラムにするためアンケートにご協力をお願い致します 

 

１． どのプログラムが参考になったでしょうか。参考になったものに○をつけて下さい。 

イ．基調講演１ 

ロ． 基調講演２ 

ハ．特別講演 

ニ．パネルディスカッション 

ホ．ワークショップ（参加されたテーマ：１ ２ ３ ４ ５） 

ヘ．シニアネット交流広場 

 

２．「シニアネットフォーラム２１in 東京 ２００９」に参加された動機についてお聞かせ

ください。あてはまるものにひとつだけ○をつけてください。 

イ．ご自分のシニアネットでの活動に役立てるため 

ロ．シニアネットの設立に役立てるため 

ハ．シニアネットに参加するにあたって役立てるため 

ニ．シニアネットについて詳しく知るため（以下にその目的等をお聞かせ下さい） 

                                       

                                       

ホ．その他（出来るだけ具体的にお願い致します） 

                                       

                                       

 

３．「シニアネットフォーラム２１in 東京 ２００９」に参加されて、シニアネットという

組織とその活動について、理解は深まりましたか。あてはまるものにひとつだけ○を

つけてください。 

イ．シニアネットについての理解が非常に深まった 

ロ．シニアネットについての理解が深まった 

ハ．あまり理解が深まらなかった（下の欄に具体的に理由をお聞かせ下さい） 

                                       

                                       

ニ．全く理解できなかった（下の欄に具体的に理由をお聞かせ下さい） 

                                       

                                       

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

シニアネットフォーラム２１in 東京 ２００９ 

アンケート 
              財団法人 ニューメディア開発協会 



 

 

４．「シニアネットフォーラム２１in 東京 ２００９」に参加されて、ご自身シニアネット

にどのように関わっていきたいと思われましたか。あてはまるものにひとつだけ○を

つけてください。 

イ．既にシニアネットで活動しているが、さらに活発に活動したい 

  ロ．シニアネットを自ら設立し、始めてみたい 

  ハ．身近なシニアネットに参加してみたい 

ニ．別段関わっていこうとは思わない（下の欄に具体的に理由をお聞かせ下さい） 

                                       

                                       

                                      

ホ．参加すべきかどうか、よくわからない（下の欄に具体的に理由をお聞かせ下さい） 

                                       

                                       

 

５．「シニアネットフォーラム２１in 東京 ２００９」全体について、ご感想をお聞かせく

ださい。あてはまるものにひとつだけ○をつけてください。また、ご意見等がありま

したら、是非お聞かせ下さい。 

  イ．今後の活動や設立・参加のために大変役に立った 

  ロ．今後の活動や設立・参加のために役に立った 

ハ．あまり参考にならなかった（下の欄に具体的に理由をお聞かせ下さい） 

                                         

                                         

ニ．全く参考にならなかった（下の欄に具体的に理由をお聞かせ下さい） 

                                       

                                       

■ご意見・ご意見欄 

                                       

                                        

 

６．行政や企業関係者の方にお願い致します。 

  今後、諸施策、諸事業を展開するにあたり、シニアネットとの協働（コラボレーシ 

 ョン）を、どのようにお考えでしょうか。 

  イ．是非、協働していきたい（分野等：                 ） 

  ロ．協働出来るところがあれば、していきたい（分野等：         ） 

ハ．今のところ、考えていない（下の欄に具体的に理由をお聞かせ下さい） 

                                       

                                       

  ■シニアネットとの協働についてのご意見（出来るだけお願い致します） 

                                       

                                       

                                      

 

 



 

 

７．「シニアネット交流広場」（展示コーナー）はいかがでしたでしょうか。ご意見やご 

感想をお聞かせ下さい。 

                                      

                                      

                                      

 

８．今後、シニアネットの活性化や普及拡大を図るため「シニアネットフォーラム２１」

は、どうあるべきか、具体的なご意見をお聞かせください。 

                                        

                                        

                                        

 
９．今後、シニアネットの活性化や普及拡大を図るため「シニアネットフォーラム２１」  

  を含め、どのような活動を行う必要があるか、ご意見を具体的にお聞かせください。                      

                                        

                                        

                                        

 

１０．あなたご自身にとってシニアネットはどのような存在でしょうか。一言で結構で 

   すので、お願い致します。 

                                        

 

１１．あなたご自身のことについてお聞きします。 

 ①性別： 男  女   ②年齢：   歳 

 ③ご住所（市区町村まで）：     都・道・府・県      市・区・町・村 

 ④所属（該当するところを○で囲んで下さい。職種は差し支えない範囲でお願いします） 

  イ．シニアネット（含むＮＰＯ法人） 

ロ．ＮＰＯ法人等各種団体、グループ（シニアネット系以外） 

ハ．行政機関（ご担当分野：                       ） 

ニ．民間企業（ご担当分野：                       ） 

ホ．自営業（職種：                            ） 

ヘ．どこにも係わっていない（個人） 

ト．その他（                              ） 

⑤パソコン経験年数：約   年 

 ⑥生活の中でパソコンをどのように利活用していますか。また利活用したいですか。 
  ご自由にお書き下さい。 

                                     

                                     

 

アンケートはこれでおしまいです。どうもご協力有難うございました。



 

 

 

シニアネットフォーラム 21 in 東京 2009 

アンケート調査結果 
Ⅰ 回答者の属性 
 

（１）回答者の性別 （アンケート No11 の①） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

（２）回答者の年齢構成（アンケート No11 の②） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の年齢構成

Ｆ1%

Ｅ24%

Ｄ58%

Ｃ9%

Ｂ4%

Ａ4%
Ａ 30歳～40歳

Ｂ 41歳～50歳

Ｃ 51歳～60歳

Ｄ 61歳～70歳

Ｅ 71歳～80歳

Ｆ 80歳以上

 

回答者の性別

B 22%

A 78%

A 男性

B 女性

 



 

 

 

（３）都道府県別回答者（アンケート No11 の③） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）回答者の所属及び職種（アンケート No11 の④） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所 属・職 種ト3%

ヘ2%

ニ3%

ホ6%

ハ5%

ロ18%

イ63%

イ シニアネット（含む
NPO法人）

ロ NPO法人等各種団体

ハ 行政機関

ニ 民間企業

ホ 自営業

ヘ 個人

ト その他
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（5）回答者のパソコン経験年数（アンケート No11 の⑤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q 生活の中でパソコンをどのように活用していますか。また、どのように 

活用したいですか。（アンケート No11 の⑥） 

 
・ 社会活動に不可欠と思っている。日常的活動の道具として利用。 

・ インターネット・メールの活用、講習会等で指導教育に活用。 

・ マルチメディアの編集加工、会計処理など仕事で活用。 

・ ドキュメントや譜面の作成など趣味に活用。 

・ ネットオプション・チケット・音楽購入・情報検索。 

・ ホームページの作成、ネット銀行、株取引等 

・ シニアパソコン教室での活用。 

・ パソコンは生活の一部である。 

・ パソコンに溺れない IT 生活をしたい。 

・ 新技術を学習したい。

回答者のパソコン経験年数

Ｆ1%

Ｅ13%

Ｄ8%

Ｃ21%

Ｂ21%

Ａ36%

A  5年～10年

Ｂ 11年～15年

Ｃ 16年～20年

Ｄ 21年～25年

Ｅ 26年～30年

Ｆ 30年以上

 



 

 

Ⅱ 調査結果【設問への回答結果の主なもの】 

 

2.「シニアネットフォーラム21in 東京2009」に参加された動機は。（アンケート2） 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    Q 二のシニアネットについて詳しく知るための欄に記入された事項。 

                          （アンケートNo2の二） 

・ SNFがどんなものか知るために参加した。 

・ マンネリ化（シニア情報生活アドバイザー）の前向きな方向に進むため。 

・ 構成メンバーの永続性と活性化のため。 

・ IT 講習会は軌道に乗っているが、それ以外のシニア向けの行事・催しを 

いかに立ち上げ、継続していくか知るため。 

・ シニア向け講座を地元シニアネットにお願いするに当り、シニアネットの 

全国の状況を知るため。（行政職） 

・ シニアを結集する方法を知るため。 

・ 市民活動を支援する視点から、情報交換システム（SNSなど）構築の参考 

にするため。（行政機関） 

参加動機

ニ16%

ハ8%

ロ1%

イ75%

イ 自分のシニアネッ
トでの活動に役立て
るため

ロ シニアネットの設
立に役立てるため

ハ シニアネットに参
加するに当たって役
立てるため

ニ シニアネットにつ
いて詳しく知るため

 



 

 

     ・ シニア向けビジネスを検討中で、シニアと IT についてシニアネットの活動を 

      知るため。 

・ 現在活動中のシニアネットの現実的な問題、課題、悩みなどを知るため。 

・ 和歌山県において、来年度実施を予定している、過疎地域居住の高齢者向け 

IT 利用促進策に役立つ情報を得るため。（行政機関） 

・ 大学院での研究に役立てるため。 

・ 他のシニアネットワークの方々から話を聞くため。 

・ 地域の防犯パトロールの会の運営、広報活動の参考にするため。 

 

 

 

 

3．シニアネットフォーラム21in 東京 2009に参加されて、シニアという組織と 

   その活動について、理解は深まりましたか。（アンケート3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   この項目に記載された意見 

・ その地域によって異なるが、事例を知っていれば類似の状況になった 

時に参考にさせて頂く。 

・ シニアネットよりもSNFがどんなものか理解できた。 

・ 会の運営は毎年良く反省し、向上しなくてはいけないと反省させられた。 

理解度
ハ5%

ロ66%

イ29%
イ シニアネットにつ
いて理解が非常に深
まった

ロ シニアネットにつ
いて理解が深まった

ハ あまり理解が深ま
らなかった

 



 

 

 

4．「シニアネットフォーラム21in 東京 2009」に参加されて、ご自身のシニア 

    ネットにどのように関わっていきたいと思いましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

   イの意見： 

・ プレーヤーとして活動できる分野があるが、 

・ 活動といっても現在はスキルアップのため勉強をしている。 

・ 地域ボランティア活動に IT技術を利用する。 

   ホの意見： 

・シニアネットとひとくぐりに出来ない多様性を持っている。 

      それぞれがネットを使い、交流を深めることでよいのではないか。（行政職） 

 

 

5．「シニアネットフォーラム21in 東京 2009」全体について、ご感想をお聞かせ 

    下さい。 

 

 

 

 

シニアネットへの関わり

ニ2%
ハ13%

ロ3%

イ82%

イ 既にシニアネットで活
躍しているが更に活発に
活動したい

ロ シニアネットを自ら設
立し始めたい

ハ 身近なシニアネットに
参加してみたい

ニ 別段関わっていこうと
は思わない

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

意 見： 

・ 講師先生その他、前回と同じような方が多くて少し不満です。もっと違った 

  分野からの講師をお願い致します。 

・ 県の施策の参考になった。具体的にシニアの方々がどういう活動をしているか 

  良くわかった。（行政職） 

 

 

 

 

 

 

 

SNF-21in東京2009の感想

ニ.1%ハ.4%

イ.30%

ロ.65%

イ.今後の活動や設立・
参加のため大変役立っ
た.

ロ.今後の活動や設立・
参加のため役立った.

ハ.あまり参考にならな
かった.

ニ.まったく参考になら
なかった.

 



 

 

6．行政や企業関係者の方へ。 今後、諸施策、諸事業を発展させるにあたり、 

    シニアネットとの協業（コラポレーション）を、どのようにお考えでしょうか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

   

 

ハの意見： 

・ 役所は、ネット活用の多様性を認めていないように見られる。 

     ・ 民間それぞれの可能な活動をすればよいのでは。（行政職） 

    シニアネットとの協業についての意見： 

・ 地域自治体の広報誌に催し物の記事（予定）が掲載されるか否かで集客力 

が大きく左右される。少々の営業力では及ばない。 

・ 先ずは自分のNPOを充実させる。 

・ 現にやっているが予算的にも効果が出ている。（行政職） 

・ ヒヤリング相手となって頂けるとありがたい。（行政職） 

 

7．「シニアネット交流ひろば」（展示コーナー）は如何でしたでしょうか。 

 

     ・ 活気あるブースが良かった。 

・ 狭いスペースに展示されていたが、各々の思いが伝わってきた。 

・ 各ブースに特徴が出ていて楽しかった。 

・ パネル展示以外に映像展示もあり良かった。 

シニアネットとの協業について

ロ50%

イ36%

ハ14%

イ 是非協業して
いきたい

ロ協業できると
ころがあればし
ていきたい

ハ今のところ考
えていない

 



 

 

・ 自分がシニアになったとき、こんなに元気でいられるだろうかと思った。 

仲間がいるということは、大きな財産であると思った。 

・ それぞれ工夫された展示品で十分参考になった。 

・ ワークショップ参加者のコーナーがあり理解が深まった。 

・ 他の団体の動きが解って参考になった。 

・ 各シニアネットの活動が見ることができてよかった。 

・ 皆さんそれぞれ工夫を凝らして、バライティーに富んだ展示で、大変楽しく 

拝見させていただきました。 

・ 良い企画と考えている。 

・ 素晴らしかった。携帯電話講習会を我々もやってみたい。マイクロソフト 

から有益な情報を頂きました。 

・ 具体例が大変役にたった。 

・ 今年は特に場所も広く内容も良かった。 

・ 1 日目も展示コーナーやってくれた方が良い。 

8．今後のシニアネットの活性化や普及拡大を図るため 

「シニアネットフォーラム21」は、どうあるべきか。 

 

・ IT に必ずしも限定しないシニアネットの流れも話題にして欲しい。 

（今日の柳原正年氏の福祉文化はポイントだと思っている） 

・ ローカルに於いて、スモールスケールの開催が出来ると良いですね。 

（例えば藤沢にて） 

・ 企業や行政担当者の参加を増やした方が良いと思う 

・ 産学官の統合した仕掛けが必要。 

・ 年一回は？ 

・ 全国展開、横の繋がりを強化すべき。 

・ 活動内容が見えるよう日頃からPRする。 

・ シニアネットのリーダーに計画運営への参加を促進すること。 

・ 行政とのタイアップに関し中央から地域レベルに提言して欲しい。 

・ 各ネットの連携を強化する。 

・ ネットだけでなく顔を合わせて意見交換することが非常に有益である。 

これを続けて欲しい。 

・ アドバイザーの地位向上を。 

・ シニアネットは単に IT とか ITCの分野に特化するのでなく、環境・介護 

  福祉などのコミュニティービジネスに力を注いでいく方が良い。 

・ 団塊の世代以降の世代は、組織に入りたがらないので、工夫し取り込む。 

・ さらに発展していくでしょうが、団塊の世代との融合が不可欠。 

・ 継続し実施してもらいたい。 

・ 具体的な活動を推進して欲しい。（今は少し観念的な活動に終わっているようだ） 

・ 底辺の拡大、ピラミット型の組織となると大きな力（影響力）が出るのでは。 



 

 

・ IT 教育が中心になると思いますが、講習会の人集めに問題があるようです。 

ニーズが本当にないのか、調査が必要である気がします。 

・ 活動の事例を詳しくする。 

 

 

9．今後、シニアネットの活性化や普及拡大を図るため 

「シニアネットフォーラム21」を含め、どのような活動を行う必要があるか。 

 

・ IT 講習会を行政がきちんと成功させないで終わらせたので、シニアのパソコンは 

「解らない」「もう出来ない」と思わせてしまった。これからは、そういう人の 

救済を考えながら活動していく必要があると思う。 

・ 広報に力を入れる。 

・ カリキュラム作りに苦労している部分があります。カリキュラム作りのノウハウ 

などを知りたいので情報交換を希望します。 

・ IT のデモストレーション（一般を対象とした）の開催。 

・ 進歩・改革の為には、PDCAをまわす事が必要。問題点を抽出し反省の改善点 

などを提示されてはと思う。 

・ あるかどうか解らないが、県ごとのネットワークの構築。 

・ 公共機関との連携を強化し、PR活動を能動的に。 

・ シニアネット活動も下り坂を向かえたように感じますので、私自身必死に打開策 

を考えている最中で、なかなか良い思案も浮かびません。 

・ シニアネットの全国組織。 

・ 行政との協働。 

・ 今で十分と思います。 

・ ICT 活動と平行して生活密着をどう結びつけるか、活動を展開していく必要を 

感じた。 

・ ウエブ サイトの充実と活性化。 

・ PR。 

・ 吉田先生の提案のように、拠点作り、運営母体作りをまず手がけるべき。 

・ ナショナルレベルの活動、グローバルレベルの活動。 

・ パソコンを趣味的にどのように活用するかの考案。 

・ 行政機関からのPRと支援、 

・ IT ばかりでなく福祉・健康アドバイザーの育成も。 

・ マスコミの活用（新聞TVなど） 

・ 産学官の全体会議的な性格を持たせる。 

・ 団塊世代の取り込み。NPO法の制度の見直しを図る。（働きかける） 

・ 介護の世界とシニアネットとの関連付けが重要であると感じる。 

 

 



 

 

10．あなた自身にとってシニアネットとはどのような存在ですか。 

 

     ・セカンドライフを楽しみ、地域貢献、地域の活性化、Community Network 

 Platformの構築を目指す。（地域資源の有効活用） 

・ 便利なコミュニケーションツール。 

・ 楽しい仲間です。 

・ 会社でない社会的居場所。ボランティア感性養成。 

・ 自分を発信するためのスキルアップを勉強できる場所。 

・ 無職の身での社会との繋がり。 

・ 生甲斐。 

・ PC塾以上。 

・ 情報交換の場。 

・ 今のところシニア情報生活アドバイザーとしての接点だけの存在。 

・ 自分の時間を楽しく使う。 

・ もっとも頼りになる存在。 

・ 社会参加、社会貢献の具体的な方策である。 

・ 自己実現。 

・ 情報交換の半分以上はネットを通じて得たものです。 

・ 生活に必須なシステム。 

・ これからに人生「生甲斐」に繋がって行くと思う。 

・ 自分の居場所。 

・ シニアライフにとって重要なもの。 

・ 自分の分身のようなものです。永く続いて欲しいです。 

・ 世のため、人のため、自分のための場。 

・ 第二の人生の柱。 

・ 活動の二分の一を占めている。 

・ 素晴らしい仲間作りの場。生甲斐作りの場。 

・ 年一回のデビュー機会である。 

・ 中高年の参加の場。 

・ 情報の宝の山。 

・ 仕事に近くなってます。 

・ 時間つぶしの道具。 

・ 楽しい仲間の集い。 

・ 生甲斐の一つ。 



 

 

参加者のデータ 

【フォーラム参加者の属性の集計結果】 

 

 

①参加者の性別割合  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②参加者の年齢構成 

     

  

参加者の性別

79%

21%

男性 女性

 

参加者の年齢構成

H5%

F3%

A5%
G11% B14%

E10%

D20%

C32%

A76歳以上

B71歳～75歳

C66歳～70歳

D61歳～65歳

E56歳～60歳

F51歳～55歳

G50歳以下

H未記載



 

 

③県別参加者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

   

 

 

 

 

 

④参加者の所属 

 

 参加者の所 属・職 種

イ 67%

ロ 11%

ハ 7%

ニ 8%

ホ 2%

へ 3%
ト 2%

イ・ シニアネット（含む
NPO法人）の会員

ロ・ シニアネット以外の
諸団体の会員

ハ・ 行政機関

ニ ・民間企業

ホ・ 自営業

ヘ・ 個人

ト・ その他

 

県 別 参 加 者 割 合

3%

3%

2%

1%

1%
3.5%

45%

14%

13%

8%

東京（45％）

千葉（14％）

神奈川（13％）

埼玉（8％）

群馬（3％）

徳島（3％）

熊本（2％）

山口（2％）

栃木（1％）

茨城（1％）

和歌山（1％）

滋賀（1％）

鳥取（1％）

北海道（1％）

愛知（0.5％）

大阪（0.5％）

沖縄（0.5％）

無記名（3.5％）
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